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　本職業能力開発推進協議会は、会員企業の人材育成支援と産業技術短期大学校の
学生支援を柱に活動する団体です。会員数は平成28年5月現在で288会員となり、近年会
員数は増加傾向にあります。会員の皆様には、この場をお借りして日頃のご支援ご協力に
感謝申し上げます。 
　さて、4月14日に発生した熊本地震により、熊本県を中心に甚大な被害が出ています。地
震により被害に遭われた方々には、心からお見舞い申し上げます。また、多くの工場の生産
活動が滞っていますが、会員企業皆様への影響が少ないことを願っております。 
　こうした中、最近の日本経済は、緩やかな景気の回復基調が続いているとされています
が、急激な円高の進行、中国を始めとするアジア新興国や資源国等における景気の下振

れ、少子高齢化により労働力人口の減少など、企業にとっては熊本地震の影響を含めて予断を許さない状況にありま
す。 
　このような先行きが不透明な時代にあって、ものづくりを中心とした神奈川県の産業を発展させ次世代に繋いでい
くためには、グローバルな競争に勝ち抜く強い精神力と、新しい価値を創造できる力を兼ね備えた人材の育成が求め
られています。短大校が教育目標としている「新しい時代に柔軟に対応ができる実践技術者の育成」は、まさにこの
ニーズを捉えており、短大校は神奈川県の産業界にとって、ますます重要な役割を担っていくことでしょう。本協議会と
いたしましても、短大校の活動に対して積極的に支援を行いながら、会員企業の人材育成も強化して参ります。 
　このレポートを通じて、短大校と推進協議会の事業をご理解いただくと共に、神奈川県の未来を担う技術者に対し
て温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　当校ならびに職業能力開発推進協議会の年間の研究成果と事業報告をまとめた「アニ
ュアルレポート2016」の発行にあたり、ご挨拶を申し上げます。国内では、アベノミクスの「大
胆な金融政策」「機動的な財政政策」から3本目の矢である「民間投資を喚起する成長戦
略」への早期展開が待たれるところです。注目されたＧ７伊勢志摩サミットでは、先進国の
環境・社会・経済のバランスの取れた持続的安定成長への方向性が改めて確認されたよう
です。一方、囲碁で人工知能が深層学習の手法によりプロの棋士を破った、あるいは自動
運転の分野で人間以上の精度で物体を認識できる情報処理技術が実現できたとのニュ
ースも流れており、科学技術は着実に進化しているようです。産業界も「IoT (Internet of 
Things)」「Industry 4.0」など「ものづくり」と情報通信技術とを融合させ、労働力人口の減

少に対応する技術革新が推進されており、製造部門のマネージメントを担う高度実践技術者を育成する当校の役割は
一層重要になります。 

　今年度は第10次神奈川県職業能力開発計画が策定され、今後5年間の方針が示されました。当校も関係者全員で
企業、卒業生、高等学校等教育関係施設の皆様にアンケートおよびヒアリング等のご協力をいただき、「企業ニーズ調
査」「応募対策検討」を実施し、学科ごとの就職後の技術者像を明確にして、時代にマッチし、高校生に魅力あるカリキ
ュラム内容への進展を計画しています。また、求職者・在職者訓練、指導員研修、職業訓練カリキュラムの開発につきま
しても、さらに実効性のある取組みを目指しております。皆様のご意見を伺い、グローバル化の進展も見据えながら、職
業能力開発の使命を果たしてまいりたく、一層のご指導ご鞭撻をお願いいたします。

神奈川県立産業技術短期大学校　　　校長　荻田 浩司

産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会　　　会長　安藤 孝男

1. あ い さ つ
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2. 講師研究報告

平成２7年度 産業技術短期大学校専任講師研究テーマ一覧 
２ 講師研究報告 

平成２７年度 産業技術短期大学校専任講師研究テーマ一覧 

 

生産技術科 ―――――――――――――――――――        （報告書掲載ページ） 

ミニ旋盤の製作に関する研究          中村 隆治         ・・・  ３ 

電気炉冷却水再生装置の製作     安達 桂三 

  機械組立教材の製作と検証     橋本 勝徳 

  超耐熱合金における切削特性について    広原 朋昭 

  ハプティック装置を用いた人間計測の研究    豊田 希 

 

制御技術科 ――――――――――――――――――― 

媒質中でのインピーダンス分布に関する評価   臼井 章二         ・・・  ５ 

マルチプラットフォーム汎用ＩＯボード向けマイコンボードの開発 岸上 桂二     ・・・  ７ 

３D－CAD（Autodesk Inventor）を用いた 

               シートメタル用訓練教材の開発 籾山 由紀子       ・・・  ９ 

制御プログラム実習に使用する教材の作成    杉原 浩          ・・・ １１ 

機械加工実習（旋盤）における訓練教材及び 

       技能検定旋盤３級取得のための訓練教材の作成   井浦 陸宏、        ・・・ １３   

  職業能力開発促進法と神奈川県の職業能力開発（いちょう計画） 山口 祐司 

 

電子技術科 ――――――――――――――――――― 

シーケンス制御に関する指導教材の開発（プリント基板編）       佐久間 理一   ・・・ １５ 

 技能五輪と企業の人材育成について    矢島 康治 

 小型デバイス等を活用したデジタルフィルタ教材の開発  田巻 愛 

 マイコン実習用教材の作製     金子 信之 

 若年者ものづくり大会と技能五輪全国大会 

          （電子機器組立て職種）の内容調査  岩崎 智実 

 

産業デザイン科 ―――――――――――――――――   

色漆における乾燥条件と塗膜性能との相関について   鈴木 則之・冨ヶ原 美和       ・・・ １７ 

手製本のテキスト及び動画教材の制作    水原 規惠     ・・・ １９  

仕口加工電動工具の使用可能性の検証    土持 恵三 

 デザイン学科における樹脂加工の授業展開    長谷部 真 

 レイアウトを理解し実践するための授業運営と教材について  齋藤 幸子 

 

情報技術科 ――――――――――――――――――― 

電圧閾値を基準とした視細胞の分光感度曲線の取得方法  久保 雅俊     ・・・ ２１ 

 （総合研究大学院大学 先導科学研究科 蟻川教授との共同研究） 

聴覚障害者の発声・発語学習ツールの開発    新田 晃       

 （横浜国立大学大学院 環境情報研究院 後藤敏行研究室との共同研究）（非常勤講師） 内野 泰伸      ・・・ ２３ 

 台帳管理システムの検証（委託訓練業務システムの開発及び運用） 尾崎 裕一 

 授業品質の考察       古川 隆治 
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1 はじめに 

ミニ旋盤の製作を通して，工作機械のしくみを理

解すること，機械加工や組立て調整に関する技術の

向上させることを目的としている． 
現在，機械工作について少しの知識があれば扱え

るような，小型の旋盤が市販されている．これを元

に製作する． 

2  研究概要 

ミニ旋盤は，動力源にDCモーターを使うこと，

本体の寸法，歯車による動力伝達などについて，市

販のものを参考に設計する．設計は 3DCADにより

行う．歯車や主軸を組み込むケース，切削工具を取

り付ける刃物台，それを乗せる往復台などの部品に

ついては，鉄鋼材から削り出して製作する． 
最初に製作するものは、取り付けた材料が振れる

ことなく回転する．モーターの回転が主軸及び自動

送り機構に確実に伝わり，中の歯車がスムーズに回

転する．刃物台，往復台が，手動及び自動の両方で

抵抗なく動かせる．以上のことを目標にする． 
次にできたものを検証する．不具合箇所の改良を

行う．また，およそ最初の目標どおりのものができ

たことを前提として，金属の切削加工ができるもの，

自動送り速度の切替えができるものを製作する．こ

れは，参考にした旋盤が木工用である．自動送りの

切替えはない．日々の実習においては，通常金属を

切削する．加工の仕方として自動送り速度を切替え

て使っている．これらのことから以上のことを目標

にする． 
3 研究成果 

3.1 仕様（1号機） 
図1に全体図を示す．チャックに被削材が取り付け

られ回転する。刃物台に工具が取り付けられ往復台が

自動送りされる。それらを支えるのがベッドである． 

 
 
 
図 1 全体図  

 
 表1にミニ旋盤の諸元を示す． 

表1 ミニ旋盤諸元 

 
3.1.1 主軸部 
主軸部は図 2に示す．モータの回転が歯車により

主軸に伝わる．それとともに自動送り変速用歯車に

より、往復台が自動で動くための図 1に示す送り軸

にも伝わるようになっている。 

 
図 2 主軸部 

 
3.1.2 往復台 
刃物台は 8㎜×8㎜角の刃物を取り付けて切削す

る大きさになっている。刃物台は回転させて，レバ

ーで固定するようになっており，4 か所使用できる．

手動による刃物送り台と横送り台が付いており，往

復台が自動送りされる構造になっている． 
 

 
図 3 往復台  

電源 DC24Ｖ120W  

本体寸法 W700㎜×D100㎜×H200㎜ 
自動送り 0.2㎜/rev 
加工可能直径 150㎜ 
目盛り 0.02㎜ 

心高 100㎜ 
回転速度 2000min-1 無段変速 
自動送り 0.27㎜/rev 

 ミニ旋盤の製作に関する研究 
 

   生 産 技 術 科  中 村  隆 治

 

自動送り変

速用歯車 

主軸

刃物台

刃物送り台

横送り台 

刃物台固定

レバー 

往復台 チャック

ベッド

刃物台

モーター

モーター

歯車 

送り軸 
自動送りレ

バー主軸部 
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3.2 結果（1号機） 
加工及び組立ての結果は，主軸の振れはなかった．

刃物送り台と横送り台，横送り台と往復台，往復台と

ベッドのはめあいは良好であった．動きについても問

題なくスムーズな動作となった．しかしながら，ベッ

ド端部において歪みが生じた．直径 30 ㎜の合成木材

を切削したところ良好であった．テーパに削れること

もなかった．切り込み量と実際に削れた量の差は 0.05
㎜以下であった．  
3.3 仕様（2号機） 

1 号機を元に製作した．自動送りによる切削加工が

できることに加え，送り速度を荒加工と仕上げ加工で

変えられるようにした．また，動力源をDC350Wにす

ることでトルクを大きくし，金属を切削できるように

した．  
図4に製作したミニ旋盤の全体図を示す．全体が短

くなっており，送り速度の変速機構を加えた分主軸部

が長くなっている． 

 
 
 

図4 全体図  
表 2にミニ旋盤の諸元を示す．表記以外は，初年度

と同様になる． 
表2 ミニ旋盤諸元 

 
3.3.1 主軸部 

図 5に主軸部を示す．モータの回転を歯車を使っ

て主軸及び自動送り軸に伝わるようになっている．

切削送りの速度は往復台が進む速さで決まる．主軸

一回転あたりの進む量になるので、荒加工用の 0.2
㎜/revと仕上げ加工用の 0.1㎜/revになるように歯車

のギヤ比を設定し組み入れてある．自動送り変速レ

バーを切り替えることで，歯車のギヤ比を変え，主

軸一回転あたりの送り軸の回転数を変えている． 
 

 
図 5 主軸部 

3.3.2 往復台 
刃物台は 1号機と同じ構造になっている．横送り

台は設計の間違いにより，軸受が一部外に出ている

ようになったので，それは修正した． 
3.4 結果（2号機） 
加工及び組立ての結果は，主軸の振れが 0.05㎜

であった．刃物送り台と横送り台，横送り台と往復

台のはめあいは良好であった．往復台とベッドに若

干の隙間が生じた．これについては修正したが，往

復台の動きにスムーズさを欠くことになった．ベッ

ド端部には，やはり若干の歪みが生じた．直径 30
㎜のアルミニウム合金を切削したところ，テーパに

削れてしまった． 
4 考察 

１号機については，元にしたミニ旋盤と比較する

と、主軸部の構造が違う．心高が違うため刃物台の

高さが違う．ベッドは鋳物になっているが，ここで

は削り出しで製作しなければならない．これら元に

したミニ旋盤からの変更が多かったことから，心高

と刃物台の高さが合わなかった．予定した加工方法

ができなかった．といった問題を生じることとなっ

た．高さが合わなかったことについては，複数の学

生による各部位ごとに設計製作したことの連携がで

きていなかったことによる．予定した加工方法がで

きなかったことについては，通常授業ではこのよう

な大きな部品は加工しないことから，部品の形状と

実際の加工方法が繋がらなかった．しかしながら，

それはそれで，加工組立て調整の技術を向上させる

ことには繋がった． 
2号機については， １号機の結果を踏まえてのこ

となので，連携ミスのような間違いはなかった．加

工方法についても，1号機では，組立ての問題によ

り，ベッドの側面が開いてしまうような加工を施し

たが，2号機では，設計段階で改善しそのような加

工をしなかった．ただし，1号機ではできた刃物台

等のあり溝加工や主軸部の加工が，2号機でうまく

いかなかったのは，個々の技量の差による．失敗は

したが，これらの難易度の高い加工組立てを行うこ

とは技術向上に 繋がっている． 
 

電源 DC24Ｖ350W  

本体寸法 W600×D100×H200mm（モータ除

く） 
自動送り 0.2㎜/rev，0.1㎜/rev 

主軸部 主軸 ベッド往復台 

自動送り変

速レバー 

自動送り変

速用歯車 

送り軸
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1 はじめに 

現在，断層診断に用いる機器としては，Ｘ線を用い

るＸ線ＣＴ，水素原子の核磁気共鳴を用いるＭＲＩ及

び 超音波の反射波を用いる超音波診断装置等がある．

これらの機器には，それぞれ短所がある．これらを補

間するものの一つとして，インピーダンスＣＴの開発

が行われている．インピーダンスＣＴの課題としては，

画像解析度の向上と測定の安定化がある．本研究では，

媒質中でのインピーダンス分布の測定法及び解析法の

改善を目指す．今回の報告では，水媒質中において，

電極，印加する電圧及び周波数を変えて測定を行った． 

2  測定方法 

測定系は水媒質中において電極，印加する電圧及

び周波数を変えて測定を行った．具体的には，「電

極の形状」，「周波数」及び「水深の依存性」を調

べた．測定条件は，ポリエチレン製の円形の容器

（直径50[cm]）の内部に媒質（水道水）を規定の

水深で満たし，その中に電極を配置して各部の電位

を測定した． 

図１ 測定場（この図において，左右方向がＸ方向，上

下方向がＹ方向） 

図２ 電極（左 平板 右 円柱） 

 

測定は，底面を 5.0[cm]毎に区切り電位（電圧）を測

定した．（図１）印加する電圧は，正弦波 1.00[Vrms]
で行った． 
 

2.1 電極 
電極はカーボン製でΦ5[mm]，Φ10[mm]の円柱 及び 

100×100×5[mm]，100×100×10[mm]の平板で測定を

行った．（図２） 
 電極間隔は，中心間距離で20,，15[cm]とした． 

 
2.2 試験片 
測定系の媒質中に試験片を置き，各部の電位に与

える影響を測定した． 
試験片は，形状が同じで材質を変えた２種類（試

験片１ アクリル製，試験片２ 鉄製）のものを用い

た．形状は，直方体（幅65[mm]×高さ65[mm]×奥行

10[mm]）とした．                

 
図３ 試験片（左：鉄製，右：アクリル製） 

 
2.3 周波数 

周波数は，1.00[kHz]から 50.00[kHz]まで変化させた．

水深は，2.5[cm]から7.5[cm]まで変化させた． 
測定回路を図４に示す． 

 
図４ 測定回路 

 
 

媒質中でのインピーダンス分布に関する評価 
 

   制 御 技 術 科  臼 井  章 二

 

X方向

Y

方

向

電極 
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3 測定結果 

測定結果の例を図５～９に示す． 
図５～７では，試験片の有無及び材質の違いによる影

響を示す．図５は「試験片 なし」，図６は「試験片 

アクリル」，図７は「試験片 鉄」の場合の測定結

果」である．（円柱電極Φ10[mm] 電極間隔 20[cm] 
周波数1.0[kHz] 水深5.0[cm]） 

これらの図より，鉄製では電位の傾斜が小さくなった．

 

 

 

図８，９では，電極の違いによる測定結果の例を示

す．図８は，円柱電極Φ5[mm] 電極間隔15[cm] 

周波数1.0[kHz] 水深5.0[cm] 試験片 なし の

場合，図９は，平板電極100×100×5[mm] 電極間

隔15[cm] 周波数1.0[kHz] 水深5.0[cm] 試験片

なしの場合である． 

 

 
 

 
 

4    まとめ 

○円柱電極の場合，直径φ5.[mm]とφ10[mm]では，

大きな違いは見られなかった． 
○平板電極と円柱電極では，平板電極の方が電位の

傾斜が一様になった． 
○正弦波 1.00[kHz]から 50.00[kHz]まで変化させた範

囲では，大きな違いは見られなかった． 
○水深は，2.5[cm]から 7.5[cm]まで変化させた範囲

では，大きな違いは見られなかった． 
○試験片の有無及び材質の違いによる影響は，アク

リル製の試験片では大きな影響は見られなかったが，

鉄製の試験片では電位の傾斜が小さくなった． 
 

5    参考文献 

 (1) 間淵 周介，早野 誠治，斎藤 兆古，電気イ

ンピーダンス法による導電率分布の推定に関する一考

察，法政大学計算科学研究センター研究報告 16, 107-
111, 2003 

(2)  猪瀬世親，電気インピーダンスCTを用いた体

脂肪分布計測の研究，群馬大学大学院工学研究科電気

電子工学専攻修士論文(平成23年度) 
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1 はじめに 

制御技術科では講義・実習において「マイコン」に

関する知識・技能をカリキュラムに組み込んでいる．

一般的に，新しい技術・部品が頻繁に登場する分野で

あるため，その商品ライフサイクルは短い.しかし，

市場のニーズにマッチしたマイコンをダイナミックに

実習に組み入れるためには，実習環境を一から構築す

る必要があり現実的には容易ではない．本研究では本

年までに開発したマイコンに依存しないマルチプラッ

トフォームの汎用 IO ボードを改良するとともに，当

該ボードに接続できるマイコンの新規作成・改造を行

い効率的な組込みシステム実習への導入，開発を可能

にすることを目的とする． 

2 内容 

本研究の前段では多種の IO インターフェースを実

装したマルチプラットフォーム汎用 IO ボード（以下

汎用 IO ボード）を設計，製作した．この IO ボード

は，マイコンボードの１ポート（8 ビット）に対応し

た，データ信号線 8 本及び電源線 2 本で構成される

10ピンのコネクタ（以下，汎用 IOコネクタ）を採用

している．このコネクタ１個毎に，汎用 IO ボード上

の１つの機能モジュールを接続することができる．最

新バージョンの基板では７種類のモジュールを実装し

ている． 

 
図1 汎用IOボード 

また，本ボードに接続できるマイコンボード２種の

設計，開発を行った．マイコンの規模・用途に応じて

汎用コネクタの数量は異なるが，ほぼすべてのポート，

ビットをマイコン外部に出力できる仕様とした． 
この IO ボードとマイコンボードをセットで使うこ

とにより，実習では，多様な内容を容易に組み込むこ

とが可能である．また，卒業研究では，マイコン組み

込みシステムとして，卒業研究作品に組み込むことに

より完成度・信頼度の高い装置の製作を短期間で実現

できる． 

3 研究成果 

ルネサス社製小型簡易マイコンの「H8/3694」，お

よび ATMEL 社製小型簡易マイコンの「ATmega88」
をベースとしたマイコンボードの設計・製作行った．

併せて，印刷教材等の作成を行った． 
3.1 H8/3694マイコンボード 

秋月電子通商(株)が表面実装 QFP タイプﾟのパッケ

ージ 64 ピン H8/3694 マイコンをユーザーが容易に扱

えるよう各端子をピンに変換しているモジュールであ

る．このマイコンは16ビットマイコンで，汎用IO端

子は最大で 37 本，タイマは４種類（タイマ A，タイ

マV，タイマW，ウォッチドッグタイマ），A/D変換

８ch，I2CA 通信モジュール等が内蔵されている．実

習，セミナ，卒業研究作品に組み込める十分な機能・

性能を持っている． 

 
図2 H8/3694マイコンボード 

 

 55×78mmのサイズにこのH8/3694マイコンモジ

ュールと汎用コネクタ 4個を内蔵し，最大 31本の

汎用 IOが制御可能なマイコンボードの開発を行っ

た． 
  

3.2 Atmega88 マイコンボード 

現在実習で使用している ATMEL 社製マイコン

「ATTiny26L」の上位 RISC マイコンである

「ATmega88」は 28 ピン DIP タイプの小型マイコン

で小型かつ安価で各種機能(汎用 IO 端子 23 ビット，

タイマ，I2C，AD変換等)を内蔵している． 
中央に28ピンDIPパッケージのATmega88が実装

できる IC ソケットを実装し，用途に応じてマイコン

の種類を変更できる．10ピンの汎用 IOコネクタを 3

マルチプラットホーム汎用IOボード向けマイコンボードの開発 

   制 御 技 術 科  岸 上  桂 二
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DCサーボ

モータ② 

電源 

電源 
スイッチ

マイコン 

音センサボード 

DCサーボ

モータ① 

姿勢 

スイッチ① 

姿勢 

スイッチ② 

DC+5v

入力 
出力  

個実装し，23本の汎用 IO信号を本コネクタを介して

IOの制御を行えるマイコンボードの開発を行った． 

図3 ATmega88マイコンボード 
3.3 印刷教材の作成 

汎用 IO ボードおよびマイコンボードを組み合わせ

た組み込みシステムとして，印刷教材を作成した. 
 
 
 
 
 
 
 

             図4 印刷教材 

4 活用事例 

当初の目的の一つである学生の卒業研究に実際に組

み込みを行い，装置開発における利点を実証できた． 
4.1 卒業研究での活用事例 

 学生の卒業研究作品に今回の成果物を組み込んだ 
システムを構築した． 
4.1.1 事例１ 

テーマ名「音で制御するコロコロボールの製作」

は球体の装置が音により転がったり，停止したりを繰

り返す装置である．本装置のマイコンボードとして

ATmega88 マイコンボードを採用した．また，開発初

期の段階で汎用 IO ボードを活用し，実機が完成して

いない試作段階での制御プログラム作成が可能となり，

開発をスムースに行うことができた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図5 「音で制御するコロコロボールの製作」 

4.1.2 事例 2 

テーマ名「グロッケン自動演奏装置の製作」は 2.5
オクターブ 32 音のグロッケンを自動で演奏する装置

である．本装置のマイコンボードとして ATmega88
マイコンボードを採用した．本装置にはマイコンが４

個組み込まれ，相互に通信を行いながら装置全体の制

御を行っている．IO の点数が多く必要であることと，

扱うデータ量が比較的多く，また、ある程度の処理能

力が必要であるため，このような構成になっている．

やはり，汎用 IO ボードを活用することにより，実機

が開発初期の段階で，プログラムの開発が可能であっ

たので，開発もスムースに行うことができた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 「グロッケン自動演奏装置の製作」 

5 結論 

本研究では，マイコン関連の実習において比較的新

しいマイコンを用い多様な実習が容易に行える環境を

提供することを目的とした．併せて、学生の製作する

卒業研究作品に組み込み込むことにより短期間で高信

頼性、完成度の高いシステム構築が可能であることが

検証できた．汎用IOボード，マイコンボード2種，

印刷教材が成果物として得られ、卒業研究にも取り込

むことで一定の成果を得られた．今後は印刷教材の完

成度を向上，実習等での活用，及び容易に使える開発

環境を構築していきたい． 

6     参考文献 

(1) Renesas，H8/3694 グループハードウェアマニュアル，

2004，1-396． 株式会社 Renesas 
(2) Atmel，，8ビット AVRマイクロコントローラデータシ

ート，2009，1-230，Atmel  
(3) TOSHIBA，，東芝バイポーラ形デジタル集積回路 シ

リコン モノシリック TD62083 データシート，2006，1-12，
TOSHIBA   

汎用IOﾎﾞー ﾄ゙を活用した 

組み込みｼｽﾃﾑ 

 

実習マニュアル グロッケン

電磁ｿﾚﾉｲﾄ゙

マイコン 
(マスタ)

ﾄ゙ ﾗｲﾌ゙  
回路 

スイッチ 

操作パネル 

マイコン 
(スレーブ) 

マイコン 
(スレーブ) 

マイコン 
(スレーブ) 

ﾄ゙ ﾗｲﾌ゙  
回路 

ﾄ゙ ﾗｲﾌ゙  
回路 

グロッケン

電磁ｿﾚﾉｲﾄ゙

グロッケン

電磁ｿﾚﾉｲﾄ゙
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1 はじめに 

3D-CADの授業は，主に切削加工や鋳物で製作する

ソリッドモデルを基本とし展開しているところである

が，多くの3D-CADは「シートメタル」と呼ばれる板

金形状を作成する機能も合わせて持っている．工業製

品は内部をホコリや衝撃から保護するために樹脂や板

金加工で製作された，いわゆる筐体(きょうたい)と呼

ばれるカバーで覆われていることが多く，その内部に

も板金加工された部品が多く使われている．しかしこ

の分野についてのまとまったテキスト教材は少ない．

そのため短時間で，効率よくシートメタルの機能を実

習する内容を絞ったテキストを作成し，3D-CAD実習

の授業展開を広げることを目的とする． 
教材の内容は2通りとした．一つは3D-CAD初心

者向けの導入編，もう一つはソリッドモデルの基本操

作を習得済み学生向けの基礎編である． 
 

2 シートメタルについて 

今回使用するCADはAutodesk社の3次元CADソフ

トウエアAutodesk Inventor（オートデスク インベンタ

ー）である．CATIAやSolidworksなど主な3D-CADソ

フトでもシートメタルの機能は持っている． 
シートメタルは、板金部品のモデリングに特化し

ており，薄板の作成，曲げ，穴あけ，フランジと呼ば

れる折り曲げの作成機能などを持っている．また，板

の厚み，折り曲げ半径，折り曲げ部のレリーフと呼ば

れる切り欠き部のサイズを設定することができる．そ

して，フラットな状態に切り替えることで，展開図を

確認することができることが，シートメタルの大きな

特徴である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 シートメタルモデルとその展開図 

3 導入編について 

初心者向けの内容は制御技術科で行った一日エンジ

ニアセミナーで，ライントレースカーのボディーを作

成する課題を使用した．高校生向けのセミナーではあ

るが，初心者という面では共通する対象者である．時

間的にはボディーのモデリングで40分程度の課題で

ある．講師が説明しながら進める教材として，図を多

用した構成にした． 
また実際にセミナーで試行し，それを踏まえて次の

点を改善した． 
・限られた時間内でよりスムーズにモデリングができ

るよう，エラーが出にくいような手順に変更． 
・曖昧な表現をなくし，誤操作を防ぐ． 
・モノクロでも見やすいようフォントや配色の見直し． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 導入編モデル 
 

4 基礎編について 

導入編と違い，独学でも進めて行けることを意識し

て作成した．ただし習得して間がない者もいるので、

復習用としての役目も果たせるよう，操作に必要な最

低限の内容を盛り込むようにした． 
また導入編では省略した，事前設定についても少し

触れるようにした． 
  

4.1 シートメタルスタイルの事前設定 

モデリングを行う前に，板厚と材料，曲げ半径，材

料を折り曲げる際の割れ止めとなるレリーフの設定を

行う． 

３Ｄ－ＣＡＤ(Autodesk Inventor)を用いたシートメタル用訓練教材の開発 

     
   制 御 技 術 科  籾 山  由 記 子
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板材を曲げると板の外側は伸び，内側は圧縮され

て縮む．板材の中央付近に中立面が存在するが，材料，

板厚，曲げ半径により移動する．実際に，展開図を作

成するためには，試し曲げを行うことが必要であるが，

ここでは基本の中央面とし，曲げ半径は板厚と同寸法

とした． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 事前設定 
 

4.2 モデルの作成について 

板金部品を作成するには複数の手法がある．シート

メタルの環境から作成する手法と，ソリッドモデルか

ら作成する手法である．それぞれ一長一短がありモデ

ルのより向き不向きがあるが，幾つかの方法を示すこ

とで，次に作る形状をどのように作っていこうか考え

るヒントになる． 作る過程を考えることが大切なの

で，時間に余裕がある学生には，いろいろなアプロー

チから考えさせると良いと思う．  
またどの方法で作成しても，仕上がり寸法が同じな

らば，展開図の寸法は同じであることを確認している．

練習問題もテキストに添付した． 
 
4.2.1 アプローチ 1 

1つ目はソリッドモデルを作成した後，シェル（薄

肉化）を行い板金形状に近づけ，シートメタルへ変換

を行う方法である．ソリッドモデルの作成やシェル化

は通常の3D-CAD実習で行っているので，操作に馴染

みがあり，出来上がりの形状を大まかにイメージしや

すい． 
 
 
 
 
 
 
 図 4 基礎編モデル（アプローチその 1） 
 
4.2.2 アプローチ 2 
 次にシートメタルの環境の中で作成していく方法

である．ベースとなる板形状を作成し，そのエッジ

から周囲の面を発生させていく．全体の形状に捕ら

われず部分ごとに作成していくことができる方法で

ある． 
 
 
 
 
 
 

 
図5 基礎編モデル（アプローチその2） 

 
4.2.3 アプローチ 3 
 1本の直線で折り曲げた形状からモデリングする

方法である．寸法の変更があった場合 1つの断面ス

ケッチを編集することで変更を反映させることがで

きる． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 基礎編モデル（アプローチその3） 
 

5 おわりに 

3D-CADは豊富な機能を持ち，コマンドも数多くあ

る．どれだけ学んでもすべてを理解することは難しく，

また授業時間も限られている．そして就職先で設計業

務に携わる修了生は，企業の業種，業務内容によって

CADをどのように活用するのか，使用するソフトの

種類など様々であるため，実習で学んだことを基礎と

して柔軟に対応する能力が求められる． 
この教材でシートメタルのような機能もあるという

CADの幅広い有用性を示すことで，CAD設計分野の

就職の幅が広がり，更に深く習得するきっかけの一助

となれば幸いである． 
 

6   参考文献 

(1)  http://www.autodesk.co.jp  
(2)  Dassault Systemes，Sheet Metal Training，(2013)  
(3)  池田薫男，板金展開図と加工，工学図書株式会社，

(1989)，163-164． 
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1 はじめに 

急速に進展している情報化社会の中で，情報通信技

術は現代の社会基盤となり，業種・職種を問わずあら

ゆる分野において重要な役割を担ってきている． 
とりわけ家電製品や機器等に付加価値の高い機能を

実現するために組込まれるマイクロコンピュータシス

テム（組込みシステム）の分野は，急成長を遂げ重要

性を増している． 
そこでこの数年内に登場したこれから主流になると

考えられるマイクロコンピュータが制御技術科で実施

している実習の教材として，活用することができるか

を検証する． 

2 組込みマイコンの現状 

現在身の回りで当たり前のように利用されている

電化製品や自動車はもとより，携帯電話や電子カード

などにも，機能をより効率よく発揮させるために小型

のマイクロコンピュータシステムを活用した組込み技

術が普及しつつある． 
現在の“ものづくり分野”では，高性能・多機能な

組込み型のマイクロコンピュータ（以下、組込みマイ

コン）の利用により，商品の付加価値や国際競争力を

高めている． 
当然これら組込みマイコンの動作には，ソフトウェ

アが必要であり，実現したい機能に対応したソフトウ

ェア開発を行う必要がある． 
組込みマイコンのプログラム方式の特徴から，ソフ

トウェアの拡張や修正が容易であり，多品種少量のも

のづくりやメンテナンスに適合している． 
さらに，組込みマイコンを中心とした基本設計の共

通化により，開発期間の短縮，開発費用と製造のコス

トを下げることが可能である． 
組込みマイコン技術は製造業の競争力の根幹を支え

ている中核技術になっている． 
しかし，今日の組込みシステム開発のマーケット規

模と比較して，技術者は大幅に不足している． 
本校の制御技術科ではルネサステクノロジ製 H8 マ

イクロプロセッサを使用したAKI-H8/3694F でC言語を

使用して実施している． 
しかし，最近の組込みソフトウェア産業の動向とし

て，大規模化・高度化・複雑化への対応として，

M2M や IoT といったネットワーク技術に対応できる 
組込みマイコンの利用が増加している． 
デジタル家電，携帯電話，カーナビゲーションなど，

各々の機器間で相互にデータや信号をやり取りしなが

ら処理ができるシステムへ移行が進んでいる． 
本校でも，従来のマイコン訓練の上位に相当する

M2M や IoT の訓練の実施が必要とされ，適切な組込

みマイコン教材が求められている． 

3 組込みマイコンの選定 

組込みマイコンの候補として，Arduino，Raspberry Pi，
Beagle Bone を挙げる．これらのボードの特徴は安価，

小型，拡張性の高さの点から有力であると考えた． 
各々の仕様は表1のようになる． 

表 1  仕様比較 

 Arduino Uno Raspberry Pi B+ Beagle Bone Black 
マイクロ

チップ ATmega328P ARM11 ARM Cortex-A8 

クロック

スピード 16MHz 700MHz 1GHz 

RAM 2KB 512MB 512MB 
Flashメ

モリ 32KB SD Card 2GB  

EEPROM 1KB なし  
デジタル

GPIO 14 8 65 

アナログ

入力 6 なし 7 

PWM 
出力 6 なし 8 

TWI/I2C 2 1 2 
SPI 1 1 2 

UART 1 1 4 
開発環境 Arduino Tool IDLE,Scratch, 

Squeak/Linux 
Python,Scratch, 

Squeak,Cloud9/Linux
USB端子 なし 2 USB 2.0 1 USB 2.0 

Audio 
出力 なし HDMI,Analog HDMI 

Video 
出力 なし HDMI,Composite HDMI 

Ethernet なし 10/100 10/100 
サイズ 約63×53mm 約85×56mm 約90×55mm 

OS なし Raspbian Angstrom 
値段 2940円 5600円 7300円 
Arduino はとても安価である反面，必要最低限の機

能しか有していない．しかしその分初心者には取り組

みやすく，インターネットの検索により参照できる使

用例やサンプルは3者の中では一番多い． 
また，OS を搭載することはできないが，開発環境

が無料で提供されている上に，C 言語に似た言語形態

制御プログラム実習に使用する教材の作成 

     

   制 御 技 術 科  杉 原  浩
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でプログラムが組めることから，C 言語を学習した後

に取り組むには最適である． 
Raspberry PiはArduinoより価格は高いが，機能面では

Beagle Boneに近い． 
OSとして Linuxを搭載できる上，通常のパソコンと

同様のインタフェースを標準で装備しているので，ほ

ぼパソコンと同様の使用方法ができる．グラフィック

機能，インターネット機能が高いので，IoT に関係し

た課題を取り組むときにはその機能を十分に発揮する

ことができる．ただし，外部入出力機能に関しては 3
者の中では一番劣っているので，文字通りの組込みマ

イコンとしては不向きである． 
Beagle Bone は，3 社で一番高額であるだけ機能も高

い．Raspberry Pi同様の機能を有しながら，Arduinoのよ

うな外部入出力機能を兼ね備えている． 
また，OSを搭載できるので，Raspberry Pi同様のパソ

コンに近い運用も可能である． 
以上，3 者の機能は一長一短であり，簡単に比較で

きるものではないが，制御技術科の訓練カリキュラム

に沿って考えるとArduinoが最適であると思われる． 
根拠は，学生の取り組みやすさである． 
制御技術科のカリキュラムでは電子分野，マイクロ

コンピュータ分野の学習は行うものの，ネットワーク

や Linux については履修しないので，Raspberry Pi や
Beagle Bone が有する機能の半分以上はカリキュラム的

に触れることがない． 
また，センサ・アクチュエータのプログラム開発で

は，回路の自作から始めていたが，出来上がった回路

の動作検証に時間を取られてしまい，プログラム開発

の時間が不足するケースが有った．しかし，Arduino
では「Grove」や「シールド」と呼ばれる方式で接続

できる電子回路が多数用意されているので，これらを

用いることでセンサ・アクチュエータのプログラム開

発に十分時間を取ることが可能になる．  

4 実習教材 

以上のことより，今回構成した組込みマイコン教材

のハードウェアの構成について述べる． 
4.1 Groveシステムを利用した学習教材 

図 1 に示すように，マイコン教材は，Arduinoをメイ

ンボードとして，「Grove ベースシールド」と呼ばれ

るインターフェースボードと各種センサ・アクチュエ

ータ回路基板で構成した．両者は，ピンソケットとピ

ンヘッダで接続されているため着脱が容易である． 
マイクロコンピュータとセンサ・アクチュエータ回

路基板の間で扱われる信号にはアナログとデジタルが

一般的であるが，さらに UARTや I2Cのようなシリア

ル通信を利用することで，有限である入出力ポートを

最大限使用できるように工夫されている． 

 

図 1 Groveシステムの回路 

これらを使用することにより，従来通りセンサ・ア

クチュエータ回路基板をターゲットとしたプログラム

を開発することができる． 
また，Grove ベースシールドに別のシールド基板を

カスケード接続することができるので，Grove システ

ムにはない別の機能を持つ回路を加える事も可能にな

っている． 
これにより，基礎的なプログラム開発から，より進

んだ学習へと学生の進捗に合わせた課題を用意するこ

とができる． 
4.2 学習教材の作成 

組込みマイコンのプログラム開発の基本となるスイ

ッチ，センサ，LED，アクチュエータの制御プログラ

ムの開発手順と課題について作成した． 
 

5 総括 

開発環境となるArduino toolで使用する言語はC言語

に似た言語形態をとっているが、完全に一致するもの

ではない． 
その点においては C言語を履修した学生からすると

多少の違和感を覚えるかもしれない． 
しかし、Raspberry PiやBeagle BoneのようなLinux環境

下での開発に比べれば難易度は低いと想定される． 
今回は、Grove システムを利用する範囲内の課題作

成を中心に検証を行ったが、Grove システム以外の基

板を並行活用した応用性のある実習教材の作成に進め

ていきたい。 
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1 はじめに 

制御技術科で行っている機械加工分野の実技訓練

の充実を目的とし，平成 25 年度より本テーマにて

研究を開始した． 
現在，制御技術科学生の就職希望職種において，

機械加工分野を希望する学生が近年増加傾向にある

こと(図 1参照)や，科の取り組みの 1つとして学生

の資格取得を積極的に支援していることから，機械

加工分野の技能検定フライス盤作業 3級の取得支援

を行っている．今後，更にこの取り組みを充実させ

るため旋盤作業においても検定の対策を検討する必

要があると考える． 
そこで，本研究では，制御技術科の 1年次の機械

加工実習における旋盤作業の教材の見直しを行うと

共に，技能検定の受験を容易にし，2年次の資格取

得の支援･強化に資するものとする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 機械職種志望者数の推移 

2 研究経過 

本研究の 1年目には現カリキュラムの理解と確認を

行ったうえで，基盤となるテキストの作成を行った．

2 年目には，前年度作成した機械加工実習(旋盤)テキ

ストを評価するため，機械加工実習内で実際にテキス

トを使用し，訓練を行った．3 年目となる本年度は，

今後の活用方法について理解し易く，効果的な訓練が

展開できるよう，テキスト教材の見直しと視聴覚教材

の作成を行った． 
 
2.1 現状の把握 
機械をまともに動かすこと自体，初めての学生も

多いため，ひとつひとつの作業ごとに安全第一で実

習を行う必要がある．また，学校で行う全ての実習

の導入部となるため興味を持たせ，苦手意識を持た

せないことも重要である． 
 

2.1.1 加工実習内容 
本研究を進めるにあたり，制御技術科の機械加工実

習内容の確認を行った． 
機械加工実習における旋盤実習は技能検定 3級と同

程度の内容を4週に渡って実施していた．  
初年度は以前から使用していたテキストを訓練教材

として機械加工実習を行った．その結果，初めて旋盤

操作をして，機械加工を行う学生にとって理解がしづ

らく，指導員にとっても使いづらい内容であった．テ

キストは過去数年に渡り改変しておらず，現在の学生

のレベルや自身の実習内容に合わせて見直すべき項目

が見受けられた． 
2.1.2 ローテーション 
機械加工実習のローテーションは表 1の通りとなっ

ていた．機械加工実習はクラスを半分に分け，電気系

の実習と同じ時限に行っている．その中でさらに半分

のグループが旋盤，半分のグループがフライス盤とい

うローテーションを組んで実施していた．旋盤実習の

時期は 1年次の前期である．本研究成果のひとつとし

て，表 1の 2年生の欄に，技能検定フライス盤作業だ

けでなく，旋盤作業の受検が可能となるよう体制を整

えていく． 
表1 H25加工実習ローテーション表 

1ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4ｸﾞﾙｰﾌﾟ

1Q上 旋盤 ﾌﾗｲｽ

1Q下 旋盤 ﾌﾗｲｽ

2Q上 ﾌﾗｲｽ 旋盤

2Q下 ﾌﾗｲｽ 旋盤

3Q上 手仕上げ ﾌﾗｲｽ

3Q下 手仕上げ ﾌﾗｲｽ

4Q上 ﾌﾗｲｽ 手仕上げ

4Q下 ﾌﾗｲｽ 手仕上げ

制御実習

制御実習

1
年
生

フライス盤技能検定3級　受験
(希望者のみ)

2
年
生

電気実験

電気実験

電気実験

電気実験

制御実習

制御実習

 
2.2 現状のまとめ 

 現状の把握を受け，本研究の方向性をまとめた． 
・旋盤実習の内容は旋盤技能検定 3級の対策にもなる

ため，現状の維持で問題ないと考える． 
・実習内で使用しているテキストは現在の学生のレベ

ルに合わせて，改良を行う必要がある． 

機械加工実習（旋盤）における訓練教材及び 
技能検定旋盤3級取得のための訓練教材の作成 

 
 

   制 御 技 術 科  井 浦  陸 宏

（様式４） 
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・現状のローテーションのまま，2 年次に旋盤技能検

定を受ける場合，最長で 10 ヶ月間旋盤を使用して

いない学生が検定を受けることとなる． 
・制御技術科で就職時に機械系職種を希望する学生が

増加傾向にあるが，技能検定を受ける体制はフラ

イス盤作業しか整っていない．希望者には旋盤作

業も受検可能とする体勢を構築する必要がある． 

3 研究実績 

3.1 1年次実習用テキストの見直し 

1 年次の機械加工実習用テキストの見直しを行うに

あたり，下記の項目をポイントとして改正を行った． 
 

・ほとんどの学生が機械加工自体初めてのため，市販

教材には記載されていない初歩的な内容も解説する． 
・初心者が起こしがちな不安全行動と，各作業の要点

を明確にする． 
・『旋盤は苦手』という意識を持った学生が多いため，

苦手意識を持たないよう，図や写真でわかりやすく

し，作業工程も簡潔な内容とする． 
 
以上を踏まえ，テキストの改善を行ったところ，抜

本的な変更となった．(図 2参照) 学生に比較検討を依

頼し，感想を伺った結果，『以前のテキストより分か

りやすい』との声を頂くことが出来た．また，学生自

身がテキスト内の写真の被写体となったことにより，

より親しみの持てるテキストとなったようである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 テキスト教材の変更 
 

3. 2 旋盤復習用視聴覚(動画)教材の作成 

下記の 3項目を目的とし，テキストだけでなく，視

聴覚教材の作成も行った．図 3に製作した視聴覚教材

の一部を示す． 
 ・現在の学生はインターネットやスマートホンの普及

により，活字よりも動画に慣れ親しんでいる世代で

あるため，動画マニュアルを製作し意見を聞く． 

・カリキュラムの都合上，旋盤実習の訓練間隔が空く

ので復習教材として使用する． 
・理解をさらに深めることや，テキスト内容の読解の

手助けとする． 
 
 
 
 
 
 
 

図3 視聴覚教材 画面キャプチャ 
3. 3 技能検定旋盤作業3級対策マニュアルの作成 
機械加工実習で使用するテキストとは別に，技能検

定旋盤作業 3級の実技作業マニュアルを作成した．実

技の練習は，授業内の訓練とは違い，学生が空いた時

間(放課後等)を活用して個別に行われることが多い．

そのため，自学自習できるように工程計画を中心とし

た内容とし，初歩的な内容を割愛した．また，検定作

業特有の，時間短縮のための工夫を盛り込んで作成を

行った．(図4参照) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図4 技能検定旋盤作業3級対策マニュアル 

4 研究成果 

本研究を通して，1 年次の機械加工実習訓練で使用

する基礎的なテキストと，2 年次の技能検定資格取得

のための応用マニュアルが製作でき，制御技術科でも

技能検定旋盤作業 3級を取得する体制が整った．また，

視聴覚教材という，現在の学生にとって興味を持ちや

すく，分かりやすい教材を使用することにより，機械

加工への苦手意識を払拭することが出来ると考える． 

5 参考文献 

(1) 八戸工業大学工作技術センターHP 
http://www.mech.hi-tech.ac.jp/~kousaku/Credentials/Lathe/index3.html 

(2) HANGAR7 Adobe Premiereの解説 
http://hangar7.jp/movie-premiere/index.html 

(3) 山梨県立甲府工業高等学校HP 
http://www.kofu-th.ed.jp/craftsman21/lathe/ 
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1 はじめに 

ここ数年，保守・メンテナンスならびに製造・組

立職を希望する電子技術科の学生がある一定の割合

を占めている．その中でも，電気設備や電力設備関

連業務に携わる学生も若干数ではあるが出てきてい

る．電子技術科の中でも電気設備等の授業内容が必

要と考え，近年，シーケンス制御を用いた制作物の

卒業制作・研究等の指導を行っている． 
3 年前までは，基礎知識や経験が乏しい中，半年間

での技術・技能修得では難しく，また時期的な要因に

より保守・メンテナンスならびに製造・組立職の就職

に結びつきにくい状況であった．本科では，3 年前の

平成 24年度より，2年次前期に希望者を対象としたシ

ーケンス制御の実習を実施し始め，前任者のシーケン

ス制御に関する教材及び指導技法の研究により，学生

の就職支援に寄与してきた．そこで，授業や卒業制作

で使用できるプリント基板のリレーシーケンス回路に

焦点をあて，指導教材用のプリント基板を試作作成す

る． 

2 本科での位置づけについて 

本科におけるシーケンス制御関連の授業は実技が中

心で，必修科目として 1 年次 3 クォータ（以下，3Q
とする．）に実施する「シーケンス制御実習Ⅰ」，選

択必修として 2 年次 1Q 時に「シーケンス制御実習

Ⅱ」，2Q 時に「シーケンス制御実習Ⅲ」という授業

構成になっている．「シーケンス制御実習Ⅰ」の授業

時間数は1コマ＝90分の授業が連続 2コマを 1回とす

る，全 8回で構成され実施している．「シーケンス制

御実習Ⅱ」ならびに「シーケンス制御実習Ⅲ」は各科

目共に全 16 回の授業として実施され，主に電気設備

系保守・メンテナンス職を就職先に目指す学生が選択

科目として若干名が受講している．（平成 27 年度は，

男性4名） 

3 シーケンス制御実習Ⅰと試作プリント基板 

1年次3Q「シーケンス制御実習Ⅰ」での授業内容は，

次の通りである． 
1．基本作業・機器の取り扱い方 
2．制御盤の製作 
3．回路の考え方，基本回路の製作（AND回路） 
4．基本回路の製作（OR回路） 
5．課題回路の製作（組み合わせ回路） 

6．課題回路の製作（自己保持回路） 
7．課題回路の製作（インターロック回路） 
8．課題回路演習 

という，授業計画で実施されている．これは標準的な

進度であり，各学生の進捗状況により変化する． 
評価は課題回路ならびに授業への取り組み姿勢を考

慮し，総合評価している．必修科目でもある「シーケ

ンス制御実習Ⅰ」でリレー制御の基本的な内容を理解

し，電気設備系保守・メンテナンス職を就職先のひと

つとして位置づけるようにしている． 
また，駆動に交流電圧 100V 用のリレーを使用する

ことによる低圧電気に対する安全教育も行い，感電防

止などの安全作業についても授業内で指導している． 
3.1 制御盤の製作 

「シーケンス制御実習Ⅰ」では，制御盤を製作す

る授業内容も含まれている．図 1は「シーケンス制御

実習Ⅰ」で使用する制御盤配置図である．構成は，押

しボタンスイッチ 4 個，表示器（ランプ）4 個，リレ

ー4 個を取付板に配置した構成で先に述べた課題回路

の配線組み立てならびに動作確認を行う． 
 
 
 
 
 
 

 
一般的には，金属筐体内に DIN レールを配置し機

器を組み付け，配線用ダクトでの配線等の実技を行う

実習教材も市販されているようではあるが本科では使

用していない． 
リレーはリレーソケットを取付板に木ねじにてねじ

留し，課題配線を行っている． 
3.2 今回試作するプリント基板の製作 

試作するプリント基板は「シーケンス制御実習Ⅰ」

で使用する制御盤上にある 4個のリレーに追加または

代わるものとして製作を行う．理由として，シーケン

ス制御を使用する電子機器設備・通信機器設備・自動

火災警報防火設備等は，装置筐体内にプリント基板を

使用した機器構成の製品もあり，プリント基板を含ん

だ装置類を想定するためである．実際に，本校にある

自動火災警報受信装置を参考にした． 

図1  制御盤配置図 

シーケンス制御に関する指導教材の開発（プリント基板編） 

     

   電 子 技 術 科  佐 久 間  理 一

 

リレー 

押しボタンスイッチ 

表示器 
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図 2 は本短大校の自動火災警報受信装置（Nittan No-
143 ニッタン株式会社製）の筐体内の写真である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真には一部しか写っていないが，最下部に端子部

があり，左上黒丸部に，リレー基板（拡大）図 3を設

置し，配線の簡素化ならびにユニット化が行われてい

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
このように，シーケンス制御機器であっても，本科

で現在使用している取付板に直接木ねじにて固定する

方法以外にも様々な方法があることを学生が理解しや

すいよう，リレープリント基板の試作を行う． 
今回作成した基板を図 4に示す．試作したプリント

基板は，図 3を参考として作成した．配線ならび他部

品への接続に関しても同様な方式を考えたが，図2で
の筐体内部での配線を見ると，基板間での接続の多く

はコネクタを介した接続方法となっている．よって，

プリント基板の端からの接続方法も非常に多いので，

今後の検討とすることにした．図 3のように，必要な

接続のみが出来る考え方は分かりやすく単純である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3.3 プリント基板の評価 

今回作成したプリント基板の評価は，ユニバーサル

基板（ICB-95T サンハヤト）上での試作であり，試

作段階である．リレーは現在授業で使用している「形

MY-4 AC100/110（オムロン製）」を使用し，リレー機

器間の配線は 600V 電気機器用ビニル絶縁電線

（KIV0.5）を使用し直接リレー端子に接続している状

態である．今後はプリント基板上にプリントパターン

を配置し電流容量や導体間電圧等の電気的な評価を行

い，実習に取り入れていくことを検討する．また，感

電等の安全対策についても，十分な配慮を行いプリン

ト基板ハンダ面側に直接接触できないよう絶縁材料で

保護することが必要である．  

4 おわりに 

今回試作したプリント基板はまだ改良の余地がたく

さんある．電気的な特性や安全面を含め検討を十分に

行い授業で使用したいと考えている． 
プリント基板を含めたシーケンス制御課題は本校で

実施していない．しかし，シーケンス制御機器にプリ

ント基板が付随して一つのシステム装置として使用さ

れていることが当たり前となっていることから，学生

に対し様々な状態のシーケンス制御装置を提示するこ

とによりシーケンス制御の理解をより一層深めるよう

な教材作成を今後も行いたいと考える． 

5     参考文献 

(1) 佐藤一郎，図解 制御盤の設計と製作，(2000)，日本理工

出版会  

図4  今回試作した基板 

図3  装置内のリレー基板（ニッタン株式会社製） 

図2  自動火災警報受信装置の内部写真 
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1  はじめに 

漆は温度と湿度の相関によって乾燥条件が異なり，

塗膜性能についても変化をする． 
そこで，本研究では，色漆（本朱）の乾燥条件を変

化させることで，硬化した色漆の塗膜性能と発色性に

ついて調べ，その結果を在職者訓練の指導内容に活か

すことを目的とする． 

2  概要 

本校の現有設備では，温･湿度を一定にすることが

できない．そこで，温・湿度を一定にするための方法

を検討した．その後，温･湿度の様々な組み合わせパ

ターンにより色漆を硬化させ塗膜性能と発色性を検討

することとした． 

3 研究準備 

漆乾燥のため，室温に合わせた加湿具合調整による

方法と温･湿度コントロール機器を漆風呂へ設置，調

整する方法により，温･湿度の管理を行った． 
また，塗膜硬度と発色性という観点から検証を行う

ため，試験片表面が平滑となるよう，下地作りから下

塗りを行い，色漆（本朱）を一様に塗った． 
3.1 室温に合わせた加湿具合の調整 
平成 25年度の 9月下旬から 11月前半までは，室温

が 20度前後と比較的一定で，漆風呂内は温度が 20度
±1 と一定であった．そのため，湿度を調整するため

湿し具合に注意をしながら人為的に水分を補充し，漆

乾燥の条件を一定にすることができた． 
しかし，11 月中旬を過ぎると外気温が下がったた

め室温があがらなくなり，同時に湿度も上がらず，漆

が乾燥しにくい状況となった． 
このことから，室温に依存しただけでの漆風呂内の

湿度調整では，良好な漆乾燥の条件にすることは困難

であることがわかった．  
3.2 温･湿度コントロール機器の設置 
平成 26 年度以降の本研究では，冷える漆風呂内の

温度を一定に保ちかつ湿度を上げるために市販の「プ

ラヒート」を用いた． 
これは，電熱によるヒーターを防水加工したもので，

電源を入れることにより発熱，その上に直接水分を含

ませたスポンジなどを置くことでその熱により水分を

蒸発させ，加湿も行うことができるものである． 
さらに，「湿度コントローラー」を接続することに

より，漆風呂内の湿度を概ね 55％～80％にすることが

できると同時に，湿すためのヒーターにより温度も

20±5℃とすることができるようになった． 
3.3 木材素地の試験片 
木材表面には細胞の粗密がある．そのため木材素地

試験片はそのまま塗りを行うと粗の部分は密の部分よ

りも塗料の吸い込みが多く，結果として塗膜表面は波

を打つこととなる．そこで，木材を素地とするには表

面が均一になるよう，下地作りを行う必要がある． 
下地により木材素地の表面が均一となったところで，

さらに表面が平滑になるよう下塗りとして２液性ウレ

タン樹脂塗料を塗り重ねた（図1）． 
3.4 温･湿度コントロール機器の調整 
平成 26 年度の研究で，市販の「プラヒート」と

「湿度コントローラー」を漆風呂内に設置し，漆風呂

内の温度を15℃～30℃，湿度を55％～80％に保てるよ

うになった． 
しかし，漆風呂が大きく空間が広いため，上下左

右四箇所に温・湿度計を設置し，漆風呂内の温・湿度

をくまなく把握できるようにした（図2）． 
 
 
 
 
 

 

4    試験及び測定 

これまでに準備した試験片の塗膜面を JIS K5600 塗

料一般試験方法 5-4 引っかき硬度（鉛筆法）（旧 JIS 
K5400 鉛筆引っかき試験）及び 5-6 クロスカット法

（旧 JIS K5400 碁盤目法）により評価するとともに，分

光測色計によりマンセル及び L*a*b*（エルスターエー

スタービースター），それぞれの測定値から評価する

ことを試みた． 
なお，全ての乾燥条件で試験片は５つ準備した． 

4.1 引っかき硬度（鉛筆法） 
鉛筆の芯を試料表面に押付けて動かし，傷付きの有

無により試料の引っかき硬度を鉛筆の芯の硬さ(6B～
HB～6H) （図3）で表す． 
単に硬度が高ければ傷つきにくく丈夫で性能が良い

というわけではなく，反対に屈曲性がなくなり曲げ試

験で塗膜に割れが入る場合もある． 
塗面に芯先へ 750±10gの荷重，0.5～1.0㎜/sで 7㎜以

上を押し，その際の傷の有無で評価する． 
本研究において試験器は自作した．（図4） 

色漆における乾燥条件と塗膜性能との相関について 

   産 業 デ ザ イ ン 科   鈴 木  則 之

冨 ヶ 原  美 和

図1  試験片 図2   漆風呂
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図5   試験機 図6   試験機使用例

 
 
 
 

 
 
4.2 クロスカット法 
直角の格子パターン(25マス)がカッター刃により

塗膜に切り込まれ，素地まで貫通するときの素地か

らの剥離に対する塗膜の耐性を評価する． 
ます目に対して市販のセロハンテープを貼り，引

き剥がしの方向へ角度約60°で0.5～1秒の速さで剥が

し，その際のはがれ具合を５段階で評価する． 
JIS には「この方法を付着性の測定手段とみなして

はならない」とあり，良否判定の定性的試験となる． 
本研究では，クロスカット用ガイドは自作のものを

使用した．（図5及び6）  
 
 
 
 
 

 
 
4.3 分光測色 
今回はMINOLTA(現KONIKA MINOLTA)製の分光

測色計CM-2002（図7及び8）を用い，各試験片のマ

ンセル値及びL*a*b*値を測定した．  
 
 
 
 
 
 

5    試験及び測定結果 

今回は下記の硬化条件（表 1）で乾燥した試験片に

ついて試験及び測定を実施した．その結果は（表 2）
～（表4）のとおりであった． 

 
   湿度 
室温 

40～
45 50 55 60 65 70

15 ○ ○ ○ ○     
20   ○ ○ ○ ○ ○ 
25         ○ ○ 

 
   湿度 
室温 

40～
45 50 55 60 65 70

15 6B 6B 6B 6B   
20   6B 6B 6B 4B 5.3B
25         3B 3.3B

 

 
   湿度 
室温 

40～
45 50 55 60 65 70

15 0 0 0 0.33     
20   0.33 0.33 0 0.67 0.67 
25         1 1 

 

     湿度 
室温 

40
～
45 
H 

 
V 

 
C 

50 
H 

 
V 

 
C 

55 
H 

 
V 

 
C 

15 8R 2.8 8.93 8.1R 2.80 8.47 8.5R 2.70 8.33 
20       7.9R 2.77 6.33 9.9R 2.47 7.60 
25                   

                    
     湿度 
室温 

60 
H 

 
V 

 
C 

65 
H 

 
V 

 
C 

70 
H 

 
V 

 
C 

15 8.7R 2.80 9.33             
20 8.1R 2.70 7.93 9.1R 2.57 8.03 9.1R 2.57 8.07 
25       9.1R 2.57 8.00 9.4R 2.37 7.23 

 

5    考察 

試験及び測定結果から考察する． 
5.1 塗膜の硬度 
引っかき硬度試験の結果（表 2）から，今回使用し

た朱漆の塗膜は全硬化条件で柔らかめであることが分

かる．しかし，高温・高湿での条件では多少ではある

が，塗膜硬度は上がっている．これは，硬化速度の影

響が考えられる．低温・低湿であると硬化速度は遅く

なる．これは，塗膜形成において活発な鎖状結合がな

されず，塗膜硬度が上がらなかったことが考えられる． 
5.2 塗膜の付着力 
クロスカット法の結果（表 3）から，塗膜の素地に

対する付着力は全硬化条件で概ね高い結果が得られた． 
また，ここで前結果と併せると，硬い塗膜は剥がれ

易いと考えるが，これは，硬い塗膜がカッター刃によ

り細かい亀裂が生じ，そこから剥がれたことが原因と

推測される． 
5.2 塗膜の発色性 
分光測色計による測定の結果（表 4）から，低温・

低湿の硬化条件では彩度が高く，高湿下での硬化条件

では色相は上がり，明度及び彩度は下がっている． 
これは比色した場合，高湿下のものは低温・低湿条

件のものに対し「暗く濃い色合い」に見えるというこ

とである．つまり，硬化条件は低温・低湿とした方が

顔料の色合いを引き出しやすいと言える． 

6    おわりに 

今回，色漆の塗膜性能を塗膜硬度と発色性という面

から検証した．この結果は，今後，在職者訓練受講者

への指導にフィードバックを図りたいと考える． 
さらに，今後は黒漆及び透漆や他色漆の塗膜性能に

ついても検証して行きたい． 
最後に漆風呂製作者の土持氏に感謝申し上げる． 

図3 試験用鉛筆 図4 試験機 

図7   分光測色計 図8   同機背面

表1   試験変硬化条件 

表3 クロスカット法結果 

表2 引っかき硬度結果 

表4 測色結果（マンセル値） 
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図1   目次 

図2  レイアウト 

図3  ウェアラブルカメラ 

1 はじめに 

製本の知識については，デザインに関する書籍であ

っても詳細が触れられているものは少ない.しかし，

グラフィック・デザインを選択する学生にとって製本

の種類，構造の理解，各部名称，特徴などを理解して

おくことは重要である． 
一方，技能を伝えるためには文章や写真，写真のみ

の説明よりも動画を活用することで，効果的・効率的

に理解を深めることができることから，本研究では，

手製本の技能を題材としたテキスト及び動画教材を制

作するとともに，その動画教材を通じて学生が作業の

ポイントを確認しながら繰り返し実践できる環境を構

築することを目指す． 

2 研究の概要 

多くの製本技術のうち，産業デザイン科で学ぶ並製

本の中から中綴じ，平綴じ，上製本からは角背上製本

について特化したテキストを作成.し，特に上製本で

は，糸による中綴じ（列帖装），表紙の作り方，付け

方までをウェアラブルカメラ等を使用して動画教材と

してまとめた．なお，この教材作成の過程においては

職業能力開発総合大学校研修課程「教材画像創成技法

（テクニカルフォトⅢ－Web カメラ編）」で習得し

た技法を応用した． 

3 テキストの仕様 

テキストは，画像を張り込んだパワーポイント

2013ファイル形式でPCサーバに保管し，常時閲覧可

能な環境とした． 
3.1 目次の作成 

手製本の基礎知識から始まり，「綴じ」「表紙の作

り方」に分けて流れを作成した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3.2 レイアウトの決定 

教材は，本校産業デザイン科の「視覚伝達デザイン

Ⅲ」の授業で使用することを前提に，次の時間と回数

で区切ることが出来るような構成にする. 
視覚伝達デザインⅢ  90分×6回 
また，各ページのレイアウトは，プロジェクターで

表示をした場合の見やすさと，印刷してテキストとし

て配布する場合の二通りを考慮したうえで，見出し，

小見出しなどの配置を決定した． 

 

 

4 動画の制作 

4.1 使用機材（カメラについて） 
動画制作にあたっては，作業者の目線で捉えるこ

とができるウェアラブルカメラを使用することとし

た． 
なお、カメラの仕様は次のとおり． 

○メーカー・型式：パナソニックHX-A500 
○画素数       ： 1280×720／60p  
※より高画質な映像でインターネットにアップロード

できる画質で記録. 

 
 
 
4.2 作業（工程）分析表の作成 

手製本のテキスト及び動画教材の制作 

     

   産 業 デ ザ イ ン 科  水 原  規 惠

 

目次 
1 製本の種類と特徴 
2 本の各部名称 
3 綴じの仕方（動画） 
  ①有線綴じ（中綴じ） 
      ②有線綴じ（糸かがり） 

③無線綴じ 
4 表紙の作り方・付け方（動画） 
  上製本（角背） 
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図5 修正後の目次 

今回，映像として撮影をする作業は「綴じ」3 種類

と「表紙」の作り方，付け方1種類であり，動画制作

にあたっては，これらの作業に関する分析表を作成し

た． この分析表により，ポイントとなる作業箇所が

明確になり，音声による説明についてもこのポイント

について配慮することができた． 

 

 

5 実施 

完成したテキストを卒業研究指導において使用した

ところ，学生の感想は次のとおりであった． 
【良い点】 
「自分と同じ目線で作業が見ることが出来てわかり

やすかった」 
「実際の手の動きを見ることで，自分の動きの間違

いが分かった」 
【改善が必要な点】 
「印刷物になった場合、スライド 2 ページ分が A4

にまとまるので、文字が見づらくなった」 
「綴じと表紙作りが別になっているが、一連の作業

として見た方が理解が深まる」 

6 改善 

 学生の感想を基に目次，文字の大きさなどの修正を

行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7 おわりに 

これまで様々な授業で手元での作業を見せようと，

少人数を周りに集めて直接作業しているところを見せ

たり，ダイレクトプロジェクターを使用してリアルタ

イムでスクリーンに映し出すなどの方法を採ってきた

が，いずれも対面で見ている学生からは手元が逆であ

ったり，スクリーンに映し出された映像が暗すぎて分

からなかったりといった多くの問題点があった． 
今回作成したテキスト教材は，組み込んだ動画が学

生と見本の手元が同じ方向であること，そして繰り返

し動画を見ることができ，効果的であることが確認で

きた． 
本研究を通じて行ったテキスト作成の手法は，今後

の応用により幅広く適用でき，有効な授業運営につな

がることが期待できる． 

 

 

8     参考文献 

(1) 森和夫・森雅夫〔3時間でつくる技能伝承マニュアル〕  
(2) 生田信一・板谷成雄〔標準 DTP デザイン講座 基礎

編〕 
(3) ㈱スタジオタッククリエイティブ〔いちばんわかる手製

本レッスン 手でつくる本と基本技法〕  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6  製本作業の動画 

目次 

1 製本の種類と特徴 

2 本の各部名称 

3 並製本の仕方（動画） 

  ①有線綴じ（中綴じ） 

      ②無線綴じ 

4 上製本の仕方（動画） 

  糸かがりとハードカバー 

図 4 作業（工程）分析表 
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1 はじめに 

昆虫の電気生理において,実験から複眼の単一視細

胞に対する分光感度曲線を得るためには,細胞内微小

電極法により等光量な波長の異なる光刺激を連続して

与え,まず波長(nm)－反応（mV）曲線（分光反応曲

線）を得る.その後,反応が最大となる波長における刺

激強度（log i）－反応（mV）曲線（V log i曲線）を取

得し,その 2 つの曲線から刺激強度を基準に正規化し

て波長（nm）－反応(%)曲線（分光感度曲線）とする. 
しかし,波長を変化させる過程において,予め反応す

る電圧の閾値を定めておき,この値を超えた直後の光

量を記録していくことで,改めて V log i曲線を得る実験

を行う必要がなく,試料に対する負荷を軽減すること

が期待できる.平成 25年度から,この新たな実験方法に

実験装置の制御を対応させる試みを始めた. 

 

 

2 研究経過 

平成 22 年度から細胞内微小電極法における分光反

応曲線,Vlog i曲線を得るための実験装置を制御するソ

フトウェアの開発を行ってきた. 
その際に,実験装置側にマイコンを取り付け,シリア

ル接続したパソコンから指示を出し,マイコン側でそ

の指示を解釈して制御すると言った基本的に片方向の

情報送信する仕組みを設けた. 
平成 25 年度から始めた,新たな実験方法に向けての

開発では,光刺激を与えた後の反応（電圧）結果を,オ
シロスコープを通してパソコン側にフィードバックし,
その値に基づき次の指示を与えるため,双方向の情報

送受信が必要であり,その仕組み作りを行ってきた. 

更に,旧プログラムを運用する上でわかった問題点

などの改善も行った. 

 

3 研究作業内容 

これまでに,次のような作業を行ってきた. 
3.1 制御対象実験装置の拡大 

実験装置が 3 台あり,最終的に同じ実験が行えるよ

うにするため,同一プログラムですべての装置が駆動

できることを目指した.しかし,それぞれの装置ごとに

制御するモーター及びポートが異なるため,マイコン

のプログラムは個別に作成することにした.更に,装置

ごとにフィルターの数や光軸の数などが異なるため,
パソコン側からの問い合わせに応じて,マイコンが自

分の管理しているフィルター数や特性を報告するとい

う形をとった.それらはパソコン側のデータベースに

保存することで,パソコン側のプログラムは共通化で

きた. 

 

 
3.2 制御マイコン側の自己診断機能 

フィルターは,ステッピングモーターを励磁して回

し,設置してある位置センサーの報告により,光軸上の

フィルター値を取得して制御している.しかし,経年劣

化によりセンサーが誤った報告をすることがあり,意

図2 光刺激実験装置外観 

図3 実験装置とパソコンの接続 

図1 分光反応曲線・V log i曲線から分光感度曲線を取得. 

電圧閾値を基準とした視細胞の分光感度曲線の取得方法 

      

   情 報 技 術 科  久 保  雅 俊
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図した場所と別の位置で止まるといった不具合が発生

することがある.そこで、マイコン側に自己診断機能

を設けフィルターを最大2周させて各センサーの位置

を確認し,正しいフィルターであることをパソコン側

に報告することにした.また,同心円上に等間隔でセン

サーが複数配置されているものは,１つのセンサーが

誤った報告をしても周辺の値を推測して,位置を特定

することで実験が継続できるようにした. 

 
3.3 シャッター制御 

従来,マイコンがシャッターを切るとき,シャッター

駆動装置に開けるタイミングを伝達するのみであった

が,シャッターの駆動に使用しているガルバノメータ

ーの制御回路を作成し,マイコンにつなげることで開

放する時間,つまりシャッター速度を制御できるよう

にした.これにより,途中でシャッター速度を変更した

い実験の場合に従来は実験者の手により駆動装置のつ

まみを操作して対応していたものが,実験メニューに

記述できるようになった. 
特に,今回の分光感度曲線の取得においては,シャッ

ターを開放したまま,フィルターを回し続けるといっ

た実験が想定されるため,威力が発揮できる. 
3.4 AD変換 

AD 変換によりマイコン側に受け取ったデータをパ

ソコン側に送る機能を設けた.マイコン側はシリアル

ポートの通信と,シャッター制御のための 400μ秒ごと

の割り込み処理,及びフィルター励磁のための１ｍ秒

ごとの割り込み処理に追われており,AD の変換結果か

ら駆動を制御するだけで精一杯であるので,ほとんど

の処理をパソコン側に持たせた. 
3.5 Entity Framework 6の利用 

開発当初は Visual C# 2010 を使用していたこともあ

り、ローカルデータベースには SQL Server Compact 
Edition を使用していた.しかし, Visual C# 2013 からサポ

ートされなくなったため,SQL Server Express LocalDB 
へと移行した. 

今回は基となるデータベースが存在したため,デー

タベースファーストの開発となったが,コードファー

ストの開発も環境が整ったので今後利用していきたい. 
3.6 マルチ言語への対応 

この実験装置の使用者は,日本以外に米国や中国な

ど国籍が多岐に亘る.そこで,日本語版と英語版のリソ

ースを用意しプログラム上ですぐに切り替えられるよ

うにした.プログラム上から別のリソースを利用する

ために一端終了してから再起動しているが,複数枚あ

る操作ウィンドウが元の位置に表示されるようにして

ある.なお,仕組みとしては完成しているので,将来ドイ

ツ語やフランス語などを容易に追加できる. 

 

4 おわりに 

今回,基本的な機能は揃えたが,閾値付近の電圧の揺

れがどのくらいあるのかなど,試行錯誤を重ねて答え

を出さなければならないところまでの作業に至らなか

った.それ以外にも負の電圧を記録した場合の対応な

どの機能要求があり,引き続き継続して開発を行って

いく. 

5     開発動作環境 

 パソコン側 
PC/AT互換機 
Microsoft Windows 7  SP1 
Microsoft Visual  C#  2013  Professional 
Mcrosoft Windows 8.1 
Microsoft Visual  C#  2015  Professional 

マイコン側 
(株)秋月電子通商  AKI-H8-3052F 

6     参考文献 

(1) 蟻川謙太郎・若桑基博・木下充代，〔昆虫視細胞の分光

感度〕，日本応用動物昆虫学科誌 第58巻 第1号，5-11，
（2014），5-11．  

図5 ウィンドウリソースの二か国語対応 

図4 フィルター不具合を報告 (下段左から2番目） 
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1 はじめに 

聴覚障害児教育は，補聴器・人工内耳の技術的進

歩により，児童生徒の特性や個性に合った教育支援

が求められるようになってきている(1)． 
そこで平成 25 年度から，横浜国立大学大学院環境

情報研究院社会環境と情報研究部門（環境情報学府 

情報メディア環境学専攻）後藤敏行教授の研究室との

共同研究として，ダブレットやスマートフォン（以下，

携帯端末）を利用した聴覚障害者の発声・発語学習ツ

ール（以下，本ツール）の開発に関する研究を行った． 
本ツールは，携帯端末上で動作し，聴覚障害者が正

しい発音とイントネーションで言葉を話せるようにな

るための学習を支援するアプリケーションであり，

「発声練習」と「発語訓練」の２種類のソフトからな

る．共に，聴覚障害者が携帯端末のマイクから音声を

入力することにより動作する．携帯端末の利用により，

場所と時間を選ばず一人で訓練を実施することができ

る． 

2 研究目的 

聴覚障害者の学校・職場での活動や日常生活におけ

る現状と問題点を理解するとともに，それを踏まえ

IT 機器を活用して様々な活動を支援することを目的

とする． 

3 先行研究 

聴覚障害者の発声・発語学習において，リアルタイ

ム分析・表示機能を持つ音声画像の視覚フィードバッ

ク型音声可視化ツール  (2)  (3)  が提案されている．  
また，聴覚障害者がリズムを表現する場の一つにダ

ンスがあるが，曲のタイミングやリズムなどの情報を

すべて視覚から得ることは困難である．そこでタイミ

ングやリズムといった情報を得るのに触覚情報を利用

する方法  (4)  や，触覚フィードバックによる音声ピッチ

制御と固有感覚フィードバックに及ぼす影響の検討  (5)  
が提案されている． 

4 聴覚障害者の実態調査 

聴覚障害者を対象としている教育・訓練現場の先生

から現状と問題点，意見を伺った． 
4.1 横浜市立ろう特別支援学校訪問 

平成 27年 2月 6日に，横浜市立ろう特別支援学校

を訪問し，小学部を中心に見学した． 
・障害者に対する発声・発語訓練の効果を上げるため

には，聴覚障害の早期発見と訓練の早期開始が重要

である．更に，障害のレベルや状況（能力）に応じ

た訓練を個別に行う必要がある． 
・聴覚口話法，手話，指文字，筆談等様々なコミュニ

ケーション手段が存在している．近年は，人工内耳

装用者が増加している． 
・ある程度聴覚がある者でも，正しい発音・イントネ

ーションで会話することは難しい． 
・発語訓練で，携帯端末や PC 等の IT 機器は，全く

使用していない． 
・発語訓練を実施できる教員が不足している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 筑波技術大学訪問 

平成27年5月29日に，国立大学法人筑波技術大学

産業技術学部産業情報学科を訪問した．産業技術学部

は，聴覚障害者を対象とする高等教育機関である． 
・聴覚障害者が安心して学校生活を送れるように，

様々な配慮がなされていた．例えば，情報保障シス

テムにより，講師の話している内容を教室の大型ス

クリーンに字幕や手話通訳で表示している． 
・最近の乳幼児聴力検査は脳波を診断して行っている

ので，早期に難聴を発見できるようになった． 
・言葉は聞いて覚えるもので「３歳の壁」がある．幼

児期から難聴対策を取っていると障害の程度を軽く

できる． 
・発声・発語訓練は，成果を出すのが非常に難しい． 
4.3 本校における意見交換会 

平成27年6月22日に，本校に後藤先生，筑波技術

大学の先生方をお招きして，校内見学，意見交換会等

を実施し，外部の研究機関との交流を深めた． 

聴覚障害者の発声・発語学習ツールの開発 

     

  情 報 技 術 科  新 田  晃

非 常 勤 講 師  内 野 泰 伸

図1  横浜市立ろう特別支援学校小学部の教室 
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4.4 筑波大学附属大塚特別支援学校訪問 

平成27年7月31日に，筑波大学附属大塚特別支援

学校を訪問した．幼稚部から高等部があり，知的障害

児に対する教育を行っている．言葉による意思表示が

できない生徒が多数いて，今回の研究が，聴覚障害者

以外の方へも応用できる可能性を感じた． 

5 発声・発語学習ツールの開発 

聴覚障害者が口で話す方法以外のコミュニケーショ

ン手段を用いた場合，相手方もその手段に応じたスキ

ルが必要となる．従って，聴覚障害者が様々な場面で

活躍するためには自分の言葉で意思表示ができるよう

になることが好ましく，そのためには，簡単に発語学

習ができる環境が必要となる．そこで，携帯端末上で

動作する「発声・発語学習ツール」を開発した． 
正しい言葉を発するには，まず声を出すことができ

なければならない．横浜市立ろう特別支援学校の生徒

の中には，手話に頼って言葉を発することをしたがら

ない者もいた．そこで発声・発語学習は次の3ステッ

プの順に行われるべきであると考え，本ツールも各ス

テップの内容に対応するように作成した． 
ステップ1 ： 声を出す練習 
ステップ2 ： 正しい発音をする訓練 
ステップ3 ： 発音が正しいかの確認 

ツールは現在普及しているAndroid 端末上で動作す

るアプリとした．２種類のアプリを開発した． 
5.1 発声練習ソフト 

ステップ1（ 声を出す練習）に対応する．聴覚障害

者が声を出すことによりオブジェクトを操作するゲー

ムである．障害のレベルによらず，楽しみながら発声

訓練が行える．コーディングは，本校情報技術科の学

生が卒業制作・研究として行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図は「気球ゲーム」で，声で気球を操作してゴー

ルを目指す横スクロール型ゲームである．基準値より

大きい声で発声すると熱気球内部の空気が加熱され上

昇し，発声をやめると下降する．気球が黒い雲に接触

すると残機が減り，５機なくなるとゲームオーバーと

なる．左下に入力された声の大きさを示すインジケー

ターを表示し，障害者が声を出していることを実感す

るとともに，声の大きさを確認できるようにした． 
「気球ゲーム」を含み3種類のゲームを作成した．

横浜市立ろう特別支援学校小学部の生徒に実際に遊ん

でいただいたところ，大きな声を出していた．また，

楽しいとの感想も得られ，一定の成果があったと考え

ている． 
5.2 発語訓練ソフト 

ステップ 2（正しい発音をする訓練）に対応する

「発音訓練」とステップ 3（発音が正しいかの確認）

に対応する「発音確認」の機能がある． 
「発音訓練」では，まず発語訓練支援の指導員立会

いのもと単語を発声し，正しい発音が行われた時の音

声データをお手本として記録する．そして，そのお手

本の音声データの波形を表示して，その波形と同じに

なるように繰り返し発声訓練を行う． 
「発音確認」では，予め登録していた単語を発音し

て，端末がその通り認識できるかを判定する．単語は

任意の言葉に変更できる．音声認識処理で，google 音

声検索のエンジンを利用した． 

6 おわりに 

本ツールに関しては，今後ろう学校等で実際に使用

していただき検証を行う．そして，聴覚障害者が，学

校や職場で他人とコミュニケーションを図りながらや

りがいを持って勉強や仕事ができ，日常生活において

も家族や友人と自由に意思の疎通ができるようになる

のに，少しでも役に立てば幸いである． 
併せて，時間と場所の制約を受けないツールとして

携帯端末の有用性を周知し活用を促していきたい． 

7     参考文献 

(1) 岩田吉生，小学校に在籍する聴覚障害児の保護者の教育

支援に関するニーズ調査，(2015-03) ，障害者教育・福祉学

研究第11巻.pp.27~32． 
 (2) 上田裕市・塔本麻友美・青木敏裕・坂田聡，リアルタイ

ム音声特徴ベクトルを用いた発声・発語学習ツールの開

発.， (2009-01)， 信学技報ET2008-78． 
(3) 上田裕市・梶谷めぐみ・坂田聡，音声画像フィードバッ

ク機能と音声評価機能を有する発語学習ツールの開発， 
(2010-01) ，信学技報ET2009-103． 

(4) 大嶋裕子・薬師神玲子・鎌田一雄，ろう者を対象とした

振動刺激によるタイミング情報伝達の一検討， (1999-06) ，
信学技報HCS99-18． 

(5) 坂尻正次・ 三好茂樹・ 中邑賢龍・福島智・伊福部達，触

覚フィードバックによる音声ピッチ制御と固有感覚フィー
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図2 気球ゲーム画面 
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生産技術科

制御技術科

電子技術科

産業デザイン科

情報技術科

3. 学 科 紹 介
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自分のアイディアを 
形にできる力をつけよう！ 
 

「こんなこといいな できたらいいな」 

その思いから“ものづくり” は始まりま

す。機械を上手に操って、自分の手で、社

会に役立つものを作り出そう。 

 
 
☆主な学科と実技科目  （一部教育科目は全科共通） 
専門学科 工業物理／機械工学概論／制御工学概論／電気工学概論／情報工学概論／工業材料／力学／機

械製図／生産工学／安全衛生工学／機構学／機械設計／機械加工学／塑性加工学／機械制御／
測定法／数値制御／機械工学特別講座 

専門実技 基礎工学実験／機械工学実験／電気工学基礎実験／情報処理演習／安全衛生実習／機械加工実
習／数値制御加工実習／制御工学実習／計測工学実験・実習／機械製図実習／機械設計実習／
CAD/CAM演習／CAE演習／塑性加工実習／総合製作実習／総合技能演習／卒業制作・研究 

 
☆トピックス 

若年者ものづくり競技大会に参加！ 

第10回若年者ものづくり競技大会が、滋賀県及び山形県
で開催されました。生産技術科からは、奥村さんが「旋
盤」競技に、金野さんと渡邊さんが「CAD」競技に参加し
ました。日ごろの練習の成果を如何なく発揮してきまし
た。今後も学生のやる気を支援していきます。 

エコカー競技大会に参戦！ 

かながわエコカー競技大会（8月末）とHondaエコマイレッジ
チャレンジ2015全国大会（9月末）に参加しました。全国大
会では、1000km/ℓを超える結果を出すことができました。こ
れは、1ℓのガソリンで東京から北海道や九州に行ける計算に
なります。エコランカーを手掛ける省エネ研究部ではエンジ
ンからボディまで作り上げ、エンジニアの卵として非常に貴
重な経験になります。 

 
 
☆卒業制作・研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●三球儀の製作 

太陽と地球、月の動きを再現する天体
模型を多数の歯車の組み合わせで作り
ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●UFOキャッチャーの製作 

加工と制御の技術を駆使して、楽しく
遊べるゲーム機を作りました。本物さ
ながらの動きが魅力です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●振り子時計の製作 

29個の自作歯車を組み合わせて、ぜん
まい仕掛けの振り子時計を作りまし
た。カチコチ良い音がします。 

Advanced Manufacturing & Design 

生産技術科 
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

機械設計基礎技術 
機械設計に必要な強度計算や機械要素の種
類と用途の学習及び材料実験をとおして工
業用材料に関する知識や報告書の作成方法
等を習得する。 また、機械製図に関する
規則を学習して機械図面の読み方・書き方
を理解して、ＣＡＤを用いて２次元図面を
製作することができる。 

機械加工基礎技術 
機械加工に関する加工条件等の 
切削理論、切削工具及び被削材 
等の材料特性を理解する。また、 
各種汎用工作機械の操作法を習 
得しながら機械部品の製作に関 
する基本的な各種加工方法を身 
に付ける。 
同時に加工作業に必要な計測・ 
測定法を理解して、測定に関す 
る知識を身に付けると共に測定 
機器の取り扱いや調整を含めた 
測定作業全般を習得する。 

情報基礎技術 
コンピュータをツ
ールとして扱うた
めに社会人に求め
られるアプリケー
ションの操作方法
とコンピュータの
基礎知識を習得す
る。 

機械制御基礎技術 
シーケンス制御に
関する知識を学
び、リレー等の制
御機器の取扱いや
配線作業を行い制
御回路の基礎技術
を身につける。  

モデリング技術
デジタルエンジニ
アリングの中核を
なす３次元モデリ
ングを活用した設
計手法を学習して 
機械設計技術の理
解を深める。 

シミュレーショ
ン技術 
ＣＡＥによる解析
技術やＣＡＭを用
いた加工工程の最
適化を行い開発設
計から製造までの
プロセスをＰＣ上
でシミュレートす
る知識・技術の強
化を図る。 

数値制御加工技術 
ＮＣ工作機械の取扱いやプロ
グラミング技術の習得及び加
工技術を学ぶ。 

塑性加工技術 
板金加工や溶接
作業に関する技
術を習得して幅
広い加工技術を
身につける。 

自動制御・機械保
全技術 
各種センサやアク
チュエータをＰＬ
Ｃによる自動制御
を行い、機器調整
技術やトラブルシ
ューティング能力
を向上させる。 

 
 
 
 
 
 
 
総合設計・製作技
術 
生産技術に関する
械設計・製作・調
整・評価までの一
連の流れを理解し
た上で、各作業工
程において合理的
なものづくりを行
なう。自ら問題点
を発見することや
これを解決する能
力を身につけるこ
とで各専門分野の
さらなる理解を深
める。 
また、グループ活
動を通じて、自己
表現やコミュニケ
ーション能力を向
上させてヒューマ
ンスキルを高め
る。 
その他にも自ら工
程計画を立案し
て、スケジュール
管理することでプ
ロジェクトマネジ
メントする能力を
高めることを目標
とする。 

メカニカルハンド製作 自動搬送機製作 卒業制作・研究 
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メカトロニクスエンジニアを 
目指そう！ 
 
ロボットが生活や産業をサポートするよう

になった現代、ロボットを動かしている技

術が制御（メカトロニクス）技術です。 

あなたもメカトロニクスエンジニアの世界

へ！ 

 

 
☆主な学科と実技科目  （一部教育科目は全科共通） 
専門学科 機械力学／機械製図／安全衛生／制御工学概論／電気工学概論／材料力学／情報工学概論／数

学基礎演習／工業材料／品質管理／生産管理／機械工学／メカトロニクス工学／自動制御／電
子回路／マイクロコンピュータ工学／デジタル回路／計測工学／数値制御 

専門実技 基礎工学実験／電気工学基礎実験／情報処理演習／機械工学実験／産業用ロボット安全作業実
習／機械組立作業実習／機械加工実習／電気安全作業実習／電子工学実験／制御プログラム実
習／機械製図実習／空気圧制御実習／制御工学実験・実習／シーケンス制御実習／メカトロニ
クス実習／組込プログラム実習／CAD演習／数値制御実習／センサ工学／塑性加工実習／シス
テム設計演習／総合技能演習／卒業制作・研究 

 
☆トピックス 

卒業研究展示会 

 
2年生の後期に入ると、カリキュラムのほ

とんどは卒業制作の時間になります。 
それまでに身に付けた技術と知識の集大成

として自分が作りたいと思うテーマに全力を
注ぎました。 

校長先生を始め他科の先生・学生に自分の
作品を展示し・実演しました。 
 
 

 
☆卒業制作・研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●人追尾アヒル型ロボットの製作 

プラスチック製のブロックをアヒ
ルに似せた外観に組み合わせセン
サ、モータを制御するマイコンボ
ードを組み込んだ、人を追尾す
る走行ロボットです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●鉄道模型を用いた踏切保安装置の製作 
 
鉄道模型を用いて遮断機付きの踏切模型
を製作しました。制御には、プログラマ
ブルロジックコントローラとマイコンを
使用しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ミニチュア介護ベットの設計製作 
 
台形ネジを用いた機構により曲げ伸ば
しが可能なベットを製作しました。ミ
ニチュアでは、問題無く動作確認がで
きました。 

Robotic ＆ Control Systems 

制御技術科 
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

機械基礎技術 
金属の持つ性質の
理解、汎用工作機
械による加工技
術、設計図面の読
み方、書き方、力
学の基礎を学習す
ることにより、機
械分野の基本スキ
ルを習得する。 

機械応用技術 
力学、機構学、
CAD,解析技術の学
習により機械設計
に関する知識の強
化をはかる。ま
た、数値制御、シ
ミュレーションな
ど産業界を意識し
た実学融合の学習 
を行う。 

制御基礎技術 
外界の状況を把握
する各種センサや
動力源となるアク
チュエータについ
て、その種類や原
理、使い方を学習
する。フィードバ
ックを始めとする
制御方式について
理論を交えながら
基礎的な学習を行
う。 

自動化技術 
各種センサやアク
チュエータを組み
合わせ、生産現場
における自動化技
術に関する知識技
術を学ぶ。配線技
術、シーケンス制
御技術を身につ
け、空気圧制御機
器を用いた自動化
装置の製作ができ
る。

制御基礎技術 
外界の状況を把握する各種センサや動力源
となるアクチュエータについて、その種類
や原理、使い方を学習する。フィードバッ
クを始めとする制御方式について理論を交
えながら基礎的な学習を行う。 

情報技術 
コンピュータを道具として扱
うために社会人に求められる
アプリケーションの操作方法
及びプログラミングの基礎を
習得する。 

組込み技術 
マイコンを使用した制御機器
を製作する知識を養う。マイ
コンの内部的な仕組みやプロ
グラミング技術、周辺機器を
接続するためのインターフェ
ースについて、製作を行う。 

１軸テーブルの製作 自動制御装置の製作・調整 卒業制作・研究 

FA 技術 
自動化技術を生
産活動に応用す
る力を身に付
け、システムと
して提案できる
技術者として成
長するために、
適切な制御装
置、センサ、ア
クチュエータを
選定できると同
時に制御手法に
ついても吟味・
検証できる力を
養う。  
産業ロボット、
シミュレーショ
ン、FA、ネット
ワークなどのシ
ステム全体の構
築や保守技術に
加え、工程管理
や品質管理がで
きる技術者を育
成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・制作
技術  
設計技術者とし
ての基礎能力を
習得する。 
仕様の調査か
ら、設計、製
作、検査までの
一連の流れを理
解できる。 
グループの一員
として、自分の
位置づけや役割
を理解した行動
ができ、コミュ
ニケーション能
力を養う。 
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人とモノをつなぐ 
テクノロジーを学ぼう！ 
  

インターネットを通じて、人やモノがいつでも

どこでもつながる時代がやってきます。スマー

トフォンも自動車も、すべてのモノに通信機

能をもった電子回路が必要になります。 

インターコネクション時代のエレクトロニクス

エンジニアをめざそう。 

 

 
☆主な学科と実技科目  （一部教育科目は全科共通） 
専門学科 数学基礎演習／電磁気学／直流回路／交流回路／電子計測／電子工学／情報工学概論／品

質管理／生産工学／安全衛生／光エレクトロニクスデバイス／通信工学／制御工学／アナ
ログ電子回路／デジタル電子回路／メカトロニクス工学概論 

専門実技 電気工学基礎実験／電子工学基礎実験／電子回路基礎実験／情報工学基礎実習／電子工作
基本実習／電子製図実習／アナログ電子回路実験／デジタル電子回路実験／ＨＤＬ設計実
習／通信工学実習／コンピュータ工学実習／電子回路製作基本実習／電子機器組立基本実
習／総合技能演習／卒業制作・研究 

 
☆トピックス 

各種大会にチャレンジ! 

若年者ものづくり競技大会は、能力開発校や工業高校で学ぶ20歳以下の若者が、も
のづくりの技を競う大会です。第10回大会は山形県他において14職種の競技が開催さ
れました。電子回路基板を組立てる技と、マイコン用プログラムを作成する技を競う
「電子回路組立て」職種に電子技術科の学生1名が参加しました。 
 
技能五輪全国大会は、青年技能者の技能日本一を競う大会です。第53回大会は、幕

張メッセ他において41職種で競技が開催されました。当科からは、電子回路の設計・
試作、電子機器の組立て、故障解析・修理などの多彩なスキルを競う「電子機器組立
て」職種の予選会に2名の学生が参加しましたが、力及ばず本選への出場はなりません
でした。この経験を糧に、第54回やまがた大会への出場に向け、すでにスタートして
います。 

 

 
☆卒業制作・研究 

 

●LEDキューブディスプレイ 

2色LEDを64個用い、立体的に配置した
ディスプレイです。情報表示よりも、
イルミネーションを楽しめます。 
 

 
●RFIDを用いた 
    麻雀牌譜管理ソフトの製作  
健康麻雀部の活動時に、手書きで記録
している牌譜を、RFIDによる読み込み
方式で効率化することができました。
 

 
●mbedを用いた 
    電子式メトロノームの製作  
音とLEDで一定間隔のテンポを刻む電
子メトロノームです。 
今流行のmbed環境でプログラム開発を
しました。 

Electronic Devices ＆ Communication Systems 

電子技術科 
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門科目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 基本の習得   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(研究・製作)

ものづくり 

課題 
 

電気･電子基礎技術 
電気回路、電磁気、電子製図等の基礎的な
知識を身に付けるとともに、基礎的な実
験･実習を通して測定器の取り扱い方等を
身につける。 

電子工学基礎技術 
ダイオード、トランジスタ等の半導体デバ
イスの特性を理解し，アナログ回路の基本
知識を身につける。 

デジタル電子回路技術 
基本論理ゲートを理解し、各種ロジックICを用いたデジタル回路技
術を身に付ける。 
また、デジタル電子デバイスの特性を理解し、HDLを用いた回路設
計方法を身につける。 

情報リテラシー 
生活に必要なコン
ピュータ利用技術
の基本を身に付け
る。 
また、プログラミ
ングの基本を身に
つける。 

情報通信技術 
有線通信、無線通
信、インターネッ
トなど、情報通信
の知識や通信方法
を身につける。 

電子機器組立技術 
電子機器の組立てに必要な電子部品のはんだ付け、配線方法、シャ
ーシ組立て方法、および調整方法等を身につける。 

電気機器制御技術 
電気制御回路を製作し、リレーやPLCを使
用したシーケンス制御技術を身につける。 

コンピュータ制御技術
マイクロコンピュータを用いて、スイッチ
によりLEDやモータを制御する方法や、そ
のインターフェース回路等の知識を身に付
ける。 
また、装置に組み込まれた各種センサから
の信号を処理し、所望のアクチュエータを
動作させるプログラミング技術を身につけ
る。 

アナログ電子回路技術
オペアンプを使用した増幅回路の設計、製
作、測定方法を身に付ける。 
また、電子デバイスの特性を理解し、実験
やシミュレーションを通して、アナログ応
用回路の設計方法等を身につける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・製作技
術 
企画作成から、調
査、設計、製作、
検査までの「もの
づくり」の一連の
流れを身に付け、
設計技術者として
の基礎能力を習得
する。 

省エネコントローラの製作 ｷｯﾁﾝﾀｲﾏ回路の製作･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 卒業制作・研究 
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ものづくりにはかかせない 
デザインの世界！  
 

私たちの身の回りにあるものは、すべてが 

デザインされています。 

デザインは「ものづくり」に無くてはならな

いもの。 

ここではそんな魅力的なデザインの世界が待

っています！  

 
 
☆主な学科と実技科目  （一部教育科目は全科共通） 
専門学科 造形論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／材料加工法／デザイン概論／色彩学／美術史／製品計画Ⅰ・Ⅱ／製品

設計／情報処理・DTP概論／視覚伝達デザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ／プレゼンテーション／材料学／安
全衛生／人間工学／生産工学／Web概論Ⅰ・Ⅱ／品質管理 

専門実技 描画表現実習Ⅰ・Ⅱ／基礎製図／デッサン／ＣＡＤ製図／デザイン基礎実習／プレゼンツール
制作実習／製品設計実習／視覚伝達デザイン実習／情報処理実習Ⅰ・Ⅱ／総合製作実習Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／総合技能演習／卒業制作・研究 

 
☆トピックス 

若年者ものづくり競技大会出場 

技能を習得中の 20 歳以下の若年者がものづくりの技を競い合う大会です。
産業デザイン科では第４回大会から「グラフィックデザイン職種」の部に毎
年２名～４名が出場しており、これまでに厚生労働大臣賞（第１位）を受賞
するなど、多くの大会で優秀な成績を修めてきています。 
これからも、全国で共に学び同じ夢を持つ仲間たちとともに切磋琢磨をして
いきたいと考えています。さあ、あなたも一緒に大会に挑戦しませんか！ 
 

外部コラボの取り組み 

企業様からご依頼いただいたデザインに学生が取り組みます。 
今年のテーマは２つ。 
・『横浜ご当地デザイン』となるカラフルで楽しいチェーリングカバーデザ

イン制作 
・緊急用シャワー及び洗眼器の ①サインデザイン ②シャワーブース＆パイ

プのデコレート ③「危機管理作業展」での配布チラシ制作 
 
☆卒業制作・研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●和モダン素材集の制作 

書籍の企画、文章・図版作成、DTP 
処理を通じて、製作工程を理解し技
術を向上させます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●未来のｺﾐｭｰﾀｰﾊﾞｲｸのﾃﾞｻﾞｲﾝ提案 

制作物の機構や構造を理解し、材料
の知識や加工方法を身に付けること
によりモデリング技術を向上させま
す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●模型の制作 

建築物の知識を広め、ＣＡＤを活用し
た製図および模型製作技術を向上させ
ます。 
 

産業ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 
Creative Industrial Design 
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 
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社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

設計計画技術 
製品の意匠設計および製品設計に必要な知識の習得、および、アイ
デアを具体化するために必要な表現能力について学ぶ。 
具体的にはデザインの歴史、工程、IT 活用技術、色材を用いた表
現技術、工学的視点による設計手法を学び、それらを用いた発表技
術について学ぶ。 

製品製造技術 
製品の加工・製造方法について学ぶ。 
具体的には材料に応じた加工方法および仕
上げ・塗装方法の選定について学ぶ。 ま
た、CAD を使用したデザインモデルを中心
に使用する材料・加工方法・仕上げ方法を
考慮した造形提案について学ぶ。

分野別選択技術（グラフィック） 
ポスター、チラシ、雑誌等のデザイン・制
作を行うとともに、製本や印刷の流れを学
ぶ。 
具体的にはIllustrator やPhotoshop、
InDesign などを使用し、紙面を作成する
方法などを学ぶ。 

分野別選択技術（プロダクト） 
工業製品のデザインについて学ぶ。具体的
には、3 D-CAD のRhinoceros を用いた図
面作成や工業用粘土を使ったクレイモデル
の製作、ハードモデルの製作、木製ベンチ
の制作、マーカーやCAD による完成イメー
ジ図の作成、材料知識、加工技術などを学
ぶ。 

分野別選択技術（スペース） 
店舗設計のデザインと舞台美術やイベント
ブースの施工技術などを学ぶ。 
具体的にはVectorworks、Autocadを用いた
図面作成や、製品を魅力的にディスプレイ
するための照明計画および什器類の提案か
ら製品提案を行う方法などを学ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合設計・製作技
術 
 
デザインエンジニ
アとしての基礎能
力を習得する。 
調査から、設計、
製作までの一連の
流れを理解でき
る。 

製品製造技術（外部コラボ） 
グループの一員として、自分の位置づけ
や役割を理解した行動ができるととも
に、コミュニケーション能力を養う。課
題を通して社会とのかかわりについて学
ぶ。また、合理的な製造計画（工程管理
方法）・流通、原価計算について学ぶ。

選 択 課 題 外部コラボ 卒業制作・研究 

選択 
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プログラマ・システムエンジニアを 
目指すあなたに！  
 

「こんな機能があったらいいな 作って

みたいな」 

怖がらずに、手を動かして、キーボード

をたたいてみよう 

パソコンを自在に操って、自分で考え、

自分で作ろう！ 

 
☆主な学科と実技科目  （一部教育科目は全科共通） 
専門学科 計算機工学Ⅰ・Ⅱ／ソフトウェア工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ／コンピュータネットワークⅠ・Ⅱ

／オペレーティングシステムⅠ・Ⅱ／データベース／プレゼンテーション／プロジェクト
マネジメント／システム設計Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

専門実技 情報数理演習／ソフトウェア基本実習／構造化プログラミング実習Ⅰ・Ⅱ／図形処理実習
／制御工学実習／情報工学実習Ⅰ・Ⅱ／データ通信実習／ソフトウェア設計実習Ⅰ・Ⅱ／
卒業制作・研究 

 
☆トピックス 

情報処理技術者試験に挑戦！ 

情報処理技術者試験は、経済産業省が主催する国家試験です。IT業界
では認知度が高い試験であり、システムエンジニア、プログラマー等
の職種で就職を目指す学生にとって有効な資格の一つです。情報処理
技術者試験の中で、本校の学生が主にターゲットにしているのが、
「基本情報技術者試験」と「ITパスポート試験」です。今年度は、学
生の資格取得支援のさらなる充実を目指し、夏休み期間や放課後を利
用して、マイチャレンジセミナー（資格に挑戦！「基本情報技術者試
験(午前問題)に合格しよう！」講座）を開催する予定です。 
 
 
 
 

 
☆卒業制作・研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● Android端末用 
  聴覚障害者発語訓練アプリの開発   
お手本の波形と自分の音声波形を比較
しながら発音訓練ができます。（左画
面） 
また、任意の文章を登録して、発音が
正しく認識できるか確認できます。
（右画面） 

 

● ルービックキューブを 
        アルゴリズムで解く  
キューブの色の配置を入力することで、
６面完成までの手順を解析します。練習
のお手本とすることができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●音域フィルター機能付き 
      音楽プレイヤーの開発 
多機能音楽プレイヤーで、特定の音
域の増幅や減衰を行うことにより聴
きたい部分を強調できます。例え
ば、楽曲からボーカルを取り除きカ
ラオケ音源を抽出できます。 

Information & Network Systems 

情報技術科 
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☆カリキュラム概要 

 １年次 ２年次 

 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 
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社会人 

基礎力 

一般教育 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

○マナー･常識の理解･実践、チーム力の理

解、自己表現や文章表現力の向上、職業意

識の向上を目指す。 
 
○英語力の向上を目指す。 
 
○運動の継続により、健康維持を図るととも

に体力増強を目指す。 

○職業人としての基礎

を完成させ、自ら行

動できる技術者の育

成を行う。 
 
○企業人として必要な

教科を学ぶ。（選択

教科） 

学習課程 学習の準備   要素技術の習得   技術の連結      仕上げ(制作・研究)

ものづくり 

課題 
 

通信ネットワーク構築技術 
  

情報周辺知識 
情報数学、生産工学、人間工学等の情報技術関連知識を学ぶ。 

情報基礎技術 
コンピュータのハードウェア構成、ソフト
ウェアの分類、データの表現方法、セキュ
リティと標準化等の基礎技術を習得する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システム開発実践
技術  
学生が自らテーマ
を選定して研究を
行う。 
要求分析、設計、
開発、検査、運
用、保守までの一
連の流れを、実際
にシステムを開発
して理解するとと
もに、研究内容の
発表を行う。 
これまで学んだ知
識、技能を活かし
ながら、システム
開発手法に関する
実践的技術力を習
得する。 

UNIX のコマンド、
ファイルシステム、
viエディタ、シェ 
ルスクリプト等を 
理解し、UNIX シス
テムの操作方法を 
学ぶ。 

TCP /IP ､L A N､W A N、
O S I 参照モデル等の 
ネットワーク基礎理論 
を学ぶる。 

 

O S のインストー
ル、ユーザ管理、
セキュアなサー
バ・ネットワーク
管理等のサーバ構
築技術を習得す
る。 

システム設計技術 
  プロジェクトマネ

ジメントの理論と
実践を学ぶ。(PBL)

関係データベース、 
データの正規化、SQL
等の基礎技術を習得
する。 

要求分析から基本
設計、詳細設計ま
でをグループ活動
を通して学ぶ。
（PBL） 

ソフトウェア設計技術 
  基本文法、プログラ
ミング基礎技術を習
得する。（C 言語, 
Java 言語） 

Windows アプリケーション
開発技術を習得する。 
(C++ 言語)

Web アプリケーション開発
技術を習得する。 
(Java言語)

文法、アルゴリズム、データ構造、画像処理、オブジェクト
指向プログラミング技法、テスト技法 

選択

電子回路・組込み制御  
電子回路、アセンブリ命令、組込みLinux 
技術を習得する。 

スタンドアロンプログラム ネットワーク通信プログラム 卒業制作・研究 
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4. 学生卒業制作・研究報告
平成２７年度　学生卒業制作・研究のテーマ一覧

生産技術科

制御技術科

電子技術科

エコランカーの空力特性【実験】……………………………………………………………………………………………… 39
　電気炉の冷却装置製作
　技能五輪全国大会「旋盤」職種選手選考会の課題のマニュアル作成
　若年者ものづくり競技大会旋盤職種の課題のマニュアル作成 
　全日本製造業コマ大戦規約に基づくコマの製作    
　機械組立教材の製作【加工および作業マニュアル等】　
　機械組立教材の製作【加工および組立図等】  　
　機械組立教材の製作【加工および部品図等】    
　ミニ旋盤の製作【刃物台・ベッド】　　　　　
　ミニ旋盤の製作【ギヤボックス・主軸】 
　ねじ切り用ミニ旋盤の製作【刃物台・ベッド】
　ねじ切り用ミニ旋盤の製作【ギヤボックス・主軸】　　　
　ミニフライス盤の製作　　　　　　
　難削材の加工(ステンレス材の旋削)による工具寿命　　
　難削材ハステロイの特性と加工における工具寿命について　
　機械保全（電気系保全作業）資格取得の対策問題及び制御盤の製作
　4軸クレーンの改良　　　　　
　距離も測れる歩行器 
　ミニ電車のメンテナンス向上とアミューズメント効果の付加 
　円テンプ式機械時計の製作　　　
　バルーンソフトロボットの製作　　
　ゴルフ練習用自動ボール置きおよび回収機　
　金属ゴミ回収用自動掃除機の製作　　　　
　エコランカーのボディの空力特性【数値解析】　
　ホバークラフトの設計・製作【駆動部】　　　
　ホバークラフトの設計・製作【ボディ部】　　　
　リニアモーターカーの製作　　　　　　
　IHヒータを熱源に利用した石焼きいも器の製作　　
　自動炭火焼き鳥器の設計および製作　　　　
　自動炭火焼き鳥機のシーケンス改良
　ガス式綿菓子機の改良　　　　　
　トルネードポテト試作機の製作　　　　　　　　　　

２次元CADの教材作成… …………………………………………………………………………………………………… 41
　人追尾アヒル型ロボットの制作
　空気圧制御実習装置の実習マニュアル製作
　自動搬送システムモデルの組立・制御
　ミニチュア介護ベッドの設計製作
　モデルロケット(の作製と)打ち上げ
　モデルロケットの作製(と打ち上げ)　
　オルゴールの外装設計、製作
　CADトレース技能審査（機械部門）初級 試験対策テキストの作成
　CADトレース技能審査（機械部門）中級 試験対策テキストの作成
　３次元CAD（Inventor）教材作成（パーツ編）
　３次元CAD（Inventor）教材作成（アセンブリ編）
　３次元CAD（Inventor）教材作成（応用編）～手巻きウィンチ～
　４足歩行ロボットの製作(設計･加工)
　４足歩行ロボットの製作(設計・製図)
　４足歩行ロボットの製作(無線カメラシステム)
　４足歩行ロボットの製作(プログラム)
　変形型６足歩行ロボットの製作(機構部の設計･加工)
　変形型６足歩行ロボットの製作(外装部の設計･加工)
　変形型６足歩行ロボットの製作(動作プログラム)
　変形型６足歩行ロボットの製作(コントロールアプリ開発)
　小出力発電装置の製作(水車)
　小出力発電装置の製作(風車)
　鉄道模型を用いた鉄道安全装置の製作
　PLCのシーケンス制御を使ったじゃんけんマシーンの製作
　鉄道模型を用いた踏切保安装置の製作
　自動碁石並べロボットの制作（設計・加工）
　自動碁石並べロボットの製作（加工・組立）
　自動碁石並べロボットの製作（配線・プログラム）
　旋盤用動画教材の作成

RFIDを用いた麻雀牌譜管理ソフトの製作…………………………………………………………………………………… 42
　Androidを用いた音楽再生用スピーカーモジュールの製作
　VerilogHDLを用いたメロディー付時計の製作
　mbedを用いた電子式メトロノームの製作
　LEDキューブディスプレイ
　エレベーター模型のシーケンス制御
　音声合成LSIを用いた話す目覚まし時計の製作
　可視光LEDを用いた音声通信装置
　煙式火災報知機の製作

（報告書掲載ページ）
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高齢者みまもり装置の製作
サーモグラフィの作製
シーケンス制御による信号機モデルの制御
C#言語を用いた課題提出アプリケーションの作成
ZigBeeとセンサを用いた警報装置の製作
ZigBeeを用いた位置検出・音声通話装置の製作
授業評価アンケート用紙読み取り装置の製作
赤外線センサを使った自動拭き機の製作
センサとサイエンスキットで構成するピタゴラ装置
第二種電気工事技能試験受験教材の製作
Ni-MH充電池用充放電器の製作
PSoCを用いた視覚障害者歩行支援ツールの製作
フォトリフレクタを用いた脈拍計の製作
Bluetoothを用いた電灯スイッチモジュールの製作
Bluetoothを利用したラジコンカー
ベルトコンベアモデル制御
無線による自動車制御モデルの製作

情報技術科
Raspberry…Piを用いた水槽管理システムの開発………………………………………………………………………… 44

C++を用いたタワーディフェンスゲームの作成
卒業研究検索Webアプリケーションの制作
XAMLを用いたWebアプリケーション開発
CentOSのLinuxを使った各種サーバの構築（６系と７系の比較）
Javaを用いたバスケットボール戦略アプリ
UnityによるAndroid用運転免許学科試験対策ゲームの制作
ネットワーク構成図をGUIで表示するシステム開発
C++/CLIを用いた画像処理アプリケーション制作
Webアプリケーションによる図書館の書籍管理システム
ルービックキューブをアルゴリズムで解く
社内ネットワークを模したサーバー群の構築
Webアプリケーションによる食事管理システムの構築
Webアプリケーションによる英語検定対策システムの開発
Android端末用聴覚障害者発語訓練アプリの開発
Java言語を用いた情報技術科のグループウェアの開発
音域フィルター機能付き音楽プレイヤーの開発
写経式Ｃ言語学習の研究
ダウンロードゲーム仲介プラットフォーム
C++言語を用いたラインスキャナの製作
VBAを用いた仕訳アプリケーション
DirectShowを用いた動画処理・再生ソフトの構築
Kinectを使用したアクションゲームの制作
LPICレベル1学習ソフトの作成
動作の軽い拡張型Androidホームアプリの製作
Androidによる家計簿の作成
JavaAppletによるオンラインすごろく作成
ペアで共有するスケジュール管理、家計簿管理アプリケーション

産業デザイン科
…和モダン素材集の制作… …………………………………………………………………………………………………… 43

 インテリアエレメントとしての焼き物の制作
 化粧品を魅力的に見せるディスプレイツールの製作
 漆を用いた額縁と花器の制作
 小学生を対象としたイベント企画のリニューアル
 童話をモチーフにした舞台美術の企画提案
 未来のコミューターバイクのデザイン提案
 WEBサイトのUIの研究とHPのリデザイン
 既製品プラモデルのリバースエンジニアリング
 寄木細工のアクセサリー制作
 木材を使用した日用品の制作
 制作過程における材料の加工性
 産業デザイン科プロダクトデザインを紹介するウェブページの制作
 樹脂成形よる装飾品制作
 企業ＰＲグッズの提案
 絵柄組み換えカレンダーの制作
 「構成と配色の作例集」の作成
 オリジナルキャラクターのデザインとその商品企画
 写真撮影とそれを用いた写真集の制作
 オリジナルフォントと見本帳の制作
 模型の制作
 トンボ玉と制作方法リーフレットの制作
 様 な々素地材による漆塗り小箱の制作
 カッティングプロッタ操作マニュアルの制作
 アロマに使用される植物と効能についてまとめた本の制作
 アパレルブランドの販売促進ツールの制作
 ディップアート作品と作品集の制作
 子ども向けオリジナル絵本の制作
 旅行ムック本の企画と販売促進ツールの制作
 株式会社佐々木シール製作所工房のリ・デザインにおけるパンフレット棚制作とプレゼン模型制作
 株式会社佐々木シール製作所工房のリ・デザインにおける図面および３Ｄアニメーションの制作
 株式会社佐々木シール製作所工房のリ・デザインにおける看板制作
 株式会社佐々木シール製作所工房のリ・デザインにおけるパンフレット制作
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1 はじめに 

エコランカーとは一定の距離を平均時速 25km/h 以

上で制限時間内に走行し，消費したガソリンの量から

燃費を算出しその数値を競う競技用の車両である． 
車体の走行抵抗には加速抵抗や転がり抵抗などがある

が，本研究では空気抵抗に着目した．車体が静止した

状態から動こうとする時にまず静止摩擦力が働く．そ

の後流体の粘性のためボディの表面との間に抵抗力が

発生し，剥離が発生する．この抵抗を摩擦抵抗(粘性

抵抗)という．剥離が発生すると圧力のバランスが崩

れ抵抗が発生する．  
本研究では現在使用している 2014 年度型と，昨年

まで使用していた 2011 年度型のエコランカーの 1/10
スケールで製作した2台の模型を使用し，空力特性を

求めると同時にエコランカーの周囲の流れを可視化す

ることによって，比較及び改善点を探ることを目的と

する． 

2 模型製作 

模型はサイコウッドを使用し，マシニングセンタで

加工を行った．簡易三次元測定機を製作しエコランカ

ーを測定し，CATIA にてモデリングとプログラミン

グを行った．その後マシニングセンタに出力し，加工

と仕上げを行った．図1の②は完成した模型である．

加工後実験をしやすくするため黒く塗装をした．①は

以前製作された 2011 年度型の模型である．以上の二

つを用いて実験を行った．その後実験結果にて改善点

を考察し，②の模型を改良し再度実験を行い結果を比

較した． 

3  実験及び結果考察 

3.1 風洞実験 

実験には空気圧実験装置を使用した．ピトー管にて

全圧と静圧を検出し，両者の差からの動圧から流速，

流量を求めた．風洞に模型を設置し，流体を送り込み

模型が受けた力を測り抵抗係数を算出した． 
図 2 と図 3 に風洞実験の結果を示す．図 2 の 2×
106(15km/h)付近の差が大きい． 2011 年度型は速度が

落ちた時に，より抵抗を受け速度が減少しやすいと考

察した．図3は円柱や楕円柱などのグラフに今回の風

洞実験結果を入力したものである．ボディ後端を鋭く

することにより改善できると考えた． 

 
 

 

 

 

 
 

図3    円柱，楕円型，流線型との比較(1) 

図2    レイノルズ数Reと抵抗係数CDの関係 

図1    1/10スケール模型 

 エコランカーの空力特性【実験】 

  
   生 産 技 術 科   栗 田  沙 紀

 

 

① 2011年 度型 
 
 

② 2014年度型 
 
 

③ 改良型 
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3.2 可視化実験 

水を張った水槽の水面にアルミ粉末を浮かべ，車

体を動かし流体の流れを撮影した．剥離の起こりやす

い低速域を重視し実写の速度の 25km/h を中心に行っ

た． 
図4と図5は前輪部分を，図6は後端部分の流れの様

子の可視化を行ったものである．流れの向きを矢印で，

流れの剥離部分を斜線で示している．図4は前輪の上

部から流体が離れ後部にかけて剥離ができているが，

①と比べ②の剥離の範囲は狭い．そして図5は正面か

らぶつかった流体が車体から離れ，前輪の側面とその

後部に剥離が起きている．①は渦ができていたり前輪

部と車体の胴体の間に流体が流れ込み，流れが②と比

較して大きく乱れている．これらから見て，2011 年

度型と比較し 2014 年度型の前輪部分は改善されてい

ると考察した．図6は車体の側面の後端部分の実験結

果であり，大きく流れが乱れ剥離ができている．ここ

では後端の形状がほぼ同じであることから①と②双方

にあまり差は見られなかった．延長し車幅の形状を鋭

くすることで改善できると考えた． 
 

4 結論 

風洞実験，可視化実験の考察を踏まえ，後端を伸

ばし鋭くするとともに剥離の発生する底部を直線にし

た．図 1の③は改良後の模型である．風洞実験の図 2
のグラフでは2011年度型と2014年度型と比較して全

体的に抵抗係数が軽減している．可視化実験の図6で
は①と②に大きな差は見られなかったが，③の改良型

では底部に剥離が起こる部分がなくなったため，流れ

が落ち着き剥離域が少なくなっているのが分かる． 
以上の実験結果を受け実際にどれほどの抗力が削減で

きたか計算し，比較を行った．図 2 のグラフの Re=2
×106，3×106，4×106の縦線上にある 2011 年度型，

2014 年度型の抵抗係数を算出し，その結果を改良型

の抵抗係数と比較し，平均値を算出した．結果，2011
年度型と改善型では約 6%，2014年度型と改善型では

約 4%削減できたことが分かった．よって本研究の目

的である車両の空力特性は改善されたと言える． 
 

5     参考文献 

(1) 山枡雅信・横溝利男・森田信義，わかる流体の力学(増
補版)，円柱および物体の抵抗，7.3，図7.6  

図6    可視化実験(後端部分側面) 

図5    可視化実験(前輪部分平面) 

図4    可視化実験(前輪部分側面) 

① 2011年 

② 2014年 

① 2011年 

② 2014年 

① 2011年 ② 2014年 

③ 改良型 
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1 はじめに 

この研究テーマを選んだ理由は，電気・電子回

路および，システム設計を行う会社へ就職が決ま

っており，その会社では AutoCAD を使用してい

るため，CAD のオペレーション能力をより身に付

けたいと考え，このテーマを選んだ． 
このテーマに取り組むことで，CAD の操作を一か

ら学習し直し，教材を作成することで自分自身の技術

向上を図る．また，このテキストを使って学習しよう

とする人が見やすくわかりやすい教材を作成すること

を目標とする． 

2 AutoCADについて 

① Autodesk   AutoCAD2014を使用し，教材作成する． 
② AutoCADの各種設定は教材に記載する． 
③ テンプレートは，教材の最終ページに記載する． 

3 教材の詳細 

教材の構成は下記のような順番である． 
① 表紙 
② 目次 
③ AutoCADの起動方法 
④ AutoCADの設定方法 
⑤ 簡単な操作方法 
⑥ CAD トレース技能審査初級程度の問題を利用し

て操作の習得（図1参照） 
⑦ テンプレートの設定方法 
A4用紙を使用し，両面印刷にする． 
ページ数は77ページ（用紙の枚数は41枚） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4 ページの構成について 

今回，製作した教材は見やすさを重視し，この教

材を使う方々につまずく事なく作図を続けられること

を意識して制作に取り組んだ． 
図を多く使用し，図を見ただけで作業手順がわか

ると共に，図の下に説明文をつけ，より分かりやすく

手順を進められるようにした． 
また，注意点や作図効率の良いコマンドの順番な

どを Point としてまとめ，作図時間を短縮できるよ

う工夫した．（図2参照） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5 おわりに 

この卒業制作を通して意識した点は，教材作成は自

分自身がAutoCAD2014を確実に習得する事が必要で

あり，自身の習得不足だと教材で伝えるべき内容を伝

えられず，作図ができなくなってしまうので，教材作

成の前に自身の能力向上を行い教材作成に活かした． 
自分の教えようとしている内容と，読者の理解の仕

方が一致していないと教材の意味がないと考え，実際

に１年生の機械製図実習の授業で使用してもらい，わ

かりにくい，見にくいと感じた部分を修正や改善を行

った．このことから，読者からの見え方の重要性を感

じた． 

6     参考文献 

(1) 第４版 新編JIS機械製図，森北出版（株）  
(2) これからはじめるAutoCADの本，（株）技術評論社 

図2  教材の1ページ抜粋 

図1  CADトレース技能審査初級程度の問題 

２次元CADの教材作成 
                      

                          制 御 技 術 科  中 川   隼 太
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1 はじめに 

普段，健康麻雀部の活動では麻雀の牌譜（記録）を

手書きで記録している．この作業はとても手間がかか

るため，記録を効率化するためにソフトを作ろうと考

えた．また，RFIDは現代社会において PASMOなど

で一般的に使用されているので，それを応用してみた

いと考えた． 

2 ソフトの概要 

RFID タグを取り付けた麻雀牌（カード）をリーダ

で読み取り，C#で作成したアプリケーションでデー

タを管理する． 

図1 カード型RFIDタグとリーダ  

2.1 メイン画面 

① 名前登録画面で名前を登録する． 
② 記録開始ボタンを押すと 4 人の対局者を選択す

ることができる． 
③ 記録呼出ボタンを押すと，過去に保存した牌譜

（記録）を閲覧することができる． 

 
図2 メイン画面 

2.2 対局画面 

① 対局者設定画面で対局者を設定後，対局開始ボ

タンを押すと，対局が開始される． 
② 対局画面が出たら，初めに状況を設定する． 
③ 牌が配られた後，東家 → 南家 → 西家 → 北家

の順番で13枚ずつ（東家は14枚）カードを読み

込み，登録する． 
④ 配牌の登録が終わった後，対局を開始する． 

 
図3 対局画面 

2.3 対局 
① 牌が配られ，登録が終わった後は，麻雀のルー

ル通りに対局を進める． 
② 「ツモ」，「捨て牌」をするときには，その都

度登録をする．誰かが「鳴き」や「和了」をし

たときは，そのタグを読み込む． 
③ 和了のタグを読み込むと点数の設定をする画面

が表示される． 
④ 流局や和了が発生した場合は，点数の設定をし

た後，全員最終形（最後に持っていた牌すべ

て）を配牌のときと同様に順番に読み込む． 
⑤ 保存ボタンを押し，保存する． 
その後，新たに次の局に進む． 

 
2.4 記録 
牌譜（画像）の保存は，保存ボタンを押すと，

PNGファイルとして保存する．

 
図4 保存画面 

3 おわりに 

本研究を通して，今までは記録に2人必要だったが，

PC の管理者が 1 人だけになり，人数の削減ができた．

また，切り牌が適切であったか等，麻雀力を向上する

ための検討資料として活用したい．今後は，活動で使

用し，より効率的に記録ができるように改善していき

たい．  

RFID を用いた麻雀牌譜管理ソフトの製作 

    
   電 子 技 術 科  鈴 木  強
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1 はじめに 

今回の卒業制作では、興味のあった日本の伝統的

な模様を、現代の人でも素材として気軽に使用でき

るようデザイン・配色しようと考えた。 
また、印刷会社に内定が決まり、内定先で役  

印刷の知識と、紙面構成力、アプリケーションソフ

トの技術を習得できるものを制作することとした。 

2 目的 

・伝統的な和柄を参考にし、和モダンデザインを提

案する。 
・和柄を通して伝統的なデザインの理解 
・素材のレイアウトをしていく上で、見やすい構成

を知る 
・Illustrator、InDesignの技術向上 
・データ管理能力を身につける 
・製本工程の理解と習得 

3 制作手順 

① アイディアワーク 
② 和モダン素材のスケッチ 
③ ラフスケッチをもとに、Illustrator で、パタ

ーン、クリップイラスト、線・枠を制作 
④ 制作した素材を InDesignでレイアウト 
⑤ フルカラーで印刷し、製本作業 

4 本の構成 

・タイトル：『和モダン素材集』 
・サイズ：B5変形（182×182mm） 
・ページ数：64ページ 
・印刷：フルカラー印刷 
・製本：無線綴じ 右開き 
・収録素材数：129個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 制作物 

・和モダン素材集 
・素材収録CD 
・見本カード 
・ディスプレイ台 
・しおり（40×125mm） 
・電車広告 （515×364mm） 
・ドアステッカー（200×165mm） 
・卓上POP 2種類（（80×80mm） 
・スイングPOP 2種類（80×80mm） 

6 おわりに 

自分のイメージ通りの素材集を制作でき、

今回の目的である和柄に関する知識と理解、

データ管理、更に配色も学ぶことができた。 
加えて、本の構成を練る上で、紙面の構成力

も向上することができた。更に、製本工程を

学び直し、その技術も習得することができた。 
また、今回のテーマを通して、短期大学校

で学んだ Illustrator、InDesign の技術と知識を向

上することができた。内定先でも知識と技術

を活かしていきたい。 

7    参考文献 

『日本の伝統模様１・２』日竎貞夫ⓒ 丹羽基二ⓒ 

株式会社グラフィック社 
『配色辞典Part2』著者：渋川育由 高橋ユミ  

河出書房新社 
『和柄について/和柄.com』 

http://www.wagara-art.com/about.html 

和 モ ダ ン 素 材 集 の 制 作 

   
   産 業 デ ザ イ ン 科  佐 野  志 帆

 

掲載素材例 

完成した素材集及び収録したCD 
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図2  操作画面 

1 はじめに 

子供のころから自宅の水槽で熱帯魚を飼育している．

高校時代にヒーターの温度調整機能に不具合が発生し，

水温が異常に高くなってしまったことがあった．そこ

で，外出時も水槽の水温等の管理ができないかと考え，

この度卒業研究のテーマとした． 
制御用の小型コンピュータとして，イギリスで開発

された安価で拡張性が高い Raspberry Pi を使用し，シ

ステムの中核機器となる Web サーバーとして利用し

た． 
魚が常に快適に生活できるように水槽を管理するこ

と，小型コンピュータを用いたデバイス制御技術を習

得することを研究の目的とした． 

2 システムの概要 

Raspberry Pi，水槽の状況を監視するセンサー，各

種デバイス，そしてそれらを連結するリレー回路で構

成する．Raspberry Pi 上でWeb アプリケーションとし

て動作するので，携帯端末を使用して遠隔地から手動

で制御することもできる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水槽管理には

様々な項目がある

が，１日～３日の

外出時に問題とな

るのは，水温管理，

餌やりである．本

システムではこれ

らの作業を自動的

に行い，トラブル

発生時には手動で

操作する． 

3 機能 

3 . 1 水温管理機能 
水温の温度調節はヒーターに内蔵されたサーモス

タットが行う．システムでは水温を常時監視し適正範

囲外になった場合は自動的にヒーターのオン・オフを

行うとともに，ユーザーに対して Twitter で警告を通

知する． 
水温データは，システム内のデータベースに蓄積

する．過去２４時間の水温推移グラフを表示する． 
3 . 2 餌やり機能 

餌を与える時刻を設定する．設定した時刻になると

餌やり機を制御して水槽内に餌を投入する．自宅の餌

やり機は約１週間分の餌を格納できる．手動で制御す

ることもできる．  
3 . 3 状況確認機能 

手動で現在の水槽の状況をカメラで撮影し，画像

で確認する． 

4 リレー回路の製作 

Raspberry Pi とヒーター用電源コンセント，餌やり

機をつなぐリレー回路を設計・製作した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 おわりに 

水槽管理の基本機能を実装した．また，ハードウェ

アとソフトウェアの連携技術を習得し，生活に役立つ

組み込みシステムを構築できた．  
開発環境 

・ハードウェア     PC/AT互換機， 
Raspberry Pi  Model B+ 

・OS        Windows 7 Professional，Raspbian  
・ソフトウェア      C++，Apache2，SQLite3，gnuplot， 

shell script，Twitter API 

Raspberry Piを用いた水槽管理システムの開発 

情 報 技 術 科  髙 野  零

 

 

図1  システムを構成する装置 

図3 リレー回路図 
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5. 学 校 概 要

産業技術短期大学校

産業技術短期大学校人材育成支援センター
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　本校は、企業ニーズに対応した高度で専門的な知識・技術を有するエンジニア養成を目的として神奈川県が設
置運営する職業能力開発短期大学校です。
学校教育法を設置根拠とする大学・短期大学とは異なり、「職業能力開発促進法」に基づき設置されている「職業
能力開発施設」という位置づけになります。
　同一法令を設置根拠とする職業能力開発校（本県では総合職業技術校）が学卒者、離転職者及び在職者を対
象として、期間、内容ともに幅広い訓練（普通課程等）を行うのに対し、本校は新規学卒者を主対象にした２年間
の訓練（専門課程）を行い、「実践技術者」を育成しま
す。
　この実践技術者とは、専門的な技術・知識とものづく
りに関する幅広い高度の技能を併せ持ち、豊かな創
造力と優れた行動力を兼ね備えた課題解決型人材と
定義付けています。
　平成７年４月１日の開校以後、２０年以上の歴史にお
いて、企業の皆様方に本校の実践技術者育成方針を
評価していただき、高い就職率のもと、製造業を中心
とする多くの企業様に卒業生を送り出しています。

　本校は前述のとおり「教育・研究施設」ではなく、あくまで職に就くための知識や技術を身につける「職業能力開
発施設」ですので、授業カリキュラムは企業において求められる実践的な知識・技術の修得をめざした構成になっ
ています。
　授業カリキュラムは２年制の短期大学校でありながら、必須履修単位数156単位、総授業時間数2800時間と
なっており、４年制大学（ 文科系） の授業量に匹敵するボリュームの教育訓練を行っています。さらに、総授業時
間に占める実習・実技の割合は６割以上にのぼり、一人１台の機器での実習や少人数教育制とあいまって、確か
な技術の修得を可能としています。さらに、専門科目の学科・実験・演習・実習のほか、英語、社会経済概論、マーケ
ティング概論、ビジネスマナーなどの教養科目も充実しています。
　学生にとっても、就職後に必要とされる内容について、本校で学んだ知識・技術が活かせてミスマッチが少ない
ことから、就職後も意欲とやりがいを持って仕事に取り組むことができています。
　そしてこの卒業生の頑張りがまた企業様から高い評価をいただいているという好循環を生んでいます。
　学科構成は５学科で、生産技術科、制御技術科、電子技術科、産業デザイン科、情報技術科となっています。各
学科４０名の定員で、１学年200名定員、全学年400名定員です。

5-1 本校の成り立ちと教育訓練目標

5-2 本校の特色
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５-3 沿 革 
○ 昭和６１年４月１日 神奈川県立の高等職業技術校等に関する条例の一部改正により、神奈川県

立横浜工業技術職業訓練所（昭和３９年設置）及び神奈川県立技能訓練セ

ンター（昭和４４年設置）を統合し、神奈川県立横浜高等職業技術校を横

浜市旭区中尾６０番地１（現：中尾２丁目４番１号）に設置 

○ 平成６年３月３０日 神奈川県立産業技術短期大学校条例公布 

（平成７年４月１日施行、一部平成６年１０月１日施行） 

○ 平成６年７月 ８日 労働大臣より神奈川県立産業技術短期大学校の設置認可 

（労働省収能第１２９号） 

 ○ 平成７年４月 １日 神奈川県立産業技術短期大学校開校 

 ○ 平成８年３月３１日 神奈川県立横浜高等職業訓練技術校を廃止 

 ○ 平成２２年４月１日 支所として神奈川県立産業技術短期大学校人材育成支援センターを設置 

○ 平成２６年３月３１日 支所を廃止して神奈川県立産業技術短期大学校に統合 

  
（参考）他県の職業能力開発短期大学校の開校状況 

平成 ５年４月 山形県立産業技術短期大学校  平成１６年４月 岐阜県立国際たくみアカデミー 

平成 ７年４月 長野県工科短期大学校     平成１７年４月 茨城県立産業技術短期大学校 

平成 ９年４月 熊本県立技術短期大学校    平成２１年４月 広島県立技術短期大学校 

   〃    岩手県立産業技術短期大学校  平成２１年４月 福島県立テクノアカデミー郡山 

平成１０年４月 大分県立工科短期大学校    平成２２年４月 福島県立テクノアカデミー会津 

平成１１年４月 山梨県立産業技術短期大学校     〃    福島県立テクノアカデミー浜 

                      平成２８年４月 長野県南信工科短期大学校 

５-4 組 織 
 

                 管 理 課 

                  人事・公印・文書・予算経理・財産管理 

                  施設管理・健康管理・その他一般庶務 

                 学 生 課 

                  学生募集、選抜・学生情報管理 

                  就職支援・図書室管理 

校長   副校長              産業技術課     産業デザイン科 

                 生産制御課     生産技術科 

                           制御技術科 

                 電子情報課     電子技術科 

                           情報技術科 

                  専門課程（高度職業訓練） 

                  就職指導・在職者訓練 

 

人材育成支援担当部長       人材育成支援課（人材育成支援センター） 

 兼人材育成支援課長        公民連携プロジェクト推進・離職者等委託訓練 

（人材育成支援センター所長）    中小企業人材育成支援・教育訓練情報提供 

                  職業訓練支援 

5-3  沿　革

5-4  組　織

 

５-5 定員・授業料等 
 

 （１）設置学科・定員 
学 科 名 １ 学 年 ２ 学 年 総 定 員 
生 産 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
制 御 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
電 子 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
産 業 デ ザ イ ン 科  ４０名  ４０名  ８０名 
情 報 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 

計 ２００名 ２００名 ４００名 

（２）学年及び学期 
  学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日まで、１年間を２期に分けて授業を実施します。 
   前 期   ４月１日から  ９月３０日まで 
   後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

（３）休業日等 
  開校記念日   ７月 ８日（平成２８年度はカリキュラムの都合から９月２０日に振り替え） 
  夏 季 休 業   ８月 １日から８月２６日 
  冬 季 休 業  １２月２７日から１月 ５日 

春 季 休 業   ３月１８日から入学式当日 

（４）授業時間 
  始  業   ８時５０分 
  終  業  １６時１０分（水曜日は１４時３０分もしくは１６時１０分） 
  休  憩  １２時００分から１３時００分 

（５）授業料等 

区
分 入学年度 入学検定料 

入 学 料

 
授 業 料 ・ 聴 講 料 

 

証明書交付

手 数 料

入学選抜の合格

発表の日の１年

前から引き続き

神奈川県内に住

所を有する者 

その他の者 

学 

生 

２８年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

１通につき

400 円
２７年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

聴 講 生 9,600 円 20,700 円 49,000 円 １単位  4,900円 
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５-5 定員・授業料等 
 

 （１）設置学科・定員 
学 科 名 １ 学 年 ２ 学 年 総 定 員 
生 産 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
制 御 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
電 子 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
産 業 デ ザ イ ン 科  ４０名  ４０名  ８０名 
情 報 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 

計 ２００名 ２００名 ４００名 

（２）学年及び学期 
  学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日まで、１年間を２期に分けて授業を実施します。 
   前 期   ４月１日から  ９月３０日まで 
   後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

（３）休業日等 
  開校記念日   ７月 ８日（平成２８年度はカリキュラムの都合から９月２０日に振り替え） 
  夏 季 休 業   ８月 １日から８月２６日 
  冬 季 休 業  １２月２７日から１月 ５日 

春 季 休 業   ３月１８日から入学式当日 

（４）授業時間 
  始  業   ８時５０分 
  終  業  １６時１０分（水曜日は１４時３０分もしくは１６時１０分） 
  休  憩  １２時００分から１３時００分 

（５）授業料等 

区
分 入学年度 入学検定料 

入 学 料

 
授 業 料 ・ 聴 講 料 

 

証明書交付

手 数 料

入学選抜の合格

発表の日の１年

前から引き続き

神奈川県内に住

所を有する者 

その他の者 

学 

生 

２８年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

１通につき

400 円
２７年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

聴 講 生 9,600 円 20,700 円 49,000 円 １単位  4,900円 

 

5-5  定員・授業料等

 

５-5 定員・授業料等 
 

 （１）設置学科・定員 
学 科 名 １ 学 年 ２ 学 年 総 定 員 
生 産 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
制 御 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
電 子 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 
産 業 デ ザ イ ン 科  ４０名  ４０名  ８０名 
情 報 技 術 科  ４０名  ４０名  ８０名 

計 ２００名 ２００名 ４００名 

（２）学年及び学期 
  学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日まで、１年間を２期に分けて授業を実施します。 
   前 期   ４月１日から  ９月３０日まで 
   後 期  １０月１日から翌年３月３１日まで 

（３）休業日等 
  開校記念日   ７月 ８日（平成２８年度はカリキュラムの都合から９月２０日に振り替え） 
  夏 季 休 業   ８月 １日から８月２６日 
  冬 季 休 業  １２月２７日から１月 ５日 

春 季 休 業   ３月１８日から入学式当日 

（４）授業時間 
  始  業   ８時５０分 
  終  業  １６時１０分（水曜日は１４時３０分もしくは１６時１０分） 
  休  憩  １２時００分から１３時００分 

（５）授業料等 

区
分 入学年度 入学検定料 

入 学 料

 
授 業 料 ・ 聴 講 料 

 

証明書交付

手 数 料

入学選抜の合格

発表の日の１年

前から引き続き

神奈川県内に住

所を有する者 

その他の者 

学 

生 

２８年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

１通につき

400 円
２７年度 18,000 円 112,800 円 263,300 円 年 額 390,000円 

聴 講 生 9,600 円 20,700 円 49,000 円 １単位  4,900円 
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5-6 入学試験実施状況（平成 28 年度生・第 22 期生） 

入 試 状 況 募 集 応募者 受験者 合格者 倍 率 入学者 備  考 

推 薦 入 試 １５０名 １35 名  １35 名 １３2 名 １.02 １３1 名  
男 １40 名 

女  ５6 名 
一 般 入 試 ５０名 76 名  72 名 ６9 名 １.04 65 名  

合   計 ２００名 ２11 名 ２07 名 201 名 １.03 １９6 名  

5-7 学年別応募・入学状況 

 

平成 28 年度生 平成 27 年度生 

生
産
技
術
科
（
１
年
生
）

制
御
技
術
科
（
１
年
生
）

電
子
技
術
科
（
１
年
生
）

産
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
１
年
生
）

情
報
技
術
科
（
１
年
生
）

   

計 

生
産
技
術
科
（
２
年
生
）

制
御
技
術
科
（
２
年
生
）

電
子
技
術
科
（
２
年
生
）

産
業
デ
ザ
イ
ン
科
（
２
年
生
）

情
報
技
術
科
（
２
年
生
）

計 

期   間 2 年 2 年 2 年 2 年 2 年  2 年 2 年 2 年 2 年 2 年  

定   員 40 40 40 40 40 200 40 40 40 40 40 200 

経 
 

 
 

過 

応 

募 

者 

の 

応 募 者 41(6) 42(1) 39(1) 42(37) 47(12) 211(57) 40(4) 40(1) 39(6) 63(41) 53(12) 235(64)

受 験 者 41(6) 41(1) 38(1) 42(37) 45(12) 207(57) 40(4) 40(1) 39(6) 62(40) 53(12) 234(63)

合 格 者 41(6) 40(1) 38(1) 41(37) 41(12) 201(57) 40(４) 39(1) 36(6) 40(31) 43(10) 198(52)

辞 退 者   4(0) 1(1) 5(1) ２(0) 2(0) 2(0) 0(0) 2(1) 8(1) 

入  学  者 41(6) 40(1) 34(1) 40(36) 41(12) 196(56) 38(４) 37(1) 34(6) 40(31) 41(9) 190(51)

入 
 

 
 

 
 

校 
 

 
 

 
 

状 
 

 
 

 
 

況 

年 
 

 

齢 
 

 

別 

1 8  歳 34(5) 29(0) 30(1) 37(34) 32(11) 162(51) 30(4) 28(1) 16(4) 38(30) 34(9) 146(48)

1 9  歳 2(0) 6(1) 2(0) 3(2) 2(0) 15(3) 5(0) 4(0) 9(1) 1(0) 5(0) 24(1) 

20～29 5(1) 5(0) 2(0) 6(1) 18(2) 3(0) 4(0) 9(1) 1(1) 2(0) 19(2) 

30～39          

40～49    1(0) 1(0)       

50～59     1(0)    1(0) 

6 0 歳 
以 上 

         

学 

歴 

別 

高  卒 40(6) 39(1) 34(1) 39(35) 40(2) 192(55) 38(4) 36(1) 33(6) 40(31) 41(9) 188(51)

短 大 卒          

大  卒    1(0) 1(0)  1(0)    1(0) 

そ の 他 1(0) 1(0)  1(1) 3(1)   1(0)   1(0) 

住 
 

 
 

居 
 

 
 

別 

横  浜 18(2) 17(0) 9(1) 17(16) 19(5) 80(24) 17(1) 15(0) 15(1) 21(20) 15(2) 83(24)

川  崎 3(0) 4(0) 6(0) 2(2) 4(2) 19(4) 2(0) 1(0) 3(1) 4(2) 5(1) 15(4) 

相 模 原 4(0) 3(0) 4(0) 3(3) 1(0) 15(3) 4(0) 5(0) 4(2) 3(1) 1(0) 17(3) 

横 須 賀 
三 浦 

3(1) 2(0) 3(0) 5(4) 3(2) 16(7) 5(1) 3(0) 2(1) 2(2) 4(1) 16(5) 

県  央 6(1) 8(0) 6(0) 5(4) 9(3) 34(8) 2(0) 8(1) 5(1) 3(2) 6(2) 24(6) 

湘  南 2(0) 3(1) 4(0) 4(4) 2(0) 15(5) 5(2) 4(0) 3(0) 5(2) 5(2) 22(6) 

西  湘 2(1) 1(0)  1(0) 4(1) 1(0) 1(0) 1(0) 1(1) 3(0) 7(1) 

足 柄 上    2(2) 2(2)       

そ の 他 3(1) 2(0) 2(0) 2(1) 2(0) 11(2) 2(0)  1(0) 1(1) 2(1) 6(2) 

注：（ ）内数字は女性で内数 

5-6  入学試験実施状況（平成28年度生・第22期生）

5-7  学年別応募・入学状況
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5-8 就職の状況（平成２７年度） 

本校では、実践技術者として企業での活躍を志す人には就職の道を、さらに勉学を続けたい人には進

学の道を、学生の意向を踏まえた進路指導を行っている。 

特に就職希望者には、学生の希望や個性・能力を尊重して、専門技術分野に就職できるように、指導

を行っている。 

平成 2８年 3 月 31 日現在 

科  名 

生

産

技

術

科

制

御

技

術

科

電

子

技

術

科

産
業
デ
ザ
イ
ン
科

情

報

技

術

科

合 
 

 
 

 

計

定       員 40 40 40 40 40 200 

在   籍   者 32 (5) 31 (3) 28 (2) 33 (25) 30 (3) 154(38)

修   了   者 32 (5) 30 (3) 27 (2) 33( 25) 28 (3) 150(38)

就 職 希 望 者 32 (5) 29 (3) 27 (2) 32 (24) 28 (3) 148(37)

求   人   数 154 168 138 101 257 818

就   職   者 32 (5) 28 (3) 27 (2) 31 (23) 28 (3) 146(36)

自 営 （内 数）  0 (0)      0 (0)  0 (0)  0 (0) 0 (0) 0(0)

就  職  率  % 100(100) 96.6(100) 100(100) 96.9(95.8) 100(100) 98.6(97.3)

就 
 

 
 

 

職 
 

 
 

 

状 
 

 
 

 

況 

地 
 

 
 

域 
 

 
 

別 

横  浜 7 (2) 12 (2) 17 (2) 9 (8) 12 (1) 57(15)

川  崎 1 (0) 2 (0) 2 (0) 1 (1) 2 (0) 8 (1)

相 模 原 1 (0) 0 (0) 3 (0) 0 (0) 2 (0) 6 (0)

横 須 賀 三 浦 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0)

県  央 5 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 7 (0)

湘  南 8 (1) 3 (0) 1 (0) 2 (1) 1 (0) 15 (2)

足 柄 上 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

西  湘 2 (0) 3 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 5 (0)

東  京 8 (2) 6 (1) 2 (0) 15(10) 10 (2) 41(15)

そ の 他 0 (0) 0 (0) 1 (0) 4 (3) 1 (0) 6 (3)

従
業
員
規
模
別 

1  ～  2 9 5 (2) 3 (0) 5 (0) 3 (3) 2 (0) 18 (5)

30 ～ 99 9 (2) 5 (0) 10 (2) 12(10) 9 (2) 45(16)

100 ～ 299 8 (0) 10 (0) 7 (0) 13  (9) 10 (1) 48(10)

300 ～ 499 1 (0) 3 (0) 5 (0) 1  (0) 4 (0) 14 (0)

500 ～ 999 5 (1) 1 (1) 0 (0) 0  (0) 2 (0) 8 (2)

1 ,000 以上 4 (0) 6 (2) 0 (0) 2  (1) 1 (0) 13 (3)

平均賃金  円 181,225 187,320 185,749 188,746 189,500 186,508

 

5-8  就職状況（平成27年度）
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就 職 
   

平成 27 年度卒業生の状況 （平成 28 年 3 月卒業） 

   

  就職率              就職者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

９８.６％ 
１４６人 １４８人 

就職希望者 

●製造業内訳 
機械器具製造業・・・・・・・・・・・４６ 
情報通信機械器具製造業・・・・・・・ ７ 
輸送用機械器具製造業・・・・・・・・１５ 
電気機械器具製造業・・・・・・・・・１５ 
電子部品･デバイス･電子回路製造業・・１５ 
印刷・同関連業・・・・・・・・・・・  ７ 
金属製品製造業・・・・・・・・・・・１１ 
その他の製造業・・・・・・・・・・・２７

製造業 

143 社 
(34%) 

情報通信業 

 127 社 
(30%) 

サービス業 

77 社 
(18%) 

建設業 

41 社 
(10%) 

卸売･小売業 

16 社 
(4%) 

その他 

15 社 
(4%) 

製造業 

66 人 
(45%) 

情報通信業 

２６人 
(18%) 

サービス業 

26 人 
(18%) 

建設業 

8 人 
(5%) 

卸売･小売業 

6 人 
(4%) 

その他 

14 人 
(10%) 

就職活動は、早目に準備を整え、意欲をもって取
り組むことが大切です。そこで、学生が早くから
就職を意識して、積極的に就職活動に取り組める
よう、１年次から社会人としての基本的なマナー
を学ぶ授業やインターンシップ（就業体験）を実
施しています。 
さらに、就職相談、キャリアコンサルティング、
カウンセリングなど、就職に悩んだときに学生が
気軽にアドバイスを受けられる体制を整え、企業
の人事担当者の方を本校に招いて合同企業説明会
を開催し、学生と企業を引き合わせる機会をつく
るなど、さまざまな方法で学生の就職活動を支援
しています。 

学生の就職活動については、各科のチューター
（担任）や就職担当、学生課の求人開拓推進員
が、企業選びから面接の受け方、履歴書の書き
方指導まで、学生のさまざまな就職活動の支援
を行っています。 

☆充実した就職活動支援 ☆個別就職支援 

業種別 
就職者数 

（146 人） 

求人状況 
（419 社） 
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各学科の就職状況

就職率
１００％

就職先 平成 ～ 年度 卒業生の主な就職先、以下同様）

㈱ ㈲アイン精巧 アルバックテクノ㈱ 井上鋼材㈱ ㈱井上
マテリアル テクマック㈱ ファシリティーズ㈱ ㈱オオヤマ
フーズマシナリー 河西工業㈱ かもめプロペラ㈱ 川崎自動車工
業㈱ ㈲川田製作所 ㈱共栄エンジニアリング 共同カイテック㈱

協和石油ルブリカンツ㈱ 京浜産業㈱ ㈱工研 国際鉄工㈱ 国
土開発工業㈱ ㈱佐々木鉄工所 ㈱サンテック 清水総合開発㈱
昭和精工㈱ ㈲シンコー ㈱信光社 新光ネームプレート㈱ ㈱新
日南 新菱工業㈱ ㈱鈴木製作所 ㈱須藤製作所 相洋産業㈱
㈱タシロ 田中サッシュ工業㈱ 茅ヶ崎工業㈱ ㈱テクモ ㈱内藤
製作所 日産自動車㈱ 日東造機㈱ ニッパ㈱ 日本ギア工業㈱
日本精機㈱ ブルーマチックジャパン㈱ ㈱マイスターエンジニアリ
ング ㈱ミクニ ㈱山本製作所 ユニプレス㈱ ヨコキ㈱ ㈱リ
ガルジョイント ㈱和興計測

就職率
％

就職先

アルバックテクノ㈱ ㈱アルプスビジネスサービス ㈱ ･ ･ ㈱エ

ターナルサイエンス ＮＥＣファシリティーズ㈱ 技研電子㈱ ㈱

Ｑｕｌｅａｄ 国際鉄工㈱ 五光発條㈱ 齋藤製罐㈱ ㈱サンテッ
ク ＪＦＥプラントエンジ㈱ システムワークスジャパン㈱ ㈱シ

ノザワ 新菱工業㈱ ゼネラルエンジニアリング㈱ タカ電子工業

㈱ 茅ヶ崎工業㈱ ㈱テクノイケガミ ㈱テクノステート ㈱ニコ
ンエンジニアリング 日本発条㈱ 日本リライアンス 株 株 日

の出製作所 フィット電装 株 ブルーマチックジャパン㈱ ムラ

テックＣＣＳ㈱ 守谷輸送機工業㈱ ヨコキ㈱ 横浜エレベータ㈱

就職率
１００％

就職先

㈱ 物流産業システム アクト電子㈱ ㈱アテック アトラスコプ
コ㈱ ㈱アルス アルバックテクノ㈱ ㈱アルプスビジネスサービ
ス ㈱アンベエスエムティ イースタン電波工業㈱ ㈱エクシオジ
ャパン ㈱エヌエフ回路設計ブロック ㈱エヌエフカストマサービス

㈱エム・イー ソリューションズ㈱ ㈱エルテック 大森電機
工業㈱ ㈱九南 ㈱ケイテック ㈱古賀電子 国際通信企画㈱
㈱コスモス 相模通信工業㈱ 三波工業㈱ ㈱ジィーサス ㈱ジッ
プス ㈱シノザワ ジャパニアス㈱ 湘南技術センター㈱ 新日本
建販㈱ 新日本テクトス㈱ 新日本電子㈱ ㈱須藤製作所 ゼネラ
ルエンジニアリング㈱ セントラル電子制御㈱ セントランス㈱
タカ電子工業㈱ ㈱タマディック ㈱テクノイケガミ 東日電設㈱

東邦電子㈱ ㈱日本動熱機製作所 日本舶用エレクトロニクス㈱
日本ビルコン㈱ ㈱野毛電気工業 ㈱ヒップ 富士工業㈱ ㈱富士
ダイナミクス ブルーマチックジャパン㈱ ㈱マグトロニクス 守
谷輸送機工業㈱ ヤギシタ電機㈱ 山下マテリアル㈱サーキテックカ
ンパニー ㈱洋栄工業 横浜エレベータ㈱ ㈱横浜自働機 リペア
㈱

就職率
％

就職先

㈱アトラス 永進テクノ㈱ 川崎自動車工業㈱ ㈱香炉庵 山協印

刷㈱ インターナショナル㈱ ㈱シバックス 情報印刷㈱ 湘

南技術センター㈱ ㈱全日警 ㈱ソーエー ㈱創英 ㈱ダイテック

ス 田中サッシュ工業㈱ ㈱千代田ビデオ ㈱テクモ トヨタ自動

車㈱ ㈱日産テクノ ㈱ピー・アール･オー ㈱ピー・アンド・アイ

㈱日の出製作所 北斗㈱ ㈱丸産技研 ㈱夢真ホールディングス

㈱横浜リテラ

就職率
１００％

就職先

㈱ ・ ・ ㈱ ワークス アークシステム㈱ ㈱アイ・ジー・ス

クウェア ㈱アクティブ 井上鋼材㈱ ㈱エスシー・マシーナリ
㈱エターナルサイエンス ㈱エニー ㈱エヌ・エス・ピイ ㈱エ

ム・イー ㈱キーマネジメントソリューションズ ㈱ケイテック

㈱コスモス ㈱ジェイエスピー ㈱システム・ユー システムワー
クスジャパン㈱ ジャパニアス㈱ 新日本テクトス㈱ ㈱ソフテム

㈱第一コンピューター ㈱データープロセスサービス テクニカル

ジャパン㈱ ㈱テクノウェア ハル・エンジニアリング㈱ ㈱ピ

ー・アール・オー フォレックス㈱ 北斗㈱ 北都システム㈱ ㈱

山一情報システム ㈱横浜電算

生産技術科

制御技術科

電子技術科

産業デザイン科

情報技術科

機械加工・
製造技術関連： ％

機械設計・
製図・
関連： ％

機械保守・
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
管理： ％

研究・開発
関連： ％

研究・開発
関連： ％

機械
電気器具

製造・
機械
加工

％

機械電気設備・
保守管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ： ％

電子・
機械設計、
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ
： ％

生産技術： ％

その他： ％

設備
保守
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

％

電子製造・
組立 ％

電子開発・
設計 ％

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・
ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ ％

電気工事・製造
％

電気設計 ％

その他技術系 ％
事務 ％

ｵﾍﾟﾚｰﾀ
･設計

％

ﾃﾞｻﾞｲﾝ（印刷・ｻｲﾝ・ 等） ％

・

印刷
ｵﾍﾟﾚｰﾀ

％

製造 品質管理等 ・
施工管理 ％

企画・営業 ％

その他 販売等
％

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・
ｼｽﾃﾑ
ｴﾝｼﾞﾆｱ

％

総合・事務
％

運用・保守
％

ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝｼﾞﾆｱ
％

営業・販売
％

その他
％

就職分野
～

年度

就職分野
～

年度

就職分野
～

年度

就職分野
～

年度

就職分野
～

年度

平成 年度
卒業生の実績
以下同様

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ・
ﾌﾟﾗﾝﾅｰ・舞台美術・
展示会・映像 ％

ﾓﾃﾞﾗｰ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ ％
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２３ 28 (3) 28 (3) 28 (3) 100.0 (100.0) 5 (1) 23 (2) 3 0 0

２４ 24 (2) 24 (2) 24 (2) 100.0 (100.0) 5 19 (2) 0 0 0

２５ 25 25 25 100.0 4 21 0 0 0

２６ 30 (1) 30 (1) 30 (1) 100.0 (100.0) 5 (1) 25 1 0 0

２７ 32 (5) 32 (5) 32 (5) 100.0 (100.0) 10 (1) 22 (4) 0 0 0

２３ 31 (3) 31 (3) 31 (3) 100.0 (100.0) 8 23 (3) 1 0 0

２４ 21 (2) 21 (2) 21 (2) 100.0 (100.0) 8 13 (2) 1 0 0

２５ 30 (2) 30 (2) 30 (2) 100.0 (100.0) 5 25 (2) 0 0 0

２６ 30 29 29 100.0 8 21 0 0 0

２７ 31 (3) 29 (3) 28 (3) 96.6 (100.0) 8 (3) 20 3 0 1

２３ 33 (3) 27 (2) 25 (2) 92.6 (100.0) 6 19 (2) 5 0 2

２４ 27 (2) 25 (2) 24 (2) 96.0 (100.0) 6 (2) 18 1 0 1

２５ 33 (2) 31 (2) 31 (2) 100.0 (100.0) 11 (2) 20 3 0 0

２６ 33 32 32 100.0 6 26 0 0 0

２７ 29 (2) 27 (2) 27 (2) 100.0 (100.0) 3 24 (2) 0 0 0

２３ 42 (35) 38 (33) 34 (30) 89.5 (90.9) 3 (3) 31 (27) 13 0 4 (3)

２４ 42 (36) 35 (32) 34 (31) 97.1 (96.9) 5 (4) 29 (27) 5 0 1 (1)

２５ 37 (27) 32 (24) 32 (24) 100.0 (100.0) 2 (1) 30 (23) 5 0 0

２６ 36 (33) 34 (31) 34 (31) 100.0 (100.0) 4 (3) 30 (28) 2 0 0

２７ 33 (25) 32 (24) 31 (23) 96.9 (95.8) 3 (1) 28 (22) 6 0 1 (1)

２３ 31 (11) 28 (11) 28 (11) 100.0 (100.0) 6 (1) 22 (10) 2 0 0

２４ 35 (5) 33 (5) 33 (5) 100.0 (100.0) 8 25 (5) 3 1 0

２５ 31 (7) 30 (7) 30 (7) 100.0 (100.0) 1 29 (7) 0 0 0

２６ 31 (6) 28 (5) 25 (5) 89.3 (100.0) 4 (1) 21 (4) 2 0 3

２７ 31 (3) 28 (3) 28 (3) 100.0 (100.0) 6 22 (3) 0 0 0

２３ 165 (55) 152 (52) 146 (49) 96.1 (94.2) 28 (5) 118 (44) 24 0 6 (3)

２４ 149 (47) 138 (43) 136 (42) 98.6 (97.7) 32 (6) 104 (36) 10 1 2 (1)

２５ 156 (38) 148 (35) 148 (35) 100.0 (100.0) 23 (3) 125 (32) 8 0 0

２６ 160 (40) 153 (37) 150 (37) 98.0 (100.0) 27 (5) 123 (32) 5 0 3

２７ 156 (38) 148 (37) 146 (36) 98.6 (97.3) 30 (5) 116 (31) 9 0 2 (1)

注：（　　）内は女性で内数
)数人求(）数業企人求（況状人求

年度

２３

２４

２５

２６

２７

自営

59

301名以上

126

143

126

133

135735

合    計

301名以上

419

269

330

311

64

69

385

53

55

生産技術科

制御技術科

電子技術科

産業ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

情報技術科

818

616

２７

２３

３０１以上

２６

２４

２５ 608

682

求人企業数

自己
開拓

内定率

年度 求人数

　

  　科　名 年度 在籍者 内就職希望者 内定者
従　業　員 従　業　員

未定者
３００以下

5-9  年度別就職状況
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Ｎｏ． 就職先企業名
H24年3月
卒業生

H25年3月
卒業生

H26年3月
卒業生

H27年3月
卒業生

H28年3月
卒業生

卒業生数
計

1 北斗（株） 2 4 1 5 3 15
2 アークシステム（株） 2 3 2 4 3 14
3 （株）ケイテック 3 1 3 2 1 10
4 （株）アルプスビジネスサービス 1 3 5 9
5 NECファシリティーズ（株） 3 1 2 2 1 9
6 （株）テクモ 1 2 2 3 8
7 リペア（株） 2 2 2 2 8
8 ATテクマック（株） 1 2 2 2 7
9 システムワークスジャパン（株） 1 1 1 3 1 7

10 （株）IHI物流産業システム 2 1 3 6
11 （株）エニー 2 1 1 1 1 6
12 川崎自動車工業（株） 1 1 3 1 6
13 （株）サンテック 3 1 1 1 6
14 ジャパニアス（株） 1 1 4 6
15 湘南技術センター(株) 2 1 2 1 6
16 日本ビルコン（株） 2 2 1 1 6
17 共同カイテック（株） 1 2 1 1 5
18 （株）香炉庵 1 3 1 5
19 新日本テクトス（株） 2 3 5
20 ゼネラルエンジニアリング(株) 1 3 1 5
21 日本ギア工業（株） 3 1 1 5
22 ブルーマチックジャパン（株） 1 2 2 5
23 （株）マイスターエンジニアリング 1 1 3 5
24 ムラテックCCS（株） 1 2 1 1 5
25 守谷輸送機工業(株) 1 1 1 2 5
26 ヨコキ（株） 2 1 2 5
27 （株）横浜リテラ 2 2 1 5
28 アルバックテクノ（株） 2 2 4
29 ＭＤＳソリューションズ（株） 2 2 4
30 大森電機工業（株） 1 3 4
31 技研電子（株） 1 2 1 4
32 国際鉄工(株) 1 2 1 4
33 齋藤製罐（株） 2 1 1 4
34 （株）佐々木鉄工所 1 2 1 4
35 JECインターナショナル（株） 2 2 4
36 （株）シンクフォー 1 2 1 4
37 （株）須藤製作所 2 2 4
38 （株）創英 1 1 2 4
39 相洋産業（株） 2 1 1 4
40 タカ電子工業（株） 3 1 4
41 東邦電子（株） 1 1 1 1 4
42 日産自動車（株） 2 1 1 4
43 日本発条（株） 1 3 4
44 (株)富士ダイナミクス 1 3 4
45 （株）丸産技研 2 2 4
46 横浜エレベータ（株） 1 2 1 4
47 その他 109 80 95 94 88 466

計 146 136 148 150 146 726

37 56 53 56 58 260

５－１０　年度別就職企業一覧

5-10  年度別就職企業一覧



ANNUAL REPORT 2016

55

5-11 平成27年度トピックス

● 平成２7年１２月７日（月）　
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　職業能力開発総合大学校　基盤整備センタ
ーが発行する「技能と技術」誌の表紙デザインコンクールが行われました。全国から１１校、１２７作品
の応募があり、産業デザイン科２年　井口まりんさんの作品が最優秀賞を受賞、また、佳作に井上晴
香さん、上野晃平さんの作品が入賞し、12月7日（月）には当校で基盤整備センター普及推進課長　
古沢様より賞状が授与され、最優秀賞作品は平成２８年度の「技能と技術」の表紙を飾りました。

（受賞作品）

● 平成２７年９月１９日（土）～２０日（日）　
　本田宗一郎杯　Hondaエコ マイレッジ チャレンジ2015 第35回全国大会が、ツインリンクもてぎ「ス
ーパースピードウエイ」にて行われ、産業技術短期大学校からはGr.Ⅲ（大学・短大・高専・専門学校ク
ラス）にαチーム、βチームの2台が参加し、αチームが参加85台中10位となる1,028.017ｋｍ/ﾘｯﾄﾙを記
録したほか、βチームも同16位の699.432ｋｍ/ﾘｯﾄﾙを記録しました。

「技能と技術」誌表紙デザインコンクール最優秀賞を受賞！

「エコ マイレッジチャレンジ」で燃費1.000ｋｍ/リットルを突破！
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● 平成２８年２月３日（水）～５日（金）
２月３日から５日の３日間、パシフィコ横浜展示ホールにおいて、今年で３７回目を迎える県内最大級の
工業技術見本市「テクニカルショウヨコハマ２０１６」に出展しました。本校では、「未来につなげる人材
育成」をテーマに学生の卒業研究作品や専任講師研究等の概要について情報発信をしました。 
また、産学連携ワークショップコーナーでは、２月４日に本校職員の臼井副技幹が「媒質中でのインピー
ダンス分布に関する評価」について発表を行いました。

「テクニカルショウヨコハマ２０１6」出展！

● 平成２８年３月９日（水）～１０日（木）
　平成２９年３月卒業予定者を対象に、平成２７年度　職業能力開発情報交流会を、３/９、１０日の２
日間で４回に分けて、昨年を上回る１４６社の企業に参加いただき開催しました。
　緊張感の中にも熱のこもった交流が行われ、早期の内定獲得へ向けて本格的な就職活動がスタ
ートしました。

「職業能力開発情報交流会」開催！



ANNUAL REPORT 2016

57

5-12 かながわエコカー競技大会 
 
 第１０回かながわエコカー競技大会  
 
「かながわエコカー競技大会」は、環境に配慮した省エネ技術の向上を目指すため、エコカーを

研究している県内の大学、高校等が一堂に会し、日ごろの研究の成果を検証するとともに、各団

体の独創的なアイデアや技術を競い合う場として開催するものです。 
 なお、この競技大会については、主催するかながわエコカー競技大会実行委員会において今後の

方向性を検討した結果、第 10 回の区切りの大会をもって終了することとしました。 
 

１ 日     程   平成 27 年 8 月 29 日（土）  

２ 場     所   日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」（横須賀市夏島町１） 

３ 競 技 内 容   50cc エンジンを自作の一人乗りフレームに載せ、平均時速 25km/h 以上で約 

16.4km を走行し、ガソリン１リットルあたりの燃費を競う 

４ 参加団体数   １5 団体 18 車輌 

  県内外の大学、短大、専門学校、高等学校、中学校などが参加 

５ 競 技 結 果   

 チーム名 団体名 燃料消費率

優勝（県知事賞） ジョーホクｓｐｅｃＲ 神奈川県立小田原城北工業高等学校 907.34km/l

準優勝 
（横須賀市長賞） 

Ｔｅａｍ－ｎｉｚｍｏ 
日産自動車㈱座間事業所＆ 

日産自動車㈱テクニカルセンター 
873.52km/l

第 3 位 
（日産自動車賞） 

ジョーホクｓｐｅｃＶ 神奈川県立小田原城北工業高等学校 867.30km/l

特別賞 
（推進協議会会長賞）

横浜市立希望が丘中学校技術部 横浜市立希望が丘中学校  

 

６ 入 場 者 数  450 人（延数、競技参加者等含む） 

７ 主     催  かながわエコカー競技大会実行委員会（事務局：県立産業技術短期大学校内） 

８ 後     援  神奈川県、横須賀市、産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会 

９ 協     賛  日産自動車株式会社  

１０ 協     力  神奈川県立産業技術短期大学校、日産横浜自動車大学校 

 
 

本田宗一郎杯 Honda エコ マイレッジ チャレンジ 2015 第 35 回 全国大会 

開 催 日 2015 年 9 月 19(土)・20 日(日) 

競技会場 ツインリンクもてぎ 「スーパースピードウェイ」 

参加クラス Gr.Ⅲ（大学・短大・高専・専門学校クラス） 

αチーム  成績 参加車両 85 台中 10 位 

燃費 1028.017km/ｌ  25.869km/h 

βチーム  成績 参加車両 85 台中 16 位 

燃費 699.432km/ｌ  27.541km/h  

 

 

5-12  かながわエコカー競技大会
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 かながわエコカー競技大会の歴史  
   

☆第 9 回大会 平成 26 年 8 月 30 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 Team-nizmo 
日産自動車㈱座間事業所＆ 

日産自動車㈱テクニカルセンター 
728.92km/l 

 

☆第 8 回大会 平成 25 年 8 月 24 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 Team-nizmo 
日産自動車㈱座間事業所＆ 

日産自動車㈱テクニカルセンター 
817.21km/l 

 

☆第 7 回大会 平成 24 年 8 月 11 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 小田原城北高校自動車部 神奈川県立小田原城北工業高等学校 787.67km/l 

 

☆第 6 回大会 平成 23 年 8 月 27 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 平塚工科高校社会部 神奈川県立平塚工科高等学校 1,526.73km/l

 

☆第 5 回大会 平成 22 年 8 月 28 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」 

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 産業短大ワンリッター 神奈川県立産業技術短期大学校 966.44km/l 

 

☆第 4 回大会 平成 21 年 8 月 29 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 平塚工科高校社会部 神奈川県立平塚工科高等学校 1,268.11km/l

 

☆第 3 回大会 平成 20 年 8 月 30 日（土）    日産自動車㈱追浜工場「GRANDRIVE」 

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 Team-nizmo 
日産自動車㈱座間事業所＆ 

日産自動車㈱テクニカルセンター 
914.28km/l 

 

☆第 2 回大会 平成 19 年 8 月 25 日（土）    神奈川県運転免許試験場特設コース  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 日産横浜自動車大学校 with 安部 日産横浜自動車大学校 329.13km/l 

 

☆第 1 回大会 平成 18 年 8 月 5 日（土）    神奈川県運転免許試験場特設コース  

 チーム名 団体名 燃料消費率 

優勝 小田原城北工業高等学校自動車部Ａ 神奈川県立小田原城北工業高等学校 264.72km/l 
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5-13 若年者ものづくり競技大会 
 

第１０回若年者ものづくり競技大会 

「若年者ものづくり競技大会」は，技能を習得中の 20 歳以下の若年者に、ものづくり技能に対

する意識を高め、技能習得の目標を与え、技能を競う場として開催されている競技会です。 
第１０回大会は平成２７年７月２８（火）～２９日（水）に山形ビッグウイングをメイン会場

に滋賀県の会場も含め、全４会場で１４職種の競技が実施されました。当校からは４職種に３学

科６名の学生が挑戦しました。なお、「グラフィックデザイン」職種に参加した本橋さんが敢闘賞を受

賞しました。 
「全国の若者と競いたい」という高い志をもって、放課後に残って練習をして自己のスキルを

高めた学生にとっては、何事にも代え難い貴重な経験を積んだことと思います。 
「旋盤」職種 「機械製図（ＣＡＤ）」職種 
生産技術科 生産技術科 

   奥村 悠哉 さん    金野 誠 さん 

   渡邊 竜也 さん 

 
 
 
 
 
 
 
 

日頃の練習の成果を発揮する選手 

 
 
 
 
 
 
 
 
当日発表の課題を前に真剣に取り組む二人 

 
「電子回路組立て」職種 「グラフィックデザイン」職種 

電子技術科 産業デザイン科 
   三宅 雅士 さん 

 

  佐野 志帆 さん 

  本橋 愛加 さん（敢闘賞） 

 
 
 
 
 
 
 
 

組立て課題を製作中 

 
 
 
 
 
 
 
 

競技の様子と、敢闘賞を受賞した作品 

5-13  若年者ものづくり競技大会
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5-14 公開講座（グッドヒューマンネットワーク講座）

　通常総会、産業人材育成事業において、企業やさまざまな分野で活躍された方を講師としてお招きし、業
界での最新事情やその体験などをお話いただき、運営に際しての支援を行っております。

■第24回　平成27 年 6月17日（水）　
　講　 師 ： 吉田　尚記　氏（ニッポン放送アナウンサー）
　テーマ  ： 「コミュニケーションの極意」

■第25回　平成27 年12月10日（木）　
　講　 師 ： 篠原　雅尚　氏（東京大学地震研究所　観測開発基盤センター）
　テーマ  ： 「新技術で進展する海域における地震・津波観測」

【過去の実施状況】
・ 第1回 ： 浅賀敏則氏（国際ラリードライバー）「苦難から夢の実現」～世界一過酷なパリダカールラリーへの挑戦～
・ 第２回 ： 藤島　昭氏（財団法人神奈川科学技術アカデミー理事長）「科学技術の大切さと面白さ～光触媒を例にして」
・ 第３回 ： 野村東太氏（ものつくり大学学長）「ものつくりの魅力と将来」
・ 第4回 ： 林家久蔵氏（落語家）「ビジネスマナーに一味“気働き”」
・ 第5回 ： 三木彬生氏（神奈川臨海鉄道）日下部進氏（三菱商事）「“Suicaカード”プロジェクトのエピソード」
・ 第6回 ： 平松庚三氏（㈱ライブドアホールディングス代表取締役）「Promoto Yourself、自分を商品として磨く」
・ 第7回 ： 寺垣　武氏（キャノン生産本部技術顧問）「原点に戻ろう“認識からの出発”」
・ 第8回 ： 菊山紀彦氏（宇宙アカデミーきくやま代表）「ものづくりの視点からのロケット開発と運用」
・ 第9回 ： 久多良木健氏（㈱ソニー・コンピュータエンタテインメント名誉会長）「プレイステーション　誕生の夢」
・第10回 ： 斧　隆夫氏（パナソニックサイクル㈱顧問）「自転車に懸けた夢」
・第11回 ： 大槻　正氏（㈱ニコン映像カンパニー付）「ロボットを通してのものづくり」
・第12回 ： 工藤一郎氏（スバルテクニカインターナショナル㈱顧問）「自動車開発の現場から」～電気自動車の現在と未来～
・第13回 ： 吉田暁央氏（元ラジオ福島、スポーツ実況アナウンサー）「会話を通して新しい自分の発見」
・第14回 ： 森　健一氏（東京理科大学大学院教授、元㈱東芝常務取締役）
　　　　　　　　　 「日本語のワードプロセッサーの開発」～なぜワープロ開発したか、困難をどう克服したか～

・第15回 ： 姉川尚史氏（東京電力㈱技術開発研究所　電動推進グループマネージャー）
　　　　　　　　　 「電気自動車の普及を目指して」～原子力からの転進と電気自動車へ挑戦～

・第16回 ： 長谷川弘氏（技術研究組合ＦＣ-Ｃubic電動推進グループマネージャー）「我が国の燃料電池車開発の現状と未来」
・第17回 ： 村上　洋氏（産業技術短期大学校指導課　主査）「その状況で促される成長」～非日常的な現実の中～
・第18回 ： 松田良夫氏（東レ㈱研究本部研究・開発企画部　主幹担当部長）
　　　　　　　　　 「先端材料こそ地球を救う」～東レの研究・開発戦略～

・第19回 ： 久住昌之氏（漫画家・音楽家）「表現における自由と不自由」
・第20回 ： 根日屋英之氏（㈱アンプレット代表取締役）「未来コミュニケーションツール」～人体通信最前線～
・第21回 ： 大嶋龍男氏（ＪＡＸＡ広報部特任担当役）「宇宙開発の可能性と未来」～日本のロケット開発と実用衛星の開発～
・第22回 ： 森下　信氏（横浜国立大学教授　環境情報研究院長　環境情報学府長　工学博士）「最先端ロボット開発の現状と将来像」
　　　　 天野久徳氏（消防庁消防研究センター特別上席研究官　博士（情報学））
　　　　　　　　　 「消防活動におけるロボット技術の活用」

・第23回 ： 岩崎育夫氏（森永製菓㈱コーポレートコミュニケーション部広告グループデジタルコミュニケーション担当）
　　　　　　　　　 「ｗeb動画を活用したコミュニケーション戦略」
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5-15  平成27年度　年間行事

月　　　　日 行  事  内  容 対 象

４月６日（月） 入学式（新入生１９０名　うち男性１３９名、女性５１名） １年生

４月６日（月） オリエンテーション ２年生

４月７日（火）～１0日（金） オリエンテーション １年生

４月２２日（水） 防災避難訓練 学生・職員

６月１３日（土） スポーツフェスティバル 学生

７月８日（水） 開校記念日

７月１５日（水） 就職等説明会（保護者対象）（参加者　５０人） 一般・高校生・高校生保護者

７月１７日（金） 授業公開（参加者　２人） 一般・高校生・高校生保護者

８月３日（月）～８月２８日（金） 夏季休業　　休業期間中　企業実習（インターンシップ） 学生

１０月３１日（土） 文化祭（参加者　約１,０００人） 学生・一般

１１月1２日（木） 公募推薦入学選抜試験

１１月２５日（水） 防災避難訓練 学生・職員

１２月８日（火） 健康診断 学生

１２月２８日（月）～１月５日（火） 冬季休業 学生

１月１３日（水） 就職ガイダンス １年生

１月１８日（月）～２７日（水） 総合技能演習・技能照査試験・企業実習（インターンシップ） 学生

１月２８日（木） 一般入学選抜試験

２月１０日（水）～２月１９日（金） 卒業研究発表 ２年生

３月１７日（木） 卒業式（卒業生　１５０名   うち男性１１２名、女性３８名） ２年生

３月１８日（金）～４月４日（月） 春季休業 在校生

３月２３日（水） 進級発表 １年生

就職説明会

　５月２１日（木）・２２日（金）
合同企業説明会（参加企業：推進協加盟企業 ７５社、推進協以外の企
業 ８１社）

２年生

　２月２３日（火）
企業人事担当者説明会（参加企業：推進協加盟企業８２社、推進協以
外の企業　７９社）

１年生

　３月９日（水）・１０日（木） 情報交流会（参加企業：推進協加盟企業　１４６社） １年生

公開講座
　６月１７日（水） グッドヒューマンネットワーク講座（吉田 尚記　講師） 学生・一般

１２月１０日（木） グッドヒューマンネットワーク講座（篠原 雅尚　講師） 学生・一般

オープンキャンパス
　６月２０日（土） オープンキャンパス（第１回学校説明会）（参加者１００人） 一般・高校生・高校生保護者

　７月１７日（金） オープンキャンパス（第２回学校説明会）（参加者　２８人） 一般・高校生・高校生保護者

　８月７日（金） オープンキャンパス（第３回学校説明会）（参加者　８４人） 一般・高校生・高校生保護者

１０月１０日（土） オープンキャンパス（第４回学校説明会）（参加者　２９人） 一般・高校生・高校生保護者

１２月１８日（金） オープンキャンパス（第５回学校説明会）（参加者　３６人） 一般・高校生・高校生保護者

　７月１１日（土） オープンキャンパス（第１回１日エンジニアセミナー）（参加者　４４人） 高校生・高校生保護者

　７月２５日（土） オープンキャンパス（第２回１日エンジニアセミナー）（参加者　５６人） 高校生・高校生保護者

　８月２１日（金） オープンキャンパス（第３回１日エンジニアセミナー）（参加者　４９人） 高校生・高校生保護者

5-15 平成２７年度　年　間　行　事
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５-16  企業在職者のための能力開発施設としての機能 

（１） 事業の概要 

本校は、専門課程の高度職業訓練の実施と共に、本県の職業能力開発を推進する中核施設として、職業

技術の高度化に対応する企業在職者のための能力開発や、施設の利用援助事業を実施しています。 

 

（２）在職者等訓練事業の計画と実績 

   企業の在職者を対象に、メニュー型及びオーダー型の専門短期過程の高度職業訓練を実施している。  

  ・メニュー型・・・「スキルアップセミナーガイド 201６」やホームページ等で広報を行い、機械、制

御、電子、情報、デザインの各分野及び、管理・経営・階層別の 2 日間又は 4 日

間のセミナーを実施しています。 

  ・オーダー型・・・企業の方々からの相談に応じて、受講者の要望にそった内容のセミナーを企画し実

施しています。 

（数字は延べ人数） 

職系・科名 平成 28 年度計画 
平成 27 年度 

計画 実績 

生産技術科   140（ 130、 10）   140（ 130、 10）   100（ 98、  2） 

制御技術科     120（ 110、 10）   120（ 110、 10）    64（ 64、  0） 

電子技術科     130（ 120、 10）   130（ 120、 10）    87（ 87、  0） 

産業デザイン科   140（ 130、 10）   140（ 130、 10）   117（117、  0） 

情報技術科     370（ 120、250）   370（ 120、250）   286（ 68、218） 

生産管理系     600（ 600、  0）   600（ 600、  0）   589（589、  0） 

合 計 1,500（1,210、290） 1,500（1,210、290） 1,243（1023、220） 
                       ※（）内の数字は、（メニュー型、オーダー型）の内数 

  

（３） 施設の利用援助事業 

法に基づき、事業主などが行う職業訓練・技能検定等に対し、その実情に応じて必要な援助等を行って

います。 

・事業内職業訓練に関する援助・・・神奈川県塗装技能訓練校 他３団体 

・技能検定等に関する援助・・・（一社）神奈川県プラスチック工業会 他 
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5-17 人材育成支援センターでの取組 

本校は、専門課程の高度職業訓練の実施と並んで、本県の職業能力開発を推進する中核施設としての機

能を実施するため、平成 16 年度に「かながわ人材育成支援センター」を新たに設置し、求職者、在職者、

企業等を対象に、教育訓練資源を有する団体等のネットワーク（かながわ人材育成支援ネットワーク）の

協力のもと、民間と公共が連携して職業能力開発を推進しています。人材育成支援センターは、平成 19 年

4月の県藤沢合同庁舎への移転を経て、平成 26 年４月から本校「人材育成支援課」内で事業を展開してい

ます。 

（１） 概念図 

 

ク 報
提

産業技術短期大学校人材育成支援センター 概念図

●公共職業能力開発施設
●認定職業能力開発施設

●県・市
●能力開発推進団体

●大学
●専修・各種学校

●ＮＰＯ
（職業能力開発関係）

●人材ビジネス企業等

■能力開発を求める求職者・中小企業に対して

公共と民間が有する教育訓練に関する情報（施設、指導人材、ノウハウ等）の提供や相談等を行う

ことにより、主体的な能力開発を支援

設置主旨：公共と民間とが連携し、社会全体で職業能力開発を推進するための中核的機能として設置(H16)

中小企業の人材育成支援

・オーダー型在職者訓練の
コーディネート

・指導人材紹介等

機能 １

機能 ２

機能 ３

公共職業訓練の実施
・委託訓練の実施

会員構成

教育訓練に関する情報提供

・求職者ポータルサイトの運営
・職業訓練説明会の開催

かながわ人材育成
支援ネットワーク

幹事会

職業訓練カリキュラム等開発研究会

■公共・民間の中堅実務者の参画により、人材育成支援センター事業を推進。
○ネットワークの連携及び充実方策に関して協議する
○教育訓練資源の情報提供や、職業能力開発に係る調査、研究、開発に係る事業

の運営に関して、支援センターの求めに応じて助言する。
○ネットワークへの入会を承認する。

■公共・民間の実務者の参画により、共同してプロジェクトを推進。

■能力開発実施機関に対して
公共と民間が共同して職業訓練カリキュラム等の開発・調査研究等を行い、就職に結びつく能力開
発や効果的な従業員教育が実施できるよう支援

推

進

体

制

助言

人
材
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
と
の
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携
を
充

実
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
方
法

と
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同
事
業
の
企
画
、
そ
の
成
果
還

元
を
推
進
。

機能 ４

機能 ５

公民連携プロジェクトの推進

・民間・公共連携による職業
訓練カリキュラム等の研究
開発

職業訓練の支援

・職業訓練指導員研修
・教材等関連資料管理、提供

能
力
開
発
を
求
め
る
企
業
・
人

中小企業

求職者

在職者

かながわ人材
育成推進企

業ﾈｯﾄﾜｰｸ
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（２）平成２７年度事業実施状況 

                                

主な事業 平成２６年度 平成２７年度 

ア 公民連携プロジェクトの推進事業 

・ 公共･民間の共同による調査研究･開発の分科会開催件数 

・ 産業人材育成フォーラムの参加者数 

 

３テーマ ４回 

２回 448 名 

２テーマ１１回

３回 551 名

イ 公共職業訓練の実施 

・ 離職者等委託訓練 受講者数（資格取得） 

・ 離職者等委託訓練 受講者数（即戦力） 

・ 離職者等委託訓練 受講者数（求人セット型） 

・ 就職活動に困難性を有する学生等に対する委託訓練受講者数

 

３ｺｰｽ     37 名 

106 ｺｰｽ  2,143 名 

－ 

－ 

 

４ｺｰｽ    41 名

89 ｺｰｽ 1,700 名

２ｺｰｽ   ６名

１ｺｰｽ   ８名

ウ 中小企業の人材育成支援事業 

・ オーダー型在職者訓練のコーディネート件数  

・ オーダー型在職者訓練実施講座数 

・ 指導人材や教材提供等の相談や紹介件数 

  

1,066 件  

81 件  

65 件  

 

1,298 件 

 95 件 

７件 

エ 教育訓練に関する情報提供事業 

・ かながわ人材育成支援ネットワーク会員数 

・かながわ人材育成推進企業ネットワークへの登録件数 

・ ホームページを利用した職業能力開発情報等の登録・提供件数 

・ ハローワークにおける職業訓練説明会への参加者数 

・ 能力開発スタッフバンクへの登録者数（平成28年４月30日をもって廃止） 

 

233 会員 

526 企業 

206,394ページ 

110回 1,232名  

49人 

236 会員 

527 企業 

253,987ページ 

102回 1,257名 

49人 

オ 職業訓練の支援事業 

・職業訓練指導員研修の受講者数（主催集合研修） 

・職業訓練指導員研修の受講者数（他主催研修への参加） 

 

  ６ｺｰｽ 322 名 

 89 ｺｰｽ  257 名  

７ｺｰｽ   412 名 

88 ｺｰｽ   299 名 

 
 

（３）主な平成２８年度事業計画 

平成２４年度～25年度に実施された神奈川県緊急財政対策において、人材育成支援センターの見直しが

検討され、平成２６年度に当センターの事業を前ページ概念図のとおり再構築した。 

ア 公民連携プロジェクトの推進事業 

・ 職業訓練カリキュラム等開発研究会 

かながわ人材育成推進企業ネットワーク等の民間企業や公共職業能力開発施設からのニーズにより、県

が行う職業訓練カリキュラムの開発等の調査研究を行う。今年度は２コース程度の職業訓練カリキュラム

の開発を行うとともに今後の開発研究方針を併せて検討する。また、平成２５年度に設置した女性管理職

カリキュラム開発分科会、平成２６、２７年度に設置した管理者研修分科会及びメンタルヘルス研修カリ

キュラム開発分科会で開発したモデルカリキュラムを活用して、平成２８年度のスキルアップセミナーを

実施する。 

・ 産業人材育成フォーラム 

職業能力開発に関する意識啓蒙や教育訓練に関する情報を広く提供するため、企業関係者やかながわ人

材育成支援ネットワーク会員をはじめとして在職者、求職者等広く県民に情報提供するためにフォーラム

を年2回開催する。   

イ 公共職業訓練の実施（離職者等委託訓練事業） 

雇用情勢が引き続き厳しい状況の中で、職業能力の開発を必要とする求職者が急増していることから、

求職者が職業訓練を受講する機会の確保・拡大を図り、再就職を促進する目的で、職業能力の開発及び向

上について適切と認められた民間教育訓練機関等に委託して、国庫委託事業として職業訓練を実施する。 
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訓練コース 訓練期間 開講時期 コース数 定 員 

介護福祉士養成コース ２年間 ４月 ４ ６０名

保育士養成コース ２年間 ４月 ２ ４０名

知識等習得コース ３ヶ月 ７、９、1１、1月 ７５ ２,２２９名

育児等との両立に配慮した 

再就職支援コース 
３ヶ月 １１、１月 ４ ８０名

定住外国人向け職業訓練コース ３ヶ月 １月 １ １0名

日本版デュアルシステム 

座学先行コース（企業研修付き） 

座学 ３ヶ月＋ 

企業実習１ヶ月
７、１１月 ２ ６０名

建設人材育成コース １,2,３ヶ月 １１月 １ １５名

合計 ８９ ２,４９４名

 

ウ 中小企業の人材育成支援事業 

・ オーダー型在職者訓練コーディネート 

計画的な職業訓練の実施が困難な中小企業等からの相談に応じて、訓練プログラムの作成支援や実施機

関、指導者の紹介などの調整を行う。在職者訓練コーディネータ４名が県内中小企業を訪問して事業を推

進する。 

エ 教育訓練に関する情報提供事業 

・ 求職ポータルサイトの創設、運営 

前年に引き続き民間・公共の教育訓練資源情報(講習会、施設、教材、カリキュラム等)を一元化してイ

ンターネット等で情報提供するとともに、人材育成支援センターのホームページに求職者が目的や段階に

応じて適職相談や就職対策講座、職業訓練相談などの情報を取得できるポータルサイトを運営する。 

・ 職業訓練説明会の開催 

求職者等へのキャリア支援のため、公共職業安定所等において職業訓練説明会を開催し、公共職業訓練

実施情報の提供及び職業訓練受講相談を行う。 

・ 能力開発スタッフバンク 

職業技術校等での職業能力開発における指導体制の強化のために登録された講師情報を職業技術校等へ

提供していたが、平成28年４月 30日をもって廃止した。 

オ 職業訓練の支援 

・ 職業訓練指導員研修 

技術の進展や産業構造の変化、労働者の高齢化に伴い、高度化・多様化する訓練ニーズに対応するため、

公共の職業訓練指導員の資質と技術の向上を目的として、職業訓練指導員研修を実施する。 

・ 職業訓練に係る教材等関係資料の管理、運営、提供  

人材育成支援センターで保有・保管する職業訓練教材・研究開発成果等職業能力開発関係資料を管理し、

関係各機関からの要請により、貸し出し・提供等運営を行う。 

・ 訓練単位の登録及び管理 

神奈川方式の訓練単位について、各総合職業技術校及び神奈川障害者職業能力開発校からの要請により、

登録・保管・提供を行う。（審査については暫定措置中） 
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6. 産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会

施設見学会「日産ヘリテージコレクション」  平成27年7月1日

施設見学会「日本電産㈱中央モーター基礎技術研究所」  平成27年12月2日

「テクニカルショウヨコハマ２０１６」 出展 平成28年2月3日～5日
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6-1 会の沿革 
 
当協議会は、昭和５４年５月、「神奈川県立技能訓練センター職業訓練推進協議

会」として設立、以後、県行政組織の変更に合わせ改称を行い現在に至っています。 
 
 
神奈川県立技能訓練センター     横浜高等職業技術校         産業技術短期大学校 

職業訓練推進協議会         職業能力開発推進協議会       職業能力開発推進協議会 

（昭和５４年５月１５日設立）    （昭和６１年４月改称）       （平成７年４月改称） 

 

 

6-2 会の目的 
この協議会は、県立産業技術短期大学校が実施する職業能力の開発、向上等につ

いて、広く協議し県内産業の振興に寄与するため、社会情勢に即した職業能力開発

の円滑な実施と推進に資することを目的としています。 
 

6-3 入会の特典 
● 当校の就職状況やカリキュラムなどについて職員との意見交換ができます。 
● 年間約７０講座の社員教育向けセミナー（有料）情報が得られます。 
● 企業会員相互の交流や人材育成向上のために企業見学、講演を行います。（無料） 
● 人材育成支援センターから人材育成関連情報を得られます。 
● 従業員研修や人材育成、技術開発についての相談が受けられます。 
 

6-4 事業内容 
短大校活動支援事業   産業人材育成事業     企業間異業種交流事業 
●就職活動支援     ●施設見学会       ●講演会 
●短大校教育活動支援  ●会員企業優良従業員表彰 ●企業間異業種交流 
●公開講座        
 

 

6-1 会の沿革

6-2 会の目的

6-3 入会の特典

6-4 事業内容
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月 日 曜日 事       業       名

4 6 月 短大校入学式（安藤会長、秋本副会長）

第１回理事会 （出席13名中：理事 11名、監事2名）

通常総会　（出席者：68名　議決会員 44会員、委任状 131会員）

会員企業優良従業員表彰（10社10名） (出席者　10名)
　①アークシステム(株) ②(株)オオヤマフーズマシナリー ③(株)ケイテック ④ (株)佐々木鉄工所 ⑤山協
印刷(株)　⑥(株)ジェイエスピー　⑦東富士電機(株)　⑧ニッパ(株)　⑨(株)丸産技研　⑩ヨコキ(株)

講演会
　演題：「ＩＨＩのものづくり技術」
  講師：石戸利典氏（(株)ＩＨＩ　代表取締役副社長）
　受講者：合計 72名　（会員顧問参与 65名、事務局 7名）

第１回異業種交流会　（参加者55名=会員顧問参与43名+表彰者2名+講師1名+来賓1名+事務局3名+職
員5名）
　会場：洋食じゅり

21～22 木～金 合同企業説明会（参加申込み：会員106社/全体222社）（参加：会員75社/全体156社）

6 17 水
第24回グッドヒューマンネットワーク講座（人材育成フォーラム同時開催）
　演題：「コミュニケーションの極意」　　　講師：吉田尚記氏（ニッポン放送アナウンサー）
　受講者：211名（会員2名　一般34名、短大校2年生151名、短大職員24名)

1 水
施設見学会  日産記念庫(日産ヘリテージコレクション)
　　（参加者47名 ：会員32社 41名＋事務局6名）

13 月 「アニュアルレポート2015」の発行　（800部）

15 水 神奈川県職業能力開発推進団体情報交換会（東部校開催）

8/3～28 月～金 企業実習（インターンシップ）受け入れ期間　（会員34社,学生95人/全体56社,学生151人）

29 土
第10回かながわエコカー競技大会後援（日産自動車追浜工場 GRANDRIVE）
　参加：15団体22台、短大2チーム6,8位、  来場者:389名

第２回理事会　（出席14名中：理事12名、監事2名）

短大校運営状況報告（荻田校長）
講演会
　演題：「ビジネスとしての石油・天然ガスの安定供給」
　講師：　板野和彦 氏　（サハリン石油ガス開発㈱常務取締役、国際石油開発帝石㈱嘱託）
  受講者：合計57名（会員32名、会員外1名、事務局12名、短大職員12名）

第２回異業種交流会　（参加者40名＝会員25名+会員外1名＋講師1名+短大校職員13名）

10 31 土 短大校文化祭 （参加者 1,086 名）

11 9 月

OneDayプレミアムセミナー　（中堅社員、管理職候補者、課長ｸﾗｽのﾐﾄﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ対象の1日研修会）
　①管理職研修　　　講師：郷原正氏（東横化学㈱企画室ﾘｰﾀﾞｰ）
　②特別講演　　　 　講師：土生 哲也氏（土生特許事務所　弁理士）
　　受講者①会員15名 +参加者②10名（会長+校長+事務局4名+短大校4名）、会場：ランドマークタワー
会議室

施設見学会(日本電産(株)中央モーター基礎技術研究所、かわさきエコ暮らし未来館)
　　（参加者30名 ＝ 会員24名 +  顧問1名 + 参与2名 +  事務局3名）

第３回異業種交流会　（参加者20名 ＝ 会員15名 +  顧問1名 + 参与2名 +  事務局2名）

10 木

第25回グッドヒューマンネットワーク講座
　演題： 「新技術で進展する海域における地震・津波観測」
　講師：  東京大学地震研究所　観測開発基盤センター　篠原雅尚教授
　受講者：185名（1年生164名+会員1名+職員20名)

18～27 月～水 企業実習（インターンシップ）受け入れ期間 （会員27社91人/全体45社130人）

3～5 水～金 テクニカルショウヨコハマ２０１６出展 　3日間　全入場者数 28,289人、出展者数 595社・団体

4 木 第３回理事会　（出席者14名中： 理事12名、監事2出席）　会場：ランドマークタワー会議室

9,10 水、木
職業能力開発情報交流会(合同企業説明会)
 （申込み：149社、参加：146社）

17 木 「推進協だより（第5号）」の発行　（1000部）

短大校卒業式
　（会長賞表彰5名、卒業制作・研究優秀賞表彰5名、自治会活動功労賞8名）

産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会審査会（会員企業優良従業員表彰10名）

　

3

17 木

2

10

1

6-5 平成27年度事業実施報告
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6‐6 平成27年度事業報告 
１ 事業実績 
（１） 産業人材育成事業 

会員企業優良従業員表彰や短大校の教育内容を報告する「短大校運営状況報告」等を実施しまし

た。 

① 「会員企業優良従業員表彰の実施」 （5/15） （10 会員 10 名） 

・アークシステム株式会社  小白井 政道 様 

・株式会社オオヤマフーズマシナリー 鑓水 浩一 様 

・株式会社ケイテック   木元 真樹 様 

・株式会社佐々木鉄工所  大鍛治 大介 様 

・山協印刷株式会社   冨田 恵里香 様 

・株式会社ジェイエスピー  土屋 幸治 様 

・東富士電機株式会社   濱口  昇 様 

・ニッパ株式会社   根岸 利樹 様 

・株式会社丸産技研   小山 明博 様 

・ヨコキ株式会社   板場 尊史 様 

② 「合同企業説明会」 （5/21～22） 参加 75 社/全 156 社 

③ 「施設見学会」  日産記念車庫（日産ヘリテージコレクション） （7/1） 参加者 47名     

④ 「短大校運営状況報告」 （9/10）  参加者 57 名 

・組織、学科人材育成の狙い、就職状況と対策、地域・企業とのコラボレーション 等 

   【講師】 産業技術短期大学校 校長 荻田 浩司    

⑤ OneDay プレミアムセミナー「管理職のための基礎力向上講座」（11/9） 参加者 25 名 

【研修講師】 郷原正氏（東横化学㈱企画室ﾘｰﾀﾞｰ）、 

【特別講演講師】土生哲也氏（土生特許事務所 弁理士） 

⑥ 「施設見学会」（12/2） 日本電産㈱中央モーター基礎技術研究所、かわさきエコ暮らし未来館 

参加者 30 名 

 

（２） 短大校活動支援事業 
短大校生の就職活動や短大校の教育訓練活動を支援しました。 

① 「第 24 回グッドヒューマンネットワーク講座（人材育成ﾌｫｰﾗﾑ同時開催）」(6/17）参加者 211名 

・「コミュニケーションの極意」  

【講師】 吉田尚記氏（ニッポン放送アナウンサー） 

【概要】 人の話を聞き人の話を引き出すコミュニケーション技術の極意について講演。 

② 「第 25 回グッドヒューマンネットワーク講座」（12/10） 参加者 185名 

  ・「新技術で進展する海域における地震・津波観測」 

【講師】 篠原雅尚教授（東京大学地震研究所 観測開発基盤センター）  

【概要】 海洋域で発生する地震、津波の観測に関する最新の取組について講演。 

③ 短大校生教育活動支援 

・第１０回かながわエコカー競技大会への後援 （8/29）22 チーム出場、来場者 389 名 

結果: 短大校より 2 チーム出場 （6 位，8 位） 

・Honda エコマイレッジチャレンジ 2015 （9/19,20）   

結果: 短大校より 2 チーム出場 （10 位、16 位） 

・全国製造業コマ大戦 Freshman’s Cup 昭和精工場所（2/13） 

結果: 短大校より 1 チーム 1 名出場  

・文化祭(地域技能展)への協賛、推進協議会コーナーの出展 （10/31）  来場者数 1,086 名 

・優秀感想文（10 名）、優秀安全標語等表彰副賞補助（10 名） 

・会長賞表彰 （5 名）、 自治会活動功労賞（7 名）、 卒業製作・研究優秀賞表彰 （5 名）  

④ アニュアルレポート 2015(短大校・推進協事業報告)の作成・配布 800 部 （7 月) 

⑤ テクニカルショウヨコハマ 2016 への出展 （2/3～5） 

⑥ 職業能力開発情報交流会 （3/9,10）  参加 146 社（申込み 149 社) 

⑦ 短大校の企業実習の受入協力 

6-6  平成27年度事業報告
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   企業数： 8 月期 （34社/全 56 社）、1 月期 （28社/全 47 社）  

⑧ 入学式（4/6）会長・副会長、 卒業式（3/17）会長・副会長来賓として出席 

 

（３） 企業間異業種交流事業 
人材育成における会員相互及び、会員以外等も含めた情報交流の推進を目的に実施しました。 

① 異業種交流会  全 3 回 計 115 名参加 

参加会員の事業概要並びに企業情報等について交流 

第 1 回（5/15）55 名、  第 2 回（9/10）40 名、  第 3 回（12/2）20 名 

② 講演会 

・ 「ＩＨＩのものづくり技術」   （5/15 総会時）  参加者 72 名 

【講師】石戸利典氏（(株)ＩＨＩ 代表取締役副社長） 

【概要】航空機エンジンの技術開発や国際共同開発に携われた経験から、ものづくり技術開

発の成長、改善、発展に欠かせない多くの事例を交えた講演。 

・ 「ビジネスとしての石油・天然ガスの安定供給」 （9/10 短大校運営状況報告） 参加者 57名 

【講師】板野和彦 氏 （サハリン石油ガス開発㈱常務取締役、国際石油開発帝石㈱嘱託） 

【概要】石油・天然ガス事業のグローバルな視点でのビジネス展開と、近年話題のシェール革

命に関する講演。 

 

（４） その他 

① 第２回神奈川県職業能力開発推進団体情報交換会の開催 

（7/15 安藤会長、野中副会長、秋本副会長出席) 

② 推進協議会だより（第５号）の発行 （3 月） 

 

２ 協議会運営 
（１） 諸会議 

会運営のための諸会議を開催しました。 

① 通常総会 5/15 （68 会員出席、委任状 131 会員） 

② 理事会 

第１回理事会 5/15 （理事 11 名、監事 2名 出席） 

第２回理事会 9/10 （理事 12 名、監事 2 名 出席） 

第３回理事会 2/4  （理事 12 名、監事 2 名 出席） 

（２） 運営整備等強化 

      ① 推進協議会広報コーナーの整備 （１１月） 

    新たに 1 会員（大船熱錬株式会社）の製品を展示 

 
３ 会員の動向 

平成 27 年度 （平成 27 年 4 月  1 日現在） 272 会員 

（平成 28 年 3 月 31 日現在） 286 会員 

【新規会員】  31 社  

㈱アイ・ピー・エル、㈱アテック横浜営業所、㈱アビスト東日本事業部、アルバックテクノ㈱、㈱アルプス

技研、㈱アンフェイク、㈱エジソン、㈲エステー精工、㈱エリントシステム、㈱大塚鉄工所、大船熱錬㈱、

㈱クロステック、㈱コバヤシ精密工業、㈱コンテック、㈱三進社、サンプラス㈱、三和工機㈱、㈱シミズ・ビ

ルライフケア、㈱ゼネット、大成技研㈱、太陽電音㈱、東京スリーブ㈱、㈱東京ダイス、東京冷機工業㈱、

東横化学㈱、日本クロージャー㈱金型事業センター、㈱日本コンサルティング、㈱富士テクノソリューショ

ンズ、㈱マグトロニクス、㈱ミクニ小田原事業所、㈱ヨコレイ    （以上、五十音順） 

 

【退会会員】  17 社  
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6‐7  講演会  
通常総会、産業人材育成事業において、企業やさまざまな分野で活躍された方を講師としてお

招きし、業界での最新事情やその体験などをお話いただき、運営に際しての支援を行っておりま

す。 

平成２７年度実施状況 

講  師   石戸 利典 氏 （株式会社ＩＨＩ 代表取締役副社長） 

テーマ   「ＩＨＩのものづくり技術」 

航空機エンジンの技術開発や国際共同開発に携わった経験についての取組み事例や生

産システムの改善例、また、東日本大震災による工場操業停止から得た教訓について講

演。 

講  師   板野 和彦 氏 （サハリン石油ガス開発株式会社 常務取締役） 

テーマ   「ビジネスとしての石油・天然ガスの安定供給」 

一時エネルギーの中心的役割を担う石油・天然ガスをどのように安定供給するのか、様々

な疑問をグローバルに展開される石油ビジネスの観点から解き明かし、新しい安定供給の

あり方について講演。 

（過去の実施状況）

平成２６年度 

・松本 洋 氏 （エーピーアイ コンサルタンツ株式会社 代表取締役社長）「できる社員と組織の育て方」 

・青木 素直 氏 （三菱重工業株式会社 特別顧問）「受注品製造業がグローバル競争で勝ち残るための変革処方箋」 

平成２５年度 

・山口 耕司 氏 （有限会社オービタルエンジニアリング 取締役社長）「宇宙技術をベースとした産学連携もの

づくり」～氷上最速リュージュの開発他～ 

・神余 隆博 氏 （関西学院大学副学長（元駐ドイツ大使））「これからの日本の進路とグローバル人材」 

平成２４年度  

・黒川 高明 氏（元東芝硝子㈱ 社長）「ガラスとともに５８年」 

・松下 信武 氏（ゾム㈱ 代表取締役社長）「成果をあげる人材をどのように育成すればよいか」 

平成２３年度 

・高橋 透氏（㈱ニューチャーネットワークス 代表取締役・上智大学経済学部 非常勤講師）「日本復興の原点・

ベンチャー精神」 

・大沼 満氏（㈱テルモ 顧問） 「企業における環境問題」 

・木下 茂氏（アイメックス特許事務所 所長） 「中小企業の知財戦略」 

・鈴木 一義氏（独立行政法人国立科学博物館 理工学研究部 グループ長）「ものづくり」から「ＭＯＮＯＤＺＵ

ＫＵＲＩ」へ 

平成２２年度 

・溝口 哲也 氏（東京工業大学経営工学 大学院非常勤講師）「新規事業創出 世界初のノート 

PC Dyna Book,ﾊﾟｰｿﾅﾙﾜｰﾌﾟﾛ RUPO などの開発」～ 物つくり、人つくり、組織つくりのポイント ～ 

・酒井 孝寿 氏（㈱日立産機システム 主任技師）「スマートグリッドの動向と社会・産業エネルギーソリューシ

ョンのご紹介」～省エネルギーと新エネルギーの利用で地球の未来を考えよう～ 

・若山 忠氏（元東芝セラミックス㈱ 代表取締役専務）「営業人材の育成」～ 日本的営業は海外で通用するか？ ～ 

6-7 講演会（過去の実施状況）
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6-8  産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会

会員一覧
（平成28年6月30日現在）
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（理事・監事）

役職名 役員氏名 企　業　名 役　　職 備考

理事(会長) 安　藤　孝　男 ヨコキ(株) 監査役

理事(副会長) 野　中　啓　孝 成幸工業(株) 代表取締役社長

理事(副会長) 秋　本　りつ子 ニッパ(株) 代表取締役

理事(副会長) 石　井　秀　治 (株)ピー・アンド・アイ 代表取締役

理  事 小　柳　浩　克 アークシステム(株)
システム開発事業本部
本部長

理　事 田　中　政　樹 (株)エム・イー 人事総務課長

理  事 大  山      裕 (株)オオヤマフーズマシナリー 代表取締役社長

理  事 松　岡　直　輝 川崎自動車工業(株) 専務取締役

理　事 吉　田　法　美 協伸サンテック(株) 代表取締役社長

理  事 沢　本　功　一 共同カイテック(株) 神奈川技術ｾﾝﾀ-総務課課長

理　事 柳　川　壽　登 (株)ケイテック 代表取締役社長

理  事 佐々木  俊　輔 (株)佐々木鉄工所 取締役会長

理  事 飯　塚　隆　司 田中サッシュ工業(株) 総務課長

理  事 林　　　正　幸 (株)テクノシステムズ 代表取締役社長

理  事 矢　部　桂　子 (株)テクノステート
経営企画本部
　本部付次長

理　事 佐　藤　　　栄 (株)テクモ 人事・総務グループ部長

理　事 山　本　伸　一 東洋電機製造(株)横浜製作所 管理部長

理  事 大　司　伊知郎 (株)日南 日南グループCSR推進室長

理  事 萩　原　成　美 (株)日本インテリジェントビジネス 代表取締役

理  事 稲  場　久二男 (株)リガルジョイント 取締役会長

監　事 御 園 生 純 義 (株)エスシー・マシーナリ 管理本部 人材開発部長

監　事 稲　田　彰　典 (株)ジェイエスピー 代表取締役社長

（以上、役職名別に企業名で五十音順）

（顧問・参与）

顧　問 吉　川　和　宏 神奈川県産業労働局 労働部長

顧　問 相　庭　吉　郎 　　　―
産業技術短期大学校
　前校長

参　与  木 下  公 太 郎 神奈川県産業労働局労働部 産業人材課長

参　与 山　川　理　子 横浜公共職業安定所 所長

参　与 松　中　孝　二
(独)高齢・障害・求職者雇用支援機構
　関東職業能力開発促進センター

所長

参　与 遠　藤　　　眞 神奈川県職業能力開発協会 専務理事

参　与 荻　田　浩　司 産業技術短期大学校 校長

参　与 井　上　亜　潮
産業技術短期大学校
 人材育成支援センター

所長

産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会
平成28年度・29年度 役員

取締役　システム開発事業
本部本部長
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6-8 産業技術短期大学校職業能力開発推進協議会会員一覧
平成28年6月30日現在

No. 企業名 所在地 業種
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54

株式会社アイキャル
アークシステム株式会社
株式会社アートウェア
株式会社ＲＡＳ
株式会社アールシーエス
株式会社アイ・ジー・スクウェア
株式会社アイ・ピー・エル
アイビスジャパン株式会社
株式会社赤原製作所
株式会社アクティブ
朝日オフセット印刷株式会社
株式会社アテック 横浜営業所
有限会社アドタック
株式会社アトラス
アトラスコプコ株式会社　エスシーエーディビジョン
株式会社アバールデータ
株式会社アビスト東日本事業部
アルバックテクノ株式会社
株式会社アルプス技研
株式会社アンフェイク
株式会社アンベエスエムティ
株式会社飯島製作所
イースタン電波工業株式会社
池内精工株式会社
五十鈴中央株式会社　大和サービスセンター
井上鋼材株式会社
株式会社インフィテック
株式会社ウィズダム
株式会社ＶＩＰワークス
株式会社Ａ・Ｒ・Ｐ
永興電機工業株式会社　相模事業所
永進テクノ株式会社
有限会社エース
エーテック株式会社
株式会社エジソン
株式会社エスオーケー
株式会社エスシー・マシーナリ
有限会社エステー精工
株式会社エターナルサイエンス
AT テクマック株式会社
株式会社エニー
株式会社エヌ・エス・ピイ
ＮＥＣファシリティーズ株式会社
ＮＳＫマイクロプレシジョン株式会社
株式会社エム・イー
株式会社エリントシステム
株式会社エルテック
株式会社オー・イー・エム技研
大江電機株式会社
株式会社大川印刷
大林産業株式会社
株式会社大塚鉄工所
大船熱練株式会社
株式会社大森精機

横浜市神奈川区
横浜市西区
鎌倉市
横浜市金沢区
横浜市西区
横浜市西区
厚木市
東京都豊島区
座間市
横浜市瀬谷区
横浜市鶴見区
横浜市西区
大和市
相模原市中央区
横浜市緑区
東京都町田市
東京都豊島区
茅ヶ崎市
横浜市西区
相模原市南区
横浜市緑区
横浜市鶴見区
横浜市都筑区
横須賀市
大和市
横浜市鶴見区
東京都立川市
東京都品川区
東京都港区
秦野市
座間市
相模原市緑区
大和市
厚木市
東京都新宿区
川崎市川崎区
横浜市瀬谷区
東京都大田区
川崎市中原区
平塚市
横浜市西区
横浜市南区
東京都港区
藤沢市
川崎市川崎区
川崎市中原区
横浜市港北区
小田原市
横浜市南区
横浜市戸塚区
鎌倉市
相模原市緑区
藤沢市
横浜市港北区

情報サービス、アウトソーシング事業
ソフト設計
ソフト開発
制御装置
ｿﾌﾄｳｪｱ開発
ｼｽﾃﾑ開発
システム開発
システム情報開発
板金加工
システム開発・システム運用
印刷
機械設計、電子回路設計、技術アウトソーシング事業
印刷
総合試作メーカー、各種工業製品の試作モデルの製造
接着剤・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の自動塗布装置製造販売
通信機器製造
工業技術サービス
真空装置・機器のメンテナンス、カスタマーサービス
開発・設計のアウトソーシング事業、技術プロジェクトの受託
コンピューターソフトシステム開発
各種検査装置の開発販売
金属部品加工
自動車等性能試験装置の開発設計製作
金属材料製造
鋼板の加工・販売
鉄鋼販売
機械・電気・建築の設計
ｿﾌﾄｳｪｱ開発
情報サービス
設計・開発・受託
精密ﾓｰﾀ製造
自社商品「エコイット」開発・製造・販売、ロボットシステム・自動化装置製造

半導体部品・精密部品加工
自動制御装置製造
各種設計開発（自動車、航空・宇宙、機械、電気・電子他）
電気工事業
建設機械ﾚﾝﾀﾙ
鉄加工製造
ソフト設計・開発
切削加工品及び板金加工品の設計、製造販売
ソフト開発、パッケージ製造販売
ソフトウェア開発
プラント施設管理、オフィス管理
ﾎﾞー ﾙﾍ ｱ゙ﾘﾝｸﾞ製造
機械設計、電機設計、ソフトウェア開発
ソフトウェア評価、ソフトウェア開発
電子機器組立、基盤実装、プリント基板設計、電子部品販売
電子機器製造
制御電機部品の販売
商業印刷
通信機器等開発設計
各種機械部品の製造・販売
自動車部品の加工
精密機械部品製造
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No. 企業名 所在地 業種
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110

大森電機工業株式会社
株式会社オオヤマフーズマシナリー
オサ機械株式会社
河西工業株式会社
株式会社加藤組
カトウ工機株式会社
株式会社ガリバー
株式会社河坂製作所
川崎自動車工業株式会社
有限会社川田製作所
関東冶金工業株式会社
有限会社関内宣広社
キーパー株式会社
株式会社キーマネジメントソリューションズ
技研電子株式会社
株式会社木梨電機製作所
株式会社キャリエ・レゾ
株式会社共栄エンジニアリング
協伸サンテック株式会社
共同カイテック株式会社
株式会社京南
協和石油ルブリカンツ株式会社
極東開発工業株式会社　横浜工場
極東精機株式会社
クリエート・デザイン株式会社
株式会社Ｑｕｌｅａｄ
株式会社クロステック
株式会社ケイ・エス・アイ
株式会社ケイテック
計電エンジニアリング株式会社
株式会社京浜工業所
京浜産業株式会社
株式会社向洋技研
株式会社古賀電子
国際通信企画株式会社
国際鉄工株式会社
五光発條株式会社
株式会社コスモス
株式会社コバヤシ精密工業
株式会社小山工業所
株式会社コンテック
齋藤製罐株式会社
サガミエレク株式会社
相模通信工業株式会社
株式会社佐々木鉄工所
山協印刷株式会社
株式会社三進社
株式会社サンテック
三波工業株式会社
サンプラス株式会社
三和工機株式会社
三友プラントサービス株式会社
産和産業株式会社
株式会社ジィーサス
ＪＥＣインターナショナル株式会社
株式会社ジェイエスピー

横浜市都筑区
横浜市神奈川区
横浜市緑区
高座郡寒川町
南足柄市
平塚市
横浜市鶴見区
相模原市中央区
横浜市泉区
小田原市
平塚市
横浜市中区
藤沢市
東京都新宿区
川崎市幸区
座間市
横須賀市
横須賀市
座間市
大和市
横浜市鶴見区
横浜市都筑区
大和市
小田原市
川崎市川崎区
茅ヶ崎市
横浜市港北区
相模原市中央区
鎌倉市
東京都品川区
東京都品川区
横浜市神奈川区
相模原市中央区
平塚市
横浜市港北区
横浜市戸塚区
横浜市瀬谷区
横浜市神奈川区
相模原市南区
綾瀬市
東京都港区
横浜市瀬谷区
横浜市鶴見区
茅ヶ崎市
横浜市中区
平塚市
東京都江東区
川崎市中原区
横浜市金沢区
横浜市鶴見区
東京都千代田区
相模原市緑区
横浜市西区
横浜市港北区
大和市
横浜市西区

電子応用機器の製造
食品加工機械製造販売
食品加工機械製造販売
自動車内装部品の製造、販売、付帯業務
建設
精密機械工具　製造・販売
印刷
自動車用ボルト・ナット・ネジ製造他
自動車部品製造
ﾌ ﾚ゚ｽ加工
熱処理設備の設計製造
看板設計施工
ｵｲﾙｼｰﾙ製造
ソフト開発
ＩＴネットワークシステム装置の保守技術サービス業
電子電気機器設計製造
情報通信システムの保守・運用
船舶設計 ･ 機械設計
環境整備機器製作
電力幹線ｼｽﾃﾑ
塗装、防水、リニューアル工事
金属加工油の製造・販売
機器製造販売
大型船舶燃料ﾎ ﾝ゚ﾌﾟ製造
無線通信用アンテナ、鉄塔等の製造・販売
精密機械部品、機械装置部品、治工具装置設計製作
各種情報システムの提案・設計・開発
エンジン発電機・動力装置等の設計・製作
ソフト開発
電気・計装設備の設計施工
ﾀ ｲ゙ﾔﾓﾝﾄ゙ 工具、研削砥石、製造・販売
その他の金属製品製造（産業機械、建設等向け大型鉄鋼部材の製造）

産業機械製造
電子機器の組立・加工
システム設計・検査・施工
車体溶接設備設計製作
精密ﾊ ﾈ゙製造
制御系ソフト開発
設計・製造・制御
各種発電所化学ﾌ ﾗ゚ﾝﾄ配管及び圧力容器設計製作据付
建設技術サービス
一般缶・美術缶の製造
ﾃ ｼ゙ ﾀ゙ﾙ家電・電子部品
電子機器組立
機械加工・溶接
印刷
一般総合印刷、マーケティング、プロモーション支援業務
通信機用精密切削部品加工及び組立
電子機器保守整備
電気設備工事（弱電、通信）
メカトロ装置の設計・製作、電子機器の開発
産業廃棄物処理
機械加工
ＣＡＤシステム運用設計他
情報通信業
システム開発
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No. 企業名 所在地 業種
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166

株式会社ＪＦＥ設計 東日本機械設計部京浜設計室
ＪＦＥテクノス株式会社
ＪＦＥプラントエンジ株式会社　京浜事業所
株式会社システム・アシスト
株式会社システムクリエーション
株式会社システムズリサーチ
株式会社システム・ユー
システムワークスジャパン株式会社
自動車部品工業株式会社
株式会社シノザワ
清水総合開発株式会社
株式会社シミズ・ビルライフケア
湘南技術センター株式会社
ジャパニアス株式会社
株式会社湘南光学工業所
株式会社湘南精機
城山工業株式会社
株式会社シンクスコーポレーション
株式会社信光社
株式会社シンサナミ
株式会社新日南　京浜事業所
新日本テクトス株式会社
新日本電子株式会社
シンヨー電器株式会社
新菱工業株式会社　平塚工場
株式会社神和製作所
株式会社菅原研究所
株式会社杉山商事
スタッフ株式会社
株式会社須藤製作所
成幸工業株式会社
誠和エンジニアリング株式会社
株式会社ゼネット
ゼネラルエンジニアリング株式会社
株式会社ゼファシステムズ
株式会社セプト・ワン
セントラル電子制御株式会社
株式会社全日警
株式会社創英
相洋産業株式会社
株式会社ソフテム
株式会社第一コンピューター
株式会社第一コンピュータサービス
第一設備工業株式会社
株式会社大協製作所
株式会社大新工業製作所
大成技研株式会社
株式会社ダイテックス
大同工業株式会社
太陽電音株式会社
タカ電子工業株式会社
株式会社タシロ
株式会社タシロイーエル
株式会社タスクフォース
田中サッシュ工業株式会社
茅ヶ崎工業株式会社

川崎市川崎区
横浜市鶴見区
川崎市川崎区
平塚市
横浜市中区
横浜市西区
東京都中央区
鎌倉市
海老名市
横浜市港北区
東京都中央区
東京都中央区
横浜市西区
横浜市西区
平塚市
小田原市
相模原市緑区
愛甲郡愛川町
横浜市栄区
横浜市旭区
横浜市都筑区
東京都千代田区
東京都町田市
東京都港区
平塚市
大和市
川崎市麻生区
横浜市戸塚区
横浜市港北区
藤沢市
横浜市泉区
川崎市高津区
東京都港区
東京都大田区
東京都品川区
横浜市金沢区
川崎市中原区
東京都中央区
東京都品川区
小田原市
横浜市中区
東京都渋谷区
川崎市幸区
東京都港区
横浜市保土ヶ谷区
藤沢市
東京都港区
東京都大田区
大和市
川崎市中原区
横浜市保土ヶ谷区
平塚市
東京都大田区
横浜市港北区
横浜市金沢区
綾瀬市

機械・設備の計画、設計
産業機械製作メンテナンス
プラント設備工事・補修
ソフト・ハードの開発
ソフトウェアの受託開発
Java 設計・開発
ソフト開発
情報処理
産業用ディーゼルエンジン、車両用部品の製造、開発・設計
各種電源装置の試作・開発他
不動産業
建物増加改築・改修・新築の企画・設計・管理他
総合ｴﾝｼ ﾆ゙ｱﾘﾝｸ ｻ゙ｰﾋ ｽ゙業
技術者派遣業
光学ﾚﾝｽﾞ加工機械
精密機械部品の製造及び組立
輸送用機械器具製造
非鉄金属加工販売
各種酸化物単結晶製品製造加工
ガス事業リフォーム他
機械製造業
総合エンジニアリング業
通信電子機器製造
電気設備、電気通信設備の施工管理
ポンプの設計、製造販売、据付他
放送中継装置製造
工業用測定機器の製造販売
精密機械部品製造
通信機器用アンテナ、機構部品の開発、設計、製造販売
軸受用金属プレス部品製造
機械加工・画像システム設計開発
ｶ ｽ゙制御装置
システム設計・開発、インフラ設計・構築
設計、制御系ソフト開発
ｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸ設計開発
金属加工業
ｼｽﾃﾑ機器等の開発、設計、製造販売
法人施設・機械警備
印刷
非鉄金属部品製造
システム開発
システム開発・システム運用
高齢者向けＩＣＴネットワークシステム、モバイル・クラウドサービス
建築設備工事業
金属表面処理業
ねじ転用平ダイスの設計、製造販売
制御盤、配電盤の新規設計開発及びＰＬＣ設計開発　他
各種機械並びに関連機器の設計・製図・モデリング・解析
自動車用樹脂加工
電子機器・開発設計・製造
制御装置の設計・製造
精密板金加工、精密機械加工
部品・機械加工
ｺﾝﾋ ｭ゚ｰﾀｿﾌﾄ開発
鋼製建具の設計、製造、取付、メンテ
ﾌｧｲﾝｶｰﾎ ﾝ゙製品
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No. 企業名 所在地 業種
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222

株式会社ティー・アール・シー
有限会社ＴＦＳ
株式会社ティーネットジャパン
株式会社データープロセスサービス
テクニカルジャパン株式会社
株式会社テクノイケガミ
株式会社テクノウェア
株式会社テクノシステムズ
株式会社テクノステート
株式会社テクモ
テコム株式会社
株式会社テンプレート
東京コスモス電機株式会社
東京スリーブ株式会社
株式会社東京ダイス
東京動力株式会社
東京冷機工業株式会社
東西株式会社
東信電気株式会社
東日電設株式会社
東富士電機株式会社　相模原営業所
株式会社東邦製作所
東邦電子株式会社
東洋ガラス機械株式会社
東洋電機製造株式会社　横浜製作所
東横化学株式会社
株式会社トップエンジニアリング
巴工業株式会社　サガミ工場
株式会社豊橋設計
株式会社ナウビレッジ
株式会社中川製作所
株式会社中島製作所
株式会社中西製作所
株式会社なまためプリント
ニイガタ株式会社
株式会社ニコンエンジニアリング
西尾レントオール株式会社
株式会社日南
株式会社ニックス
ニッパ株式会社
株式会社日豊エンジニアリング
日本クロージャー株式会社　金型事業センター
日本発条株式会社
株式会社日本インテリジェントビジネス
日本オートマチックマシン株式会社
日本ギア工業株式会社
株式会社日本コンサルティング
株式会社日本コンピューター技術
株式会社日本コンピュータコンサルタント
日本サーモニクス株式会社
日本通信機株式会社
株式会社日本動熱機製作所
日本舶用エレクトロニクス株式会社
日本貿易印刷株式会社
日本ラインツ株式会社
日本リライアンス株式会社

横浜市神奈川区
横浜市中区
厚木市
川崎市川崎区
横浜市西区
川崎市川崎区
鎌倉市
大和市
藤沢市
藤沢市
鎌倉市
東京都大田区
座間市
鎌倉市
横浜市港北区
横浜市鶴見区
東京都文京区
東京都大田区
川崎市麻生区
川崎市多摩区
相模原市中央区
横浜市戸塚区
相模原市中央区
横浜市旭区
横浜市金沢区
川崎市中原区
東京都港区
大和市
愛知県豊橋市
東京都新宿区
大和市
綾瀬市
横浜市南区
横浜市中区
横浜市鶴見区
横浜市神奈川区
東京都千代田区
綾瀬市
横浜市西区
横浜市港北区
横浜市西区
平塚市
横浜市金沢区
横須賀市
横浜市港北区
藤沢市
横浜市神奈川区
横浜市神奈川区
横浜市神奈川区
相模原市中央区
大和市
横浜市保土ケ谷区
横浜市神奈川区
横浜市戸塚区
大和市
横浜市金沢区

インフラ構築導入、運用・保守サポート、システム開発
保険代理店
アウトソーシング業
ソフトウェア開発
ｿﾌﾄｳｪｱ設計・開発
放送用機等、メンテナンス業務
情報ソフトウェア
ｿﾌﾄ開発、電子応用機器開発
輸送用機器製造業
機械部品設計開発
情報通信
ソフト開発
電気機械器具部品製造
自動車用エンジン部品製造
超硬耐摩耗製品、焼結ダイヤ成型工具等の製造販売
建設業（機械器具設置業）
業務用空調設備等の設計・施工・メンテナンス
総合人材サービス（業務請負・一般派遣・人材紹介）
OA 機器等製造販売
鉄道信号保安設備の施工・保守・管理
機械部品の仕入、販売
海洋関係金具
温度制御機器、各種制御機器、ﾌ ﾛ゚ ﾌー ｶ゙ｰﾄ、各種ｾﾝｻｰ開発製造販売
ﾋ ﾝ゙金型機械設計製造
電子機器製造
各種高圧ガスの販売及びプラント建設　他
機械・電気電子設計
遠心分離機等製造
CAD 設計技術エンジニアリング
ｼｽﾃﾑ開発、ｻｰﾊﾞ構築業務
精密部品加工
自動車用ﾎｲｰﾙ等製造
歯車精密機械部品
印刷
研究開発者支援のための器具・冶具・装置の開発
光学機器製造
総合レンタル業
各種工業モデル・試作品の製造
工業ﾌ ﾗ゚ｽﾁｯｸ部品等の企画・開発・製造・販売
総合ﾊ ｯ゚ｹｰｼﾞ
プラント配管設計・構造設計・プラントエンジニアリング
各種金型製造・販売
金属製品製造業
ソフト開発
自動端子圧着機及び関連機器の製造販売他
増減速機の設計、製造販売
人材派遣、機械設計受託
ソフト開発
ソフト開発
高周波装置製造販売
通信機器製造
ｺﾝﾍ ｱ゙設計・製作・施行
舶用電子機器製造販売
ビジネス帳票類販売、情報加工処理、印刷 ( カード）
輸送用機械器具製造業
産業機械・電気的制御機器製造販売
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223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259
260
261
262
263
264
265
266
267
268
269
270
271
272
273
274
275
276
277
278

株式会社ニュートン
株式会社ノイズ研究所
株式会社野毛印刷社
株式会社野毛電気工業
野崎印刷紙器株式会社　横浜支店
パーカー精密工業株式会社
株式会社パパス
林精鋼株式会社　戸塚工場
ハル・エンジニアリング株式会社
株式会社ピー・アール・オー
株式会社ピー・アンド・アイ
株式会社ピーアンドジー
株式会社ビジコン・ジャパン
株式会社日の出製作所
フィット電装株式会社
フォレックス株式会社
富士アイテック株式会社
富士工業株式会社
株式会社富士ダイナミクス
株式会社富士テクノソリューションズ
株式会社富士薬品機械
扶桑精工株式会社
プラス電子株式会社
ブルーマチックジャパン株式会社
フレアーナガオ株式会社
プレス工業株式会社
株式会社ベイテック
北斗株式会社
北都システム株式会社
株式会社マーク電子
株式会社マイスターエンジニアリング
株式会社マエダ
株式会社マグトロニクス
株式会社松尾工業所
丸栄工業株式会社
株式会社丸産技研
マルマテクニカ株式会社
株式会社ミクニ　小田原事業所
三池工業株式会社
三井金属アクト株式会社
株式会社ミツル光学研究所
ミドリ無線株式会社　大和工場
三益工業株式会社
株式会社宮川製作所
ムラテックＣＣＳ株式会社
株式会社メディシステムソリューション
守谷輸送機工業株式会社
株式会社山一情報システム
株式会社山川機械製作所
山下マテリアル株式会社
有限会社ユーエフサービス
株式会社ユーコム
ユニオンマシナリ株式会社
株式会社ユニテック
ユニプレス株式会社　工機工場
ヨコキ株式会社

東京都大田区
相模原市中央区
横浜市南区
横浜市金沢区
横浜市鶴見区
綾瀬市
相模原市中央区
横浜市戸塚区
横浜市西区
横浜市中区
横浜市都筑区
綾瀬市
横浜市南区
川崎市川崎区
東京都大田区
横浜市神奈川区
東京都千代田区
相模原市中央区
東京都目黒区
厚木市
東京都大田区
相模原市緑区
東京都中央区
横浜市都筑区
愛甲郡愛川町
藤沢市
横浜市金沢区
東京都中央区
横浜市港北区
相模原市緑区
東京都品川区
大和市
座間市
東京都大田区
相模原市緑区
横浜市緑区
相模原市南区
小田原市
横浜市戸塚区
横浜市西区
川崎市宮前区
大和市
東京都大田区
横浜市港北区
愛知県犬山市
東京都千代田区
横浜市金沢区
東京都千代田区
平塚市
座間市
川崎市幸区
川崎市川崎区
相模原市中央区
東京都港区
大和市
横浜市保土ケ谷区

設計開発、ソフトウエア開発
ノイズ試験機測定機の開発・販売
印刷
半導体及び電子部品材料の製造加工
印刷
金属の精密加工
精密部品・自動車部品・ポンプ部品・ステンレスを中心とした製造
鉄鋼二次製品の製造
ソフト開発
ソフト設計・開発・販売
印刷
精密金型加工
ソフトウェア開発
金属加工、ロボコンサポート事業
自動制御機器販売、自動制御システム設計・施工・調整
ソフト開発
保温・保冷、防音工事等の設計施工
住宅設備機器の製造販売
駐車場機器等の開発、製造販売
機械設計・解析・ソフト開発、ネットワーク
薬品機械製造
金型及び機械製造販売
ソフトウエアの開発
ｺｰﾋｰﾏｼﾝ輸入販売
冷凍空調及び産業機械用熱交換器等の製造販売
金属塑性加工
金属加工業
システム開発
ソフトウェア開発
医療機器、各種計測機器の開発、製造販売
半導体製造装置、各種メカトロ機器等のメンテナンス・エンジニアリング
精密機械加工
電子機器及び通信機器の製造販売
車両部品製造
建設機械用部品製造販売
建築・土木・不動産
建設機械等整備製造
輸送用機械器具製造業
自動車車体及び部品製造販売
自動車用機能部品の開発、製造及び販売
精密切削加工、光学ｶ ﾗ゙ｽ加工
通信機器部品製造
航空宇宙機械部品の金属切削加工
情報通信機器製造販売
物流システム、工作機械のアフターサービス、保守メンテナンス
ｿﾌﾄｳｪｱﾊ ｯ゚ｹｰｼﾞ開発・販売
各種エレベーターの製造
インフラの設計構築及びソフトウエア開発
航空機部品製造、半導体製造装置
ﾌ ﾘ゚ﾝﾄ配線盤製造
工具販売
ｿﾌﾄｳｪｱ受託開発
ﾊｰﾈｽｺﾈｸﾀ機器製造
情報処理（ソフトウェア開発、機械設計）
自動車用車体部品製造
自動車車体用検査装置の設計・製作、溶接ﾗｲﾝ製造
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279
280
281
282
283
284
285
286
287
288
289
290
291
292

株式会社ヨコレイ
株式会社横浜電算
株式会社横浜リテラ
株式会社吉岡精工
株式会社リガルジョイント
リペア株式会社
株式会社ワイイーシーソリューションズ
株式会社ワイ・ケー電子
株式会社ワイテック
株式会社和興計測
ワッティー株式会社
公益社団法人神奈川県ＬＰガス協会
神奈川県建設労働組合連合会
一般社団法人神奈川県プラスチック工業会

横浜市保土ヶ谷区
横浜市西区
横浜市戸塚区
横浜市鶴見区
相模原市南区
東京都品川区
横浜市中区
綾瀬市
平塚市
川崎市高津区
相模原市南区
横浜市中区
横浜市神奈川区
横浜市中区

空調設備
情報処理サービス
印刷業
精密部品設計製作
流体機器、オゾン環境機器等の開発・製造販売
エアコン、冷蔵庫等の総合ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
ソフト開発
ﾌ ﾘ゚ﾝﾄ配線基板の設計、製造
半導体、FPD 製造装置設計、航空機機体部品、治具設計
工業用各種計測器の設計開発、製造、販売
半導体製造装置用ヒータユニットの開発製造販売等
団体業務
団体業務
団体業務
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案 内 図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神奈川県立産業技術短期大学校 

〒241-0815  横浜市旭区中尾２－４－１ 

TEL ０４５－３６３－１２３１（代） 

FAX ０４５－３６２－７１４１ 

http://www.kanagawa-cit.ac.jp/ 

 

産業技術短期大学校 職業能力開発推進協議会  

（神奈川県立産業技術短期大学校内） 

TEL ０４５－３６３－１２３４ 

FAX ０４５－３６２－７１４３ 

http://www.suishinkyo.info/ 

案　内　図



ANNUAL REPORT 2016

81

アニュアルレポート２０１6 編集会議委員名簿

発行  平成２8年 ７月

編集者 神奈川県立産業技術短期大学校

ANNUAL REPORT 2016

編集委員長
編集委員

事務局

荻田　浩司 
原　　和子 
井上　亜潮 
鈴木　栄子 
城戸　淳英 
杉山　祐樹 
南部　良治 
吉田　玉緒 
安達　桂三
山口　祐司 
矢島　康治 
冨ヶ原美和
尾崎　裕一 
永田　博文 
田 中 　  暁 
吉川　武義




	目次・P01_20
	P051_81

